
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第九章　男爵令嬢と侍女

第十章　囚われの迷い姫

第十一章　差し出した手は誰がために

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編『主の幸せを願うカレン』
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　ロブレス大陸中央部へ位置するナグラス王国の部東には、かつてコーサスと呼ばれる王国が広がっていた。

　二百年前に突とつ如じよとして滅ほろんだコーサス王国の領土は、今や生い茂しげる木々に覆おおわれた広大な森と化している。王国の民たみは四散し、森に飲み込まれることを免まぬかれた土地も今では別の名で呼ばれる国々の領土としてその姿を残すのみだ。

　深い森には獣けものが住み着き、やがて人の手が届かない深部では魔ま物ものが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしはじめる。二百年の月日は肥ひ沃よくな草原であったコーサスの地を危険な魔物であふれる魔ま境きようへと変えるのに十分な時間だった。

『コーサスの森』

　かつて栄えい華がを誇ほこった国の名が冠かんされる地は、大いなる恵めぐみをもたらしながらも、それでいて人の命を容易たやすく刈かり取る危険な森として知られている。

　そんな場所に三人の人間が立っていた。

「ネーレ、見て見て」

　ひとりはまだ幼い少女。輝かがやくようなプラチナブロンドのショートヘアを揺ゆらしながら、木の実や野草の入ったバスケットを両手でしっかりと摑つかんで駆かけ寄る。

「こんなに採とれたよ、ほら」

　そのとなりに並ぶのは瓜うり二ふたつの容姿をした幼い少女。最初の少女と同じやや青みがかった浅緑色の瞳ひとみを大きく開いて満面の笑えみを見せている。よく見れば同じような顔でもこちらはやや目め尻じりが上がっているが、初対面の人間にはまるで見分けが付かないほどのわずかな違ちがいだろう。

　ふたりが駆け寄った先にいたのは年の頃ころ十七、八ほどの若い女。乱れのないつややかな長ちよう髪はつは流れるままに背を飾かざり、一いつ瞬しゆん白はく髪はつかと見み間ま違ちがうほど淡あわい髪かみ色はわずかに青みがかったアリスブルー。深く澄すんだ天色の瞳は切れ長で、整った造形の顔は深窓の令れい嬢じようを思わせる。

「うむ。よくやった」

　だがそんな見た目とは裏腹に、その口から紡つむがれるのは無骨な言葉であった。感情と色気を極限にまで薄うすめたようなその口調も、ふたりの少女にとってはいつも通りのことなのだろう。気にも留とめず楽しそうな表情で口を開く。

「フィリアたちすごいたくさん採ったよ！」

「リアナたちの方がいっぱい採ったもん！」

　何から何まで瓜二つの少女たちが自らの功績を主張する。

　ふたりからネーレと呼ばれる女はかすかに笑みを浮うかべると、ふたりの頭をそっと撫なでてその働きに報むくいた。

「これだけあれば二、三日はもつであろう。そろそろ陽ひも傾かたむいておるゆえ、帰るか」

「じゃあ最後にもう一回採ってくるー！」

「リアナたちもー！」

　元気な返事を残してふたりが生い茂る草へと駆け出した。

　ネーレの周囲に大型生物の気配はない。ふたりの少女に害を及およぼすような存在は感じられなかった。彼女の主あるじほど広こう範はん囲いを探さぐることはできないが、それでもひと息で接近を許すほどの距きよ離りには脅きよう威いはないと判断する。

「きゃあ！」

　突とつ然ぜんの悲鳴。リアナと呼ばれていた少女の声がネーレの耳に届く。

「どうした？」

　それまでのたおやかな歩みを捨てネーレが戦士の所作で走り寄ると、ふたりが茂みから飛び出してしがみついてきた。

「あ、あそこに……」

　怯おびえた様子のリアナが茂みを指さして声を震ふるわせる。

「あそこ？」

　ひしと足もとへしがみつくふたりを後ろに庇かばいながらリアナの指さした場所へ近づくと、ようやくネーレはふたりが怯えている理由を知った。

　人間の腕うで。ひじの部分で切り離はなされた人間の片かた腕うでがそこに落ちていたのだ。

　その腕は藍あい鉄てつ色の袖そでに包まれているが、表面は白い粉を振ふりまいたように色が変わっている。

「凍こおっておるのか」

　切り口はまるで硬こう質しつの金属を力任せに砕くだいたような無む秩ちつ序じよさを見せていた。刃は物ものによって切り取られたものではなく、ましてや強い力で引きちぎられたものでもない。

　凍った後に砕かれたものとネーレは判断した。

　おそらく魔ま法ほうだろう。魔法によって凍らされた腕に強い衝しよう撃げきを受けて砕かれた、そんなところに違いない。

　問題はそれが行われてからそれほど時間が経たっていないということだった。

　魔法によって凍らされた腕もいずれは溶とける。それが凍ったままということは、魔法の使い手も腕の持ち主もこの近くにいるということだ。

「まだ足あし跡あとも新しい、か」

　周囲の地面に人間の足跡を複数見つけたネーレは、警けい戒かいレベルを引き上げる。

　間をおかずして、その耳に音が届いた。

「ん？　この音は……」

　何者かが争い戦っている音だ。

「誰だれぞ戦っておるのか？」

「ネーレ、どうしたの？」

　フィリアと呼ばれた方の少女がネーレの服を握にぎったまま訊たずねる。

「何かが戦っておるようだな。……人の声も聞こえる」

「こわいのやだ」

　リアナが怯えた様子をあらわにした。

　滅めつ多たなことでは人が足を踏ふみ入れないコーサスの森奥深く。それが今三人のいる場所である。

　普ふ通つうなら人と森の獣、あるいは魔物が戦っている音と考えるだろう。だが聞こえてくるのは金属同士が打ち合わされる甲かん高だかい音。それは戦っているのが人間同士であることを物語っている。

「まずいな……」

　そうしている間に戦いの音は急速に三人の方へと近づいて来ていた。

　ネーレはふたりを両りよう腕うでに抱かかえると地を蹴ける。そばで見ている者がいればきっと驚きよう愕がくに声をなくしたであろう。軽く飛び上がったネーレは人間とは思えない跳ちよう躍やく力を見せると、あっという間に葉の生い茂る樹上へその身を隠かくした。

　呼吸五つ分ほどの間を置いて、声をひそめる三人の眼下に人間の集団が現れた。

　彼らは大きく分けて逃にげる者たちとそれを追いかける者たち、ふたつの集団に分かれているようだ。追われている者はざっと見たところ八人。一方それを追う者は見える範はん囲いでもその倍はいる。

　追われているのはおそらく傭よう兵へいだろう。思い思いの装備に身を固めた人間が五人と、とても傭兵には見えない三人。傭兵の五人は性別も年ねん齢れいもバラバラだが、立ち位置の取り方や周囲を警戒する視線などに隙すきはなく、戦い慣れしていることを窺うかがわせた。

　一方の追う側は対照的な装いだ。全身を藍鉄色の装備で包み、頭のてっぺんから足先までまるで正規兵のように同じ防具で揃そろえられていた。それでいながら顔の下半分は黒い覆ふく面めんによって隠され人相がわかりづらい。存在を誇こ示じしたいのか、それとも正体を隠したいのか判断しかねる格好だった。

「くそっ、しつこいな！」

「何なんだよ、こいつら！」

　いくら傭兵たちが戦い慣れていようと相手の人数が多すぎる。立ち回りだけでどうにかできる人数差ではなく、彼らはすでに囲まれつつあった。

　五人の傭兵は行商人らしき中年の女性を囲んで武器を構え、その横でふたりの女性──いや少女が剣けんを構える。その光景にネーレはふと違い和わ感かんを抱いだいた。

「回り込まれた！」

　傭兵のひとりが仲間へ警告を発する。

　抜ぬけ目なく退路を断たち、すみやかに包囲する黒覆面たちの動きは明らかに訓練された部隊のそれだ。

　黒覆面たちは半数を包囲に残したまま傭兵たちへと斬きりかかった。

　途と端たんに互たがいの武器が打ち合わされる音で森が包まれる。

　傭兵の中には魔ま術じゆつ師しもいるらしく、ときおり『氷塊フエルテ』の魔法が黒覆面に向けて放たれる。

　力量は互ご角かく、あるいは傭兵たちの方がやや上だろうとネーレは評価した。しかしさすがに人数が違いすぎるだろう。まして傭兵たちの中央に立つ中年の女性は明らかに非ひ戦せん闘とう員いんと見えた。おそらく傭兵はその女性を護衛しているのだろうが、誰かを守りながら戦うことの難しさはネーレも知っている。

　次し第だいに傭兵たちは押されはじめた。

　負傷者こそまだ出ていないものの、守勢一方の状じよう況きように業ごうを煮にやしたのか、年若い剣けん士しが黒覆面の動きに釣つられて飛び出す。

　それを狙ねらっていたとばかりに背後から別の黒覆面が襲おそいかかる。若い剣士は前方の敵に気を取られ、背後からの攻こう撃げきに気が付いていないようだ。

　このままでは不意を突つかれて致ち命めい的てきな一いち撃げきを食くらうだろうという時、戦いの場にはそぐわない少女の声が響ひびく。

「危ない！」

「後ろ！」

　フィリアとリアナがとっさに警告の声を発したのだ。

「うわっ！」

　その声にふり向いた剣士は後方から迫せまり来る刃やいばをかろうじて弾はじいてそらす。

「あっぶな！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　簡単につり出されるんじゃねえ！」

　危あやういところを脱だつした剣士は、すぐさま仲間のフォローが受けられる位置へ戻もどる。

「今のは？」

　同時に自身を救ってくれた声の主を探すが、当然周囲には見当たらない。声がこのような場所には似つかわしくない幼さを感じさせたことから、その顔には戸と惑まどいの色が見える。

　当然ながら声を聞いたのは傭兵たちだけではない。敵方たる黒覆面たちも同様に突然割り込んできた声の主に警戒を見せた。

　先にネーレたちへ気付いたのは黒覆面たちである。

　声の発生元が頭上と気付くやいなや、懐ふところから黒くろ塗ぬりのダガーを取り出して投とう擲てきしてきた。

「やむを得まい」

　小さな物理障しよう壁へきを作り出して迫る刃をあっさり弾くと、ネーレは両腕にフィリアとリアナを抱えたまま木から飛び降りる。

　その瞬しゆん間かん、緊きん張ちように満ちていた空気が一いつ瞬しゆん緩ゆるむ。

　重力を感じさせないやわらかさで地面に降り立ったネーレへ、二十対つい以上の目が向けられた。

「さて。どのような事情があるかは知らぬが、森の中、それも魔ま物ものが跋ばつ扈こする深部で人間同士が諍いさかいを起こすなど、あまり賢かしこき行動とは思えぬが」

　そんな視線などお構いなしに、ネーレは聞き分けの悪い子供を叱しかるかのような口調で言い放つ。

「こ、子供？」

　しかしネーレ以上に周囲の視線を集めているのはフィリアとリアナのふたりだ。

　まさかこんな場所に幼い子供がいるなどとは思わなかったのだろう。驚おどろきに目を丸くした傭兵たちの中から声が上がった。

「しかも双ふた子ごか？」

　先ほど命を救われたばかりの若い剣士が眉まゆをひそめる。

　その言葉と態度にネーレはわずかばかり気分を害した。

「双子がどうかしたかね？　そもそもつい先ほどその双子に助けられたのはどこの誰であったかな？　無礼なことを口走る前に言うべきことがあろう」

　天色の瞳ひとみに冷たい光を浮かべてそう咎とがめるネーレに気け圧おされ、若い剣士はすぐさま己おのれの非礼を詫わびる。

「あ、……あ、いや。そうだな、すまん。さっきは助かった」

「して？　お主ら何者だ？」

　わかれば良しとばかりにネーレはまず己の疑問を解消しようとする。

「アタシたちゃただの行商人とその護衛さね。そこの嬢じようちゃんたちは知らないけどね」

　答えたのは傭兵たちに守られていた中年の女性だ。遠目で見た以上に年を重ねているらしく、もう間もなく初老へ手が届こうかという年齢に見えた。

　傭兵たちと違ちがい武装はしておらず、戦う術すべは持っていないようだが、その落ち着いた雰ふん囲い気きと瞳に宿る強したたかそうな色は彼女が多くの場数を踏んだ熟練の行商人であることを物語っていた。

「そちらの覆面は？　どこの誰かは知らぬが、先ほどから殺気を飛ばしてくるということは敵、と考えてよいのかね？」

「……」

　転じてネーレは対立する黒覆面たちへと誰すい何かするが、返ってくるのは沈ちん黙もくばかり。

「ふむ。話すつもりはない、と？」

　答えを期待していたわけでもないネーレは予想通りの反応に目を細めた。

　それが合図となったのか、様子を窺っていた黒覆面たちが再び動きはじめる。

　行商人と傭兵はもちろんのこと、ネーレもあわせて屠ほふろうという意図が明らかだった。

「どうする、ミシェル！」

　リーダー格と思われる壮そう年ねんの剣士が女行商人の名を呼んだ。

「騎き士しじゃなくても幼子を守るのは男として当然のことじゃないのかい！」

　それだけで彼の言いたいことを理解したのだろう。ミシェルと呼ばれた行商人は新たに現れたネーレたちをも守れと暗に告げた。

　壮年の剣士は戦いながらもミシェルに文句をぶつける。

「無む茶ちや言うなよ！」

「どのみち無茶な状況なんだ、今さら三人増えたところで変わりゃしないさね！」

　だがさすがは熟練の行商人といったところだろう。ミシェルはそれがどうしたとばかりに言い返して開き直ると、ネーレたちに向けて声をかける。

「嬢ちゃんたち！　こっち来な！」

「気き遣づかいは無用ぞ」

　その厚こう意いをやんわりと返上し、ネーレは飛びかかってくる黒覆面たちへと視線を向ける。

　双子を抱えたまま左右から同時に襲いかかってくる黒覆面の攻撃をかわすと、一歩後退して淡たん々たんと宣言した。

「お主らを敵と判断する」

　なおも襲いかかってくる黒覆面。その斬ざん撃げきを飛び上がって避よけ、その勢いのまま不自然なほど緩ゆるやかに宙を舞まう。

　着地すると同時にネーレの前に光の球体が出現した。次の瞬間球体から三筋の光が飛び出して正面に立つ黒覆面の手足を貫つらぬく。

「うぐっ！」

　無言を貫いていた黒覆面もさすがにうめき声をあげた。

「次は眉み間けんを貫くぞ？」

　突とつ然ぜん放たれた不可思議な魔ま法ほうに黒覆面たちの中からわずかな戸惑いが生じる。

　しかしそれはほんのわずかな間だけのこと。傭兵たちよりもネーレの方がより危険な相手だと理解したのだろう。すぐさま黒覆面たちが雰囲気を一変させると、ネーレたちを囲みはじめた。

「一いつ斉せいにかかれば勝てるとでも思ったか？　だが数が足りぬよ」

　迎むかえ撃うつ気満々のネーレ。

　両りよう腕うでが双子を抱かかえて塞ふさがっている状態でもなお、引くという選せん択たく肢しは脳のう裏りに浮うかびもしない。数ヶ月前に戦った『赤あか食ぐい』と比べれば、目の前にいる黒覆面たちなどものの数ではないだろう。

　張りつめた緊張が場を支配する。

　その空気が膨ぼう張ちよう限界を超こえて弾はじけそうになった時、空気を斬り裂さく音と共に二本のショートソードが降ってきた。

「がぁっ……！」

　生命の気配を感じさせないその奇き襲しゆうは、容よう赦しやなく黒覆面のひとりを襲う。

　避ける間もなく背中にショートソードを突き立てられた黒覆面が口から血を吐はいて倒たおれた。

　慌あわてて黒覆面たちが周囲へ警けい戒かいの網あみを張る。そんな彼らをあざ笑うかのように、もう一本のショートソードが別の黒覆面を斬り裂く。太ももを背後から斬られた黒覆面がガクリとひざをついた。

　その隣となりに立っていた男が三人目の犠ぎ牲せい者しやとなった。

　頭上から近づく人間大の気配を感じた黒覆ふく面めんがとっさに上へ剣を向けると、その先にいたのは藤ふじ色いろのローブへ身を包み、手にブロードソードを持ったひとりの少年。

　少年と黒覆面の剣が打ち合わされて金属音が鳴り響く。

　奇襲を防いだ黒覆面は次の瞬間、信じられないものを目にする。

　打ち合った剣を軸じくにして、少年の身体からだが重力に逆らい反対側へと弾かれるように回転したのだ。それはまるで少年が見えない土台を蹴けって無理やり身をひるがえしたように見えた。

「なっ……！　がはっ」

　何が起こったのかわからないまま、黒覆面は後ろから首を斬られて果てる。

　突然の乱入者に黒覆面たちが一歩引く中、少年は不ふ機き嫌げんさそのものの表情を見せて問い質ただす。

「人の連れに何の用だ、あんたら？」

　見た目は十四、五歳ほどの少年。黒目黒くろ髪かみの特に特とく徴ちようのない顔立ちだったが、額に一条巻かれたスミレ色の布が印象的である。その手にはブロードソードが握にぎられているが、盾たても持たず、革鎧よろいすら身につけていない彼を見て剣士だと判断する者はほとんどいないだろう。

「アルディス！」

　双子がそろって声をあげる。

　アルディスと呼ばれた黒髪の少年は、厳しい表情を緩めてふたりに応こたえた。

「木の実はたくさん採れたか？」

「うん！」

「ほら、いっぱい！」

　フィリアが両手で抱えたバスケットの中身を見せようとしたその時、双子の方を向いているアルディスに隙すきがあると判断した黒覆面が後ろから斬きりかかった。

「はんっ。見え見えだ」

　瞬しゆん時じに戦う表情へと切り替かえたアルディスが、ふり向きざまにブロードソードを横よこ薙なぎに払はらう。

　一歩遅おくれて襲おそいかかって来たふたりの黒覆面を二本の宙舞うショートソードで斬り裂くと、それによってできたスペースへ飛び込み、己おのが手でさらにひとり斬り捨てた。

　ここに来て黒覆面たちの間に動どう揺ようが走る。

　たったひとりでまたたく間に七人を無力化したアルディスに対して、態勢を整え直す必要性を感じたらしい。黒覆面たちは互たがいにハンドサインで何やら伝え合うと、負傷者を連れて姿を消した。

「ふう、助かった。のかねえ」

　女行商人の言葉と共に張りつめていた空気が弛し緩かんする。

　アルディスが剣けんを鞘さやに収めると、それが合図となったように傭よう兵へいたちも各おの々おの武器を収めていった。少なくとも黒覆面たちの敵であるという共通点がアルディスやネーレに対する警けい戒かい心しんを薄うすめたのだろう。

「とりあえず、どういう状じよう況きようなんだ？」

　ネーレに向けられた問いかけの半分は、おそらく女行商人や傭兵たちに向けられている。

　双子がいるにもかかわらず、ネーレが自らもめ事に首を突つっ込むほどうかつな性格ではないことをアルディスは知っているからだ。

　事実、今回の件もネーレたちは巻き込まれた形である。

「そうさね。アタシらも詳くわしく聞かせて欲しいもんだね」

　ところがアルディスの問いかけに対する反応は意外な言葉であった。

　傭兵たちに護衛されていた行商人ミシェルが、やや責めるような口調と共にある人物たちへ目を向けていた。

　視線の先にいたのはふたりの少女。もちろんフィリアとリアナではない。

　若芽色の長い髪かみを背に流している少女とシルバーホワイトの髪をポニーテールにしている少女。ふたりとも年の頃ころはアルディスと同じくらいに見えた。

　ネーレは傭兵の仲間とばかり思っていたが、どうやらそれは思い違いだったようだ。

　同時に先ほど抱いだいた違い和わ感かんを思い起こす。それは傭兵たちと少女たちの間にある妙みような距きよ離り感かんだった。

　同じ黒覆面を敵として対たい峙じしながらも、傭兵たちと少女たちはまったく連れん携けいする様子が見えなかった。では少女たちがミシェルと同じように護衛対象なのかというと、それも違うらしい。傭兵たちはミシェルをしっかり囲んで守りながらも、少女たちについてはフォローすらする気配を見せなかったのだ。

　少女たちはふたりとも帯たい剣けんしていることから、単に守られるだけではなく自ら戦う意思があるのだろう。だがそれにしては彼女たちの装備はあまりにも軽すぎる。ふたりとも防具の類たぐいは身につけておらず、若芽色の髪を持つ少女に至っては少々場違いな厚手のワンピースで身を包んでいる。野外を歩くのに適しているとはとても言いがたい。

　肌はだの艶つやや髪かみ質しつを見る限りでも、戦う側の人間ではなく守られる側の人間であるように思えた。

「……」

　ミシェルからの問い詰つめるような視線を受けたふたりは、気まずそうに沈黙をまとう。

「単純な話じゃなさそうだな。ひとまず場所を変えないか？」

「そうさね。話を聞くにしてもこんな血なまぐさいところはゴメンだね」

　ワケありの雰囲気を感じ取ったアルディスが提案すると、ミシェルがすぐさまそれに同意する。異をとなえる者もおらず、一行はスッキリしない気持ちを抱えたまま森の中を無言で歩いて移動した。
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「アタシの名はミシェル。あちこちの町を行き来して商あきないをしてる、いわゆる行商人さね」

　ミシェルと名乗った女性は、自分の雇やとった傭兵たちをひとりひとりアルディスたちへ紹しよう介かいすると、コーサスの森に足を踏ふみ入れた経けい緯いを説明する。

　先ほど戦せん闘とうを行った場所からしばらく移動し、十分な距きよ離りを稼かせいだと判断したアルディスたちは水場近くの開けた場所で腰こしを下ろしていた。

「商用で帝てい都とまで行って、今はその帰りさ。いつもなら街かい道どうを通ってナグラスの王都経由で北上するんだが、ちょっと今回は急ぎでね。大きな荷物もないことだし、こうして護衛を雇って森を突っ切るつもりだったんだよ」

　これまでにも幾いく度どかコーサスの森を通ったことがあるらしく、腕うで利ききの護衛を雇いつつ安全なルートをしっかり確かく認にんした上での事だという。

　確かにコーサスの森は危険きわまりない魔ま物ものがうろつく魔ま境きようだが、その分布には偏かたよりがあり、比ひ較かく的てき安全なルートも存在する。もちろん安全とは言え、あくまでも『比較的』という話だ。並の傭兵が足を踏み入れればあっという間に森の土と化すことは間ま違ちがいないだろう。

　だがアルディスの見たところミシェルの護衛はほとんどが腕うでに覚えのあるベテランのようだった。五人の中では年若い剣けん士しがやや見み劣おとりするものの、そこは他ほかのメンバーがカバーしているのだろう。

　特にリーダー格のクレンテと名乗った壮そう年ねんの男、そしてミシェルから最も信しん頼らいを寄せられているヘレナという女は佇まいからも相当な腕うで前まえであることが窺うかがえる。アルディスが以前よくパーティを組んでいた『白びやく夜やの明みよう星じよう』のリーダー、テッドと比べても決して見劣りしないだろう。

　そんな実力をもつ彼らが護衛を引き受け、ミシェルは入念な準備の上でコーサスの森へと足を踏み入れた。その旅程は途と中ちゆうまで順調だったらしい。

「そうしたらいきなりこの嬢じようちゃんたちがあの集団に追われてるところへ遭そう遇ぐうしてね。どうやら仲間と勘かん違ちがいされちまったらしいね」

　その計算が狂くるったのは数時間前のこと。

　普ふ段だんなら人ひと影かげなど見えるわけもない森の深部で偶ぐう然ぜん遭遇したのが、少女ふたりと黒覆面たちだったという。それはミシェルたちにとって非常に不幸な出来事だった。

「アンタらも見た通り、話の通じない──というか会話すらまともにしてくれない相手じゃあ、誤解を解くこともできなくて。結局あのザマさね」

　つまりはネーレたちだけでなく、ミシェルとその護衛たちも巻き込まれた側の者だったのだ。

「だから悪いけどアタシらも事情はさっぱりわからないんだよ。知っているのは──」

　と視線をふたりの少女へ向け、話を促うながした。

「巻き込んでしまい、申し訳ありません」

　開口一番、若芽色の髪を背中まで伸のばした少女が謝罪する。

　年の頃はおそらく十代半ば。緑色の瞳ひとみと左ひだり目め尻じりの泣きぼくろが印象的だった。

　少女が軽く頭を下げると後ろ髪がみがサラサラと前へこぼれ落ちる。旅の汚よごれで色がくすんではいるものの、流れるような髪質は見るからに時間をかけて手入れされていたものだろう。外がい套とうの合間から覗のぞく深緑色のワンピースもやや華か美びなデザインであり、周囲の風景から明らかに浮ういていた。見たところ実用性よりも見み栄ばえを重視したものである。

　腰には剣を下げてこそいるが、どう見ても傭兵には見えなかった。

「まったくさね。わけもわからないまま問答無用で襲いかかられて、危あやうく森の肥やしになるところだったんだ。ちゃんと納なつ得とくのいく説明をしてもらいたいもんだね」

　少々きついミシェルの物言いも当然だろう。状況的にはミシェルたちもネーレたち同様被ひ害がい者しやなのだから。

　少女たちは顔を見あわせてボソボソと小声で相談する。やがて結論が出たのか、意を決したようにポニーテールの少女が頷うなずいたのを確認してもうひとりが口を開く。

「わかりました。全すべてお話しします」

　ミシェルへと真っ直すぐに彼女の瞳が向けられる。髪色よりも濃こい緑色の瞳は広葉樹が夏に繁しげらせる葉を思わせた。

「私の名はカレン・スタットマイヤー。こちらは侍じ女じよのセレスです」

　侍女として紹介された少女が軽く頭を下げるとそれを見ていた年若い傭兵が息をのむ。

　カレンも十分器き量りよう好よしと言っていいが、それはあくまでも人としての範はん疇ちゆうでという話である。だがセレスはその範疇に収まらないほどの、ある種幻げん想そう的な麗うるわしさであった。

　年はカレン同様十代半ばだろう。吸い込まれそうなほどの奥行きを感じさせる濃く青い瞳は見る者を一いつ瞬しゆんで虜とりこにし、頰ほおからあご先に至る非の打ち所もない理想的な形は想像上の妖よう精せいもかくやと思わせる。

　ネーレとはまた違ちがった意味の美しさだった。ネーレの美しさが氷の彫ちよう像ぞうを思わせる冷たい美しさなら、彼女の美しさは見る者の心を解きほぐす陽光のような美しさである。

　セレスと呼ばれた侍女はカレンに比べれば幾いく分ぶんましな格好をしていたが、それでもやはり戦うことに主眼を置いた傭兵の装いとは大きな乖かい離りがある。

　その身を包むのはひじから手首の先にかけてゆったりとした膨ふくらみをもつ白いブラウスのような衣服。その白いキャンバス上に存在感を見せているのは深い青色に染められた革の胸当てだった。一応防具を身につけているあたり戦せん闘とう行こう為いに備えているのは確かだが、その一方で下半身に目を向けるとひざ下まであるブーツとミニスカートの間に素す肌はだが露ろ出しゆつしている。

　いくら外套で保護されているとはいえ素す足あしをあらわにするなど普ふ通つうは考えられない。無論、アルディスやネーレのような常識の枠わく外がいにいる人間であれば話は別だが。

　セレスが年若い傭兵の視線に気付き、害意の無さを示すように微笑ほほえみを返した。わずかに傾かたむけた首にあわせてシルバーホワイトのポニーテールが後頭部で揺ゆれた。

「あぁ……」

　すっかり魅み了りようされた年若い傭兵が言葉もなく呆ほうけているのに気付き、リーダー格のクレンテがその頭を軽くはたく。

「何ボケッとしてんだ、お前は？」

「す、すんません！」

　一方で行商人のミシェルは苦虫をかみつぶしたような口調でつぶやく。

「侍女……、侍女と来たかい」

　人さし指と中指の二本を揃そろえて眉み間けんにあてながら、記き憶おくを探さぐるような仕し種ぐさを見せる。

「スタットマイヤー……？　聞いたことがあるね。エルメニア帝国の貴族だったかい？　皇こう帝てい派の末まつ端たん貴族だったと思うけど、良い意味でも悪い意味でもあまり話題には上がらない家だね。確か……、男だん爵しやくだったよね」

　やがて脳のう裏りから引き出した情報をミシェルが口にする。

「ちょっとミシェルさん。もうちょっとオブラートに包んで……」

　貴族令れい嬢じよう本人を目の前にして率そつ直ちよくすぎる言葉のミシェルにヘレナと呼ばれていた女が慌あわてて忠告したが、当の本人であるカレンは気にした風もなく頷いた。

「お気き遣づかいなく。事実スタットマイヤー家は権力も財力も武力も、特にこれといって秀ひいでた家ではありませんから。むしろ、だからこそこれまでは取りつぶされることもなく、また他家から矛ほこ先さきを向けられることもなく無事家を保てたのでしょう」

「これまで『は』ってことは、今は違うと？」

　カレンの言葉をミシェルが鋭するどく指し摘てきする。

「詳しくはわかりません。ただ父から至急の連れん絡らくが届き、『すぐにセレスを連れて国外へ逃にげろ』とだけ」

　彼女は少数の護衛と共にセレスを連れて帝都を脱だつ出しゆつしたところ、正体不明の武装集団に襲おそわれ、護衛も倒たおされて侍女のセレスとふたりだけでコーサスの森へ逃げ込んだという。そこで運悪く遭遇したミシェルたちが仲間と勘違いされたのではないかと言った。

「まさかコーサスの森深くで他の人間に出会うとは思わなかったもので……」

「悪気があったわけじゃないんだろうけど、おかげでこっちはいい迷めい惑わくさね。で、そっちは？」

　納得はできないといった感じではあるが、経緯を理解したミシェルが今度はアルディスたちに向けて問いかける。

「あんたと同じようなもんだよ。行商ってわけじゃないが、ちょいとワケありでね。人目を避さけて森を抜ぬけようとしていたところだ」

　まさか森の中に居を構えていると明かすわけにもいかない。少々無理があるのを承知の上で、とっさにアルディスは旅の途中であると自分たちの事情をごまかした。

　それがすんなり受け入れられたのは双ふた子ごの存在あってのことだろう。

　この世界における双子への迫はく害がいは誰だれもが知るところだ。双子を連れて歩くことは余計なトラブルを招き寄せる。加えて国境を越こえるとなれば、物もの人びとや奴ど隷れい以外の双子をすんなり通してくれるとは限らないからだ。ならばと危険を押してコーサスの森を抜けようと考えるのは筋が通る。

「それもちょっと普通じゃないとは思うけどね。無む謀ぼうなことを、ってどやしたいところだが、さっきの戦いを見た後じゃねえ」

　年若い男女と幼子ふたりの旅。比較的安全と言われる街道を通るとしても決して褒ほめられた話ではない。ましてここは魔物がうろつく魔境コーサスの森だ。普通なら正気を疑うところだが、アルディスやネーレの戦いぶりを見たミシェルは苦く笑しようしながら肩かたをすくめた。

「で、問題はこれからどうするかだけどね。行き先は全員北ってことでいいのかい？」

「どうするかって？　行き先が北だとどうなるんだ？」

　確認とばかりに各自の向かう方角を訊たずねたミシェルへ、首を傾かしげながら傭よう兵へいのリーダー格が口を挟はさむ。

「あんたは気楽でいいねえ、クレンテ」

「どういう意味だよ。わけわかんねえよ」

「はあ……。あんたあの連中がこれで大人しくあきらめるとでも思ってんのかい？」

　あきれた顔でミシェルは彼へ説明する。表情を見る限り、クレンテと若手の傭兵以外は皆みな理由がわかっているようだった。

「こんなところまで執しつ拗ように追いかけてきたあげく、無関係なアタシらを問答無用で巻き込んでもろとも始末しようとしたやつらがさ」

「いや、またくるだろうな」

　当然のように即そく答とうするクレンテ。

「そう。そこで問題なのはあの連中がアタシらのことをどう見てるかってことさね」

「そりゃ、この嬢ちゃんたちの仲間だと思われてんじゃねえの？　──ああ、そういうことか」

　そこまで口にして、ようやくクレンテはミシェルの危き惧ぐするところを理解したらしい。

「やっとわかったかい。この嬢ちゃんたちとサヨナラしたところで、あの連中はアタシらを見み逃のがしちゃあくれないってことさ。だったら安全なところへ行くまでは一いつ緒しよに行動した方が襲われた時に対処しやすい」

「しかし、そこまでご迷惑をおかけするわけには……」

　主あるじの代わりにセレスが申し訳なさそうな声で会話へ割り込む。

「だからそれは今さらって話さね。もう十分引き返しようがないところまで巻き込まれてるのさ」

　まったく、と大きなため息をはいてミシェルがセレスからアルディスへと視線を移す。

「アンタはどうなんだい、黒くろ髪かみの」

「アルディス、だ」

　そういえば名を明かしていなかったと気付き、アルディスは自らの名を口にする。

「悪いが俺たちは別行動させてもらう。あの程度なら俺と彼女で撃げき退たいできるからな」

　言いながらアルディスはネーレを視線で示す。

「……そうかい。まあ無理にとは言わないよ。そっちもワケありなんだろうしね」

　ミシェルはそれ以上追つい及きゆうすることなく、勝手にアルディスたちの事情を斟しん酌しやくして引き下がった。

　まあそれはそれとして、とミシェルが話を切り替かえる。

「そろそろ夜が来そうだし、今日はここらで野営ってのが無難なところだと思うけど、良かったらアンタも一緒にどうだい？」

　アルディスたちの頭上は森の木々でそのほとんどが覆おおわれている。その切れ間からわずかに覗く空はすでに白みはじめていた。一日の終わりを告げる『淡あわ空ぞら』の到とう来らいだ。

「とりあえず今夜一晩同じ火を囲むくらいなら構わないだろう？　食事は大勢の方がおいしいからね」

　ミシェルの申し出をアルディスは受け入れる。カレンとセレスもそれについては異を唱えなかった。
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　野営の準備を進める中、意外だったのはカレンとセレスのふたりである。

「それではセレス。わたしたちは薪まきでも拾いに行きましょう」

　そう言うなり侍女のセレスを連れて森へと歩いて行く。

「誰かついてってやんな」

「あ、じゃあ俺が！」

　面めん食くらいながらもミシェルがそう指示を出すと、年若い傭兵がここぞとばかりに名乗りを上げてふたりの後を追いかけていった。

　薪拾いから戻もどった後も、カレンとセレスは精力的に動いていた。

　特に男だん爵しやく令れい嬢じようであるはずのカレンはアルディスの目から見ても手慣れた様子が窺うかがえる。手早く火をおこすとミシェルたちが持っていた調理器具を使い、クレンテたちが狩って捌さばいた獣けものの肉を使い何やら調理しはじめる。

　周囲の安全確かく認にんを終え手持ち無ぶ沙さ汰たとなったアルディスが、不意にカレンから呼び止められたのはそんなタイミングだ。

「アルディスさん。申し訳ないのですが、手伝ってくださいますか？」

　水でいっぱいになった鍋なべを両手で持ちながら、カレンが足もとに目を落とす。どうやら足もとにある平らな岩へ鍋を置きたいようだが、その岩には切り分けられた食材が載っている。邪じや魔まな食材をどこかに避よけてくれと言いたいのだろう。

「俺が持っておこう」

　アルディスは重そうな鍋をカレンの手からひょいと奪うばい取り、それを片手で持ちながらもう一方の手で食材を別の場所へ避けはじめる。

「あら、ありがとうございます」

　突とつ然ぜん重荷がなくなったカレンも礼を口にするなり屈かがみ、アルディスと同じように手を動かしてあっという間に鍋の置き場所を確保した。

　なんとなく、アルディスはそのままカレンの調理風景を横から眺ながめ続ける。

　カレンは手て際ぎわよく鍋を火にかけると、タイミングを見て食材を放り込む。迷いのない手つきはとても貴族の令嬢とは思えないものだ。

　その様子を珍ちん獣じゆうでも見るような目で見ていたアルディスに令嬢が問いかける。

「どうかしましたか？」

「いや。貴族の令嬢なんて自分では何もできないもんだとばかり思っていたが、あんたはずいぶん手慣れてるみたいだな」

　アルディスは率直な意見を口にした。

「貴族といっても様々ですよ。うちは大した財力もない男爵家ですから。高位貴族の令嬢であれば確かにアルディスさんのおっしゃるとおりでしょうけど、わたしの家はせいぜい裕ゆう福ふくな平民の家とそれほど変わりありません。身の回りのことくらいなら、最低限はこなせます」

「ふうん、意外だな」

　そんな言葉で話を打ち切ろうとしたアルディスへ、カレンは鍋の中身をかき混ぜていた長なが匙さじを軽く振ふりながら「それとですね」と注文をつけた。

「あんたなどと呼ばれるのはあまり気持ちの良いものではありません。それならまだ名前で呼んでいただける方が嬉うれしいのですが」

「あまり気が進まないな。貴族の令嬢を名前で呼ぶなんて、厄やつ介かい事の種にしかなりそうにないんだが」

「こんな森の中でいちいちそんな事を咎とがめる人はいませんよ。わたしも気にしませんから」

「そういう問題か？」

「そういう問題です」

　即そく座ざに言いきるカレンの考えにはいまいち同意しかねるアルディスであったが、どうせ一緒にいるのも明日までと思い口を噤つぐんだ。

「カレン様。私も何かお手伝いしましょうか？」

　そこへ横合いから割り込んできたのは侍じ女じよのセレス。彼女はカレンがかき混ぜている鍋の中身を一いち瞥べつすると手伝いを申し出た。

　　それ自体は別におかしなことでもない。主であるカレンが働いているというのに侍女のセレスが手持ち無ぶ沙さ汰たというのでは立場がないからだろう。だが不思議なことに、彼女の瞳ひとみには申し訳なさよりも、目の前にある鍋への興味と高こう揚よう感かんの方が見て取れる。

　アルディスは何故なぜかその様子にかすかな違い和わ感かんを覚えた。

「セ、セレス？　い、いえ。あなたはしなくていいのよ。というか手は出さないで。お願いだから」

　それまでの落ち着いた雰ふん囲い気きから一転して、カレンの声がうわずった。同時に鍋をセレスから守るように身体からだ全体を使って両者の間に立ちふさがる壁かべとなる。最後の「お願いだから」という言葉にやたらと情感がこもっていたのは気のせいではないだろう。

「えー、私も料理くらいできるのに」

　申し出を一いつ蹴しゆうされたセレスが頰ほおをふくらませて抗こう議ぎするも、カレンは決して譲ゆずろうとしない。

「薪拾いは一緒に行ったじゃないですか？　どうして料理だけカレン様ひとりでやるんですか？」

「あれはあれ、これはこれよ。だいいち小さな鍋ひとつしかないのにふたりであれこれ手を出しても効率が悪いわ」

「だからカレン様が鍋をかき混ぜてる間に私が追加の食材を横で切れば、お互たがい役割分担してちょうどいいでしょう？」

「やめてセレス。食材には限りがあるのよ。無む駄だにはできないの。そもそも食材の下ごしらえはもうすんでるんだから。──ちょっと、セレス！　その手に隠かくし持ってるのは何？　どこから持ってきたのそれ！　食べられるかどうか分からないものをむやみに持ってくるのはやめてってあれほど言ったでしょ！」

　どこから採取して来たのか、見慣れない野草をスープの具として使おうとするセレスと、それを必死になって止めるカレン。

　妙みような主従だな、とアルディスは自分とネーレの事を棚たなに上げながらふたりのやりとりを終始見守っていた。

　押し問答のあげく何とかセレスを押し返したカレンが調理を続ける。

　ミシェルたちが持っていた干し野菜、捌いたばかりの獣けもの肉にく、そして森で採取した野草類を順に入れてコトコトと煮に込こむ。具材たっぷりのそれはスープというよりむしろ煮に物ものに近い。

　すでに周囲の安全を確認し、必要な水も確保し終わったアルディスはセレス同様手持ち無沙汰と言っていい。世にも珍めずらしい貴族令嬢の調理風景を興味深く覗のぞいていたところ、あれからしばらく調理に集中していたカレンがふと気付いたように顔をあげる。

「あら？　セレスは？」

　侍女の行方ゆくえを尋たずねられ、アルディスは周囲を軽く見回す。少し離はなれた場所にお目当ての人物を見つけるとカレンに侍女の居場所を指し示した。

「向こうで若い傭兵と一緒に獣けもの避よけを置いて回ってるようだが」

　どうやら手持ち無沙汰になったセレスはミシェルの護衛をしていた若い剣けん士しと共に、周囲へ獣避けを置いて回っているらしい。

　その光景を目にしたカレンは一いつ瞬しゆん剣けん吞のんな空気をまとわせたが、すぐに笑え顔がおを浮うかべてアルディスに頼たのみ事をしてきた。

「アルディスさん。ちょっとセレスを呼んできてくださいますか？　わたしは火加減を見ておく必要があるので、ここを離れられませんから」

「わかった」

　そろそろ双ふた子ごのもとへ戻ろうかと考えていたアルディスは、ついでとばかりにカレンの言こと伝づてをセレスへと届ける。

　楽しそうに会話しながら周囲へ獣避けを置いて回るふたりに近づくと、お構いなしに声をかけた。

「おい、あんた。カレンが呼んでるぞ」

「カレンが？」

　突然声をかけられて困こん惑わくを浮かべながらも、すぐに気を取り直してアルディスの指さす方を向くセレス。その先には腰こしへ両手をあててこちらを見つめる男爵令嬢が立っていた。

「ごめんなさい、ハルゼイ。私行くね」

　ハルゼイと呼ばれた年若い剣士へそう断りを入れると、セレスは綿毛のような軽い足取りで立ち去っていった。

「獣避けの設置、手伝おうか？」

　人手が減ったことに対するフォローのつもりでアルディスはそう口にするが、帰ってきた言葉は思いのほか棘とげのあるものだった。

「いや、もう終わるからいい」

　不ふ機き嫌げんさを隠しもせずひとりで獣避けを置いて回るハルゼイを見て、アルディスは自分が彼からどういう存在に見られているのか理解した。

「なんだ、そういうことか」

　馬に蹴けられるのはゴメンだとばかりに、アルディスは二度とふたりが一いつ緒しよにいるところを邪魔するまいと決める。

「上手うまいこと使われたか」

　カレンの方はそれをわかっていてアルディスをふたりの元へやったのだろう。

「保護するにしても、度が過ぎてる気はするが……」

　カレンの庇ひ護ご欲よくが人一倍強いのか、それともセレスが危なっかしくて放っておけないのか。

「たぶん後者だな」

　先ほどのやりとりだけでカレンとセレスの関係性を察したアルディスはそう結論付けた。

　やがて野営の準備が整い、調理に使った火をそのまま囲んで一行は早い夕食をとりはじめる。

　ミシェルが手持ちの荷物から提供したのは焼き締しめたパンとスープに使ったいくつかの干し野菜。そこへ傭よう兵へいたちが採取した野草と双子がさきほど採取していた木の実が加わる。

　獣肉を入れた具材たっぷりのスープは、ひとくち胃へ流し込まれるなりアルディスの疲つかれた身体へ染しみ入るように吸い込まれていった。

「へえ。貴族の嬢じようちゃんにどれほどの料理ができるかと思っていたけど、なかなかのもんじゃないのさ」

「そうだな。ピリッとした風味が食しよく欲よくをそそるし、なんだか身体もあったまる気がするよな」

　ミシェルとクレンテがカレンの作ったスープを口にするなり、感心したようにその味を評した。

「ありがとうございます。お口に合ってなによりです」

「この味はコリコかい？」

　コリコというのは直径一ミリにも満たない小こ粒つぶの香こう辛しん料りようだ。豊かな香かおりと刺し激げき的な味が人気で、決して安価とは言えないが市場にも出回っている割とポピュラーなものである。

　ベテランの行商人であるミシェルは、その正体をすぐに突つき止めてしまった。

「ええ。森の中で野生のものを見つけたので、採っておいたんです」

「ああ、なるほどね。それで『調味料はいらない』って言ってたんだね」

　納なつ得とくしてミシェルは頷うなずいた。

「でもカレン様。ちょっとこれ辛からすぎませんか？」

　カレンのとなりで泣きそうな顔をしているのは侍女のセレスだ。木匙を口に運ぶたび、顔をゆがめて何かに耐たえている様子が妙に滑こつ稽けいだった。

「どこがですか？　これでもあなたに気を遣つかって控ひかえめな味付けにしたんですよ。好き嫌きらい言わずにちゃんと食べなさい」

「うぅ。だって辛いよ……」

　涙なみだ目めのセレスを横目に見ながらアルディスはカレンの言い分に頭をひねる。

　カレンは控えめな味付けと言っていたが、その言葉に同意しかねるほどアルディスが口の中で感じる刺激は強かった。町の料理屋で食べるなら十分辛から口くちと言える味だろう。

　事実双子には辛すぎるだろうという判断で、アルディスはふたりにスープを与あたえず、代わりに温めた果実水を飲ませている。幸いふたりが採取した甘い果実が豊富にあるため、スープがなくとも腹は満たせるだろう。

「まったくあなたは……。いつになったらそのお子ちゃま舌は大人になるんでしょうね」

「私そんな子供舌じゃないよ……。ほら、あの子たちだってこのスープ飲んでないでしょう。やっぱり辛すぎるんですよ」

「いや、あなたそれ『子供と同じ味覚です』と自ら主張しているも同然だとわかってる？」

　口の中を蹂じゆう躙りんする辛さにひーひー言いながら的外れな反論をするセレスと、あきれ顔でその間ま違ちがいを指し摘てきするカレン。ふたりの会話はあまりにも自然体で、仲が良い姉妹のような気安さが見て取れる。とてもふたりが貴族令嬢とその侍女という主従関係には見えなかった。

「いいなあ。果物……」

　物欲しそうな視線が双子の憐れん憫びんを誘さそったのか、フィリアは立ち上がるとバスケットの中から大きめの果実を抱かかえてトコトコと歩きはじめる。行く先はスープの辛さに涙目のポニーテールだ。

「食べる？」

　果実を重そうに持ちあげて差し出したフィリアにセレスの顔が見る見るうちに明るくなる。

「え、いいの？」

　コクリと頷いたフィリアから果実を受け取ると、セレスは満面の笑みを浮かべた。

「ありがとう！」

　正面から混じりっけなしの感謝を向けられたフィリアは少し照れくさそうに笑みを返すと逃にげるようにアルディスたちのもとへ駆かけ戻もどってくる。

　その様子を見ていたミシェルが誰だれに向けて言ったのか、小さな声でつぶやいた。

「大したもんだよ。アンタたちゃ」
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　通常ならば腹を満たした後は翌日に備えて眠ねむるところだが、せっかく水場が近くにあるということもあって、交代で水浴びをして汗あせを流ながすことになった。

　まずは女性陣じんからということで、傭兵のヘレナ、男だん爵しやく令れい嬢じようカレン、侍じ女じよセレス、そしてネーレと双子が連れ立って水場へと移動する。

「近くに水場があってよかったです。森に入ってから汚よごれっぱなしでしたからね」

　ヘレナが手ぬぐいに水を含ふくませて軽く身体からだの汗を洗い流す。

　身体の汚れと汗が染みついたままというのは本来避さけたいところではあるが、傭兵である以上そうも言っていられない。時には一週間以上汚れを落とせないままということもある。だからこうして旅の途と中ちゆうで汗を流す機会というのはとても貴重なものだった。

「これ、ふたりとも。あまり水を跳はねさせるでない」

　目の前では水浴びをしながらはしゃぐ双子をネーレと呼ばれていた少女がたしなめている。

　楽しそうに水をかけ合うふたりの幼子は姿形が瓜うりふたつなだけで、町にいる普ふ通つうの子供と何ら変わりない。ただ双子として生まれただけで忌いみ嫌われる理由がどこにあるのだろうか、というのがヘレナの考えだ。

　同様の疑問を抱いだく者はいる。実際ヘレナのパーティ仲間も最年少のハルゼイ以外はそうだろう。だがそれを表立って口にする者は少ない。それほどまでに教会の持つ影えい響きよう力は大きいからだ。

　依い頼らいの遂すい行こう中に負傷することが多い傭兵の身としては、教会を敵に回すのを避けたいと考えるだろう。教会に属しない人間の中にも治ち癒ゆ魔ま法ほうを使える者は少数いる。しかし逆を言えば治癒魔法の使い手はそのほとんどが教会に属しているのだ。彼らを敵に回すということは、いざというときに癒いやしの恩おん恵けいを受けられないという意味でもある。

「いやな話ですね……」

　誰にともなくポツリとつぶやいた。

　視線の先では勝手にどこかへ行こうとした双子をネーレが捕つかまえたところだった。見た目によらず力があるのか、両りよう脇わきに双子をそれぞれ抱えて戻ってくる。

　抱えられた双子はまるで親おや猫ねこに首をくわえられた子こ猫ねこのようだ。両手両足を重力へ引かれるままにだらんと下げて大人しくしていた。双子の頭が揺ゆれるのとあわせ、ネーレの豊かな膨ふくらみも存在を主張するようにたゆたっている。

「うっ……」

　思わずヘレナは自分の胸むな元もとを確かく認にんすると、現実から目をそらすようにネーレたちとは反対側へと顔を向ける。

　セレスと呼ばれていた侍女はヘレナやネーレたちからやや距きよ離りを置いている。シルバーホワイトの髪かみを濡ぬれないようアップスタイルにし、一糸まとわぬ姿で身体を洗い流していた。その透すき通るほど白い肌はだはヘレナのような傭兵にとって最も縁えん遠どおいものである。

　勢いよく水を弾はじく胸のふくらみを確認し、ヘレナは安心したようにつぶやいた。

「今はまだ……負けてない」

　それは苦し紛まぎれの勝利宣言であると同時に、セレスの年ねん齢れいを考えれば暫ざん定てい的な優位性でしかないことを明確に言い表していた。

　軽くため息をついてヘレナは周囲を見回す。

　ネーレという少女は言動に風変わりなところもあるが、その美び貌ぼうには非の打ち所がない。まるで理想を形にしたかのようなプロポーションには同じ女性としても羨せん望ぼうを抱かずにはいられない。

　一方のセレスという少女はさすがに貴族社会に生きる侍女だけあって立ち振ふる舞まいに品があり、不思議と人を惹ひきつける温かい魅み力りよくを持っていた。数年経たてば男を魅み了りようする絶世の美女に育つ可能性を感じさせる、それでいて周囲との隔へだたりを感じさせない不思議な少女だ。

　ヘレナ自身、自分の容姿にそれなりの自信を持っている。傭兵仲間から求きゆう婚こんを受けたことは一度や二度ではないし、逆にこの容姿が目を引いて望まない状じよう況きように陥おとしいれられたことも多い。

　しかしそんなヘレナから見てもネーレとセレスは別格に思えた。おそらくどちらか一方だけと出会っていたなら、それが世界一の美女だと何の根こん拠きよもなく信じてしまっただろう。そんなふたりが自分と同じ場所にいて肌をあらわにしているのだ。世の男どもが知ったら是ぜが非ひでもその席を譲ゆずってくれと持ち金はたいて頼たのみ込んでくるに違いない。

　ふとヘレナはその視線を後方へと移し、そこで佇たたずむひとりの少女へ声をかける。

「あなたは汗を流さないのですか？」

「いえ、わたしは遠えん慮りよしておきます」

　答えたのは男爵令嬢のカレンだ。

　ヘレナたちが水浴びをする中、彼女ひとりが剣けんを片手に周囲を警けい戒かいしている。

　なぜ貴族令れい嬢じように見張りじみたまねをさせる必要があるのか、ヘレナは首をひねらざるを得ないが、水浴びすることを固辞したのは彼女自身だった。

「私たちには肌を見せたくない、と？」

「そういうわけではありません。肌を見せたくないというのは否定しませんが、相手があなたたちだからというわけではないです。気を悪くしないでください」

　てっきり下々の者に肌をさらしたくないだけかと思えば、カレンはそれをハッキリと否定する。

「それなら向こうで待っていればいいでしょうに」

「見張りをひとりも立てないというわけにもいかないでしょう？　ここは魔ま物ものや獣けものがいる魔ま境きようなのですから」

「それはわかっています。でも私もこうして剣をすぐそばに置いてるんですから、何かあったらすぐ対処できます」

　長く傭よう兵へいをやっている者の悲しい性さがか、身体を洗い流しながらもヘレナは周囲への警戒を怠おこたらない。すぐそばの岩には愛剣を立てかけてあるし、すぐに水から出られるよう水際から離はなれないようにしている。

「すぐに対処できるとはいえ、水の中では動きも鈍にぶります。ひとりくらいは素す早ばやく動ける人間がいた方がいいでしょう」

「ずいぶん心しん配ぱい性しようなお嬢じよう様さまですね。とても貴族令嬢とは思えません」

　正直な感想をヘレナは口にした。

「カレン様。その……、カレン様にだけそのような役目を押しつけるわけには……。私、すぐに終わらせて見張りを交代しますので」

　さすがに主あるじを見張りに立たせておきながら、自分だけが水浴びをしているのは気が引けるのだろう。セレスが申し訳なさそうな声で控えめに意見を申し出る。

「いいのよセレス。わたしが好きでやってるんだから気にしないで」

　そんな侍女に向けるカレンの言葉はとても柔やわらかい。それはふたりの間に結ばれた絆きずなの深さをもヘレナに感じさせた。

「そうは言っても──」

「見張りなど不要だ」

　なおも言いかけるセレスの言葉を遮さえぎって、ネーレが一刀両断する。

「我が主がすぐそばにおる。何かあれば我らが対処する前に我が主が片付けてしまうであろう。少なくとも魔物や獣の類たぐいは案ずるに足らぬ」

　聞きようによっては主人に対する全ぜん幅ぷくの信しん頼らいと言えるかもしれないが、一方で主人が自分たちのために働くのを前提としているような物言いは、従者としてあるまじき考えではないかとヘレナは思った。

「えっと……。あなた、アルディスさんの従者ですよね？」

「そうだが、それが何か？」

　まるで主従が逆のような事を口にするネーレへ遠回しにヘレナが意見を述べるが、当の本人はまったく意に介かいした様子がない。

「いえ、別に……」

　この主従といい、カレンたちといい、ヘレナの中にある主従関係とはどうも勝手が違うようだった。とはいえあまり踏ふみ込むべき事でもないだろうと、仕方なく引き下がる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　アルディスすっごく強いの！」

「だってアルディス負けたことないもん！」

　いつの間にかネーレの腕うでから解放されていた双ふた子ごが我がことのように主張する。身み振ぶり手て振ぶりで必死に伝えようとするふたりを見て、ヘレナの口元が自然とゆるくなった。

　確かに双子の言う通り、アルディスの技量についてはヘレナたちも認めざるを得ない。年若い見た目とは裏腹に黒覆ふく面めんの男たちを赤子扱あつかいしてしまうなど、ミシェルの護衛で最も腕が立つクレンテでさえそこまでの力はない。

「そうなの？　確かにさっきもあの人数相手に圧あつ倒とうしてたけど」

　話を聞いていたセレスが双子に問いかける。彼女もアルディスが黒覆面を軽くひねる場面は目にしていただろうが、それだけで彼の実力をどこまで見み抜ぬけたのかはわからない。

　双子が我がことのようにアルディスについて語りはじめる。やがて話の内容は双子がはじめてアルディスと出会った時にまで遡さかのぼっていた。

「アルディスね、いつもフィリアたちのこと怒ど鳴なるこわいおじさんやっつけてくれたもん！」

「それでね、リアナたちの手と足の輪っか取ってくれたの！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ヘレナの眉まゆがピクリと動く。

『物もの人びとの円えん環かん』

　それは魔ま力りよくを付ふ与よされた拘こう束そく具だ。

　左右一いつ対ついが鎖くさりでつながった円環で、手足に装着して身体の自由を阻そ害がいするだけではなく、強ごう引いんに取り外そうとすれば強きよう烈れつな炎ほのおを発生させ装着者の身を焼く。奴ど隷れいが首につけられる『従じゆう属ぞく環かん』と並ぶ忌むべき道具だった。

　それをつけられていたということはつまり、この双子がかつて人扱いされない『物人』であったことを示している。

　物人は奴隷と違ちがい人としての権利を全すべて失った商品だ。たとえ死んでも『命を落とした』のではなく『壊こわれた』とみなされてしまう。権力者や資産家の玩具おもちやとして、薬や魔ま法ほうの実験台として、時には狩しゆ猟りようの獲え物ものとして弄もてあそばれる。奴隷は最下層の『人』であるが、物人は人ですらない『物』であった。

　まだ十歳そこらにしか見えない幼子がどんな扱いを受け、どんな辛つらい思いをしてきたのか、そのことに思い至りヘレナは重苦しい感情で押しつぶされそうになる。

　正面からその言葉をぶつけられたセレスもきっと同じ気持ちなのだろう。瞬しゆん時じに表情へ影かげを落とした。

「そう……、そうよね……。双子なんだもんね」

　絞しぼり出すように自らへ言い聞かせると、双子に近づいて身をかがめた。

　セレスはきょとんとしたままの双子を両手で包むと、そっと抱だきしめる。

　突とつ然ぜん自分たちを包んだ温かさに双子は一いつ瞬しゆん目を丸くするも、すぐにそれが心地ここち良いものだと気付いたらしく力を抜ぬいてその身をセレスへゆだねた。

「でも今は幸せなんだよね……。よかった」

　双子が過去にどのような扱いを受けてきたのか、それは想像することしかできない。だが少なくとも今のふたりはその苦しみから解き放たれているように見えた。ごはんを食べて「おいしい」と喜びを口にし、初対面の人間に臆おくすることなく笑え顔がおを見せる。それはふたりが忌いまわしい記き憶おくをようやく過去のものとしつつある何よりの証しよう拠こだろう。

　双子が『忌いみ子』とされるこの世界で、それがどれだけ困難なことかヘレナにはよくわかる。ミシェルが「大したもんだよ」とつぶやいたのはアルディスとネーレに対する彼女なりの賛辞なのだ。それも最大級の。

　慈いつくしむように幼子たちを包むセレスの姿と、応こたえるように彼女の身体からだへ抱きつく双子。最初は戸と惑まどう様子を見せていた双子も、今ではすっかりセレスにその小さな身体を預けている。彼女の肌から伝わる温かさに安らいだ表情を見せる幼子を見て、ヘレナはなぜだか自分も温かさに包まれているような感覚に浸ひたった。
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　近くにある水場で旅の汚よごれを落とすため席を外した女性陣じんをよそに、ミシェルだけが火のまわりへ残っていた。

「あんたは行かなくていいのか？」

「アタシが汗あせ臭くさいって言いたいのかい？」

　不思議に思い素そ朴ぼくな疑問をぶつけるも、返ってきた予想外の言葉にアルディスは一瞬反応が遅おくれてしまう。

「そんな事は言ってないだろう」

　すぐさま気を取り直し、同時にあきれながらミシェルの言葉を否定するも、当の本人は勝手に邪じや推すいして文句を言いはじめた。

「はんっ！　あんな肌がプリプリした娘むすめたちに混じって水浴びなんてできるもんかい」

「ああそうかい」

　投げやりなアルディスの反応に、一行で最年長の女はさらに嚙かみつく。

「アンタねえ、そういうときは『まだお若いじゃないですか』とか、たとえ見え見えの社交辞令でもフォローするもんじゃないのかい！」

「なんだそりゃ？　めんどくさい」

　とっさにアルディスの本音が口をついて出る。

「かぁーっ！　若い男が世辞ひとつ言えないなんて情けないねえ！」

　大げさに嘆なげくミシェル。

　さすがにアルディスが哀あわれに感じられたのか、横からクレンテが口を挟はさんできた。

「おいおいミシェル。初対面の人間にあんまり絡からんでやるなよ。いつの間に酒が入ったんだ？」

「誰だれが絡み上じよう戸ごだい!?　アタシゃまだしらふだよ！」

「誰も絡み上戸とまでは言ってねえだろ！　つーか、しらふで絡んでんのかよ。余計質たちが悪いじゃねえか……」

　クレンテが小声でつぶやいた後半の言葉を耳ざとく捉とらえてミシェルが吠ほえる。

「何か言ったかい!?」

「何にも言ってねえよ」

　うんざりした様子でクレンテは顔をそらした。

「それでアンタ、アルディスとかいったね」

　改めてミシェルがアルディスに向き直る。

「ずいぶん面おも白しろい戦い方をしていたじゃないかい。魔法じゃなくて魔ま術じゆつだろうけど……、なんだいありゃ？　アンタのオリジナルかい？」

「オリジナル──ではないな。俺も人に教わっただけだ」

　確かにこの世界でアルディス以外に剣けん魔ま術じゆつを使う人間は見たことがない。だが原理自体は特とく殊しゆなものではなく、魔法──魔力の法則──を理解できる人間であれば同じ事はできるだろう。おそらくネーレならば可能だろうとアルディスはふんでいる。

「ふうん。今もその師し匠しようは生きてんのかい？」

「何でそんなことを聞く？」

「単なる好こう奇き心しんさね」

　ミシェルとアルディスのやりとりに、周囲の傭兵たちは聞き耳を立てている。彼らとしてもアルディスの剣魔術には興味を惹ひかれるものがあるのだろう。

「さあね。生きていればいいな、とは思ってる」

　アルディスは自分でも期待していないような願望を口にした。

「ちなみにその師匠は有名な人かい？」

「有名といえば有名だろうな」

　笑みを浮うかべてアルディスは冗じよう談だんめかす。

「あまりに有名すぎて今では邪じや神しん様として祀まつられてるくらいだ」

「ふん！　教える気がないってのだけはわかったよ。ベラベラしゃべることでもないだろうしね」

　話をはぐらかすための冗談と受け取ったらしく、ミシェルは軽く受け流す。

「まあ、アンタが強いってのは自分の目で見てわかってるつもりさ。例の連中相手に自分たちだけで渡わたり合えるってのも本当なんだろう。で──」

　紺こん色いろの瞳ひとみを鋭するどく光らせてミシェルの声が低くなった。

「アンタ、何の目的でここに来たんだい？」

「さっきも説明したと思うが？　ただ人目を避さけて森を抜けているだけだ」

「そんな見え透すいた噓うそが通用するほどアタシゃボンクラに見られてるのかねえ」

　さらりと噓を吐つくアルディスへ、ミシェルは残念そうな口調で言った。

「どういう意味だ？」

「アンタは確かに強い。だけど強かろうと弱かろうと野宿をするにはそれなりの道具がいる。食しよく糧りようは現地で調達できるかも知れないが、火をおこしたり夜よ露つゆをしのいだりするための道具は最低限必要さね。ところがアンタらは全員手ぶらときたもんだ。いや、木の実が詰つまったバスケットくらいは持ってたみたいだけど。だとしても、とても危険な森を歩いて抜けようという人間には思えないさね」

「荷物はここから少し離はなれたところに置きっぱなしなんだ。必要なものはそっちにまとめてある」

　苦しい言い訳だった。

「もうひとつ。双子の服装さ。足場の悪い森を歩くのに、いくら何でもあんな軽装はおかしい。特に靴くつ。あんなのじゃ小一時間も歩けないだろうさね。貴族の嬢じようちゃんたちもたいがい森を舐なめてる格好だけど、その嬢ちゃんたちですらさすがにブーツは長旅用のしっかりした物を履はいてる。なのにあの双子が履いてる靴はなんだい？　家の庭で遊んでるのとはわけが違うんだよ」

　ミシェルの言うとおりである。もともと拠きよ点てん周辺で採取して回るだけのつもりであったため、ネーレも双子も街中へ買い物に出かける時のような軽装である。間ま違ちがっても森の中をうろつくような装いではない。

「……だったらどうしたと？」

「別にアンタらの素す性じようを詮せん索さくするつもりなんてないさね。ただワケありってことはこっちも十分承知してる。アンタらが何を隠かくしていようとそれを暴あばく気はないし、たとえ知ったとしても他言するつもりはない」

「結局何が言いたい？」

「『乗りかかった船』って言葉を聞いたことがあるかい？」

　訝いぶかしむアルディスに向けて回りくどい言い方でミシェルは答えた。

「あるいは『毒食わば皿まで』でもいいけどね」

　ミシェルの言いたいことを察しつつも、アルディスは無言でじっと目を合わせる。

「……」

「さっきも言ったように、無理にとは言わないよ。ただ一晩考えてみてくれるとありがたいんだがねえ」

　相手の様子などお構いなしとばかりに、ミシェルは木の枝で焚たき火を整えながら続けた。

「正直、あの連中相手だとアタシたちだけじゃどうにも分が悪すぎるんだよ。うちの護衛も腕うで利ききばかりだと自負してるけど、ありゃ相手が悪いさね」

「相手が悪い？　あの連中が何者か、目星がついてるのか？」

　まるで相手の正体がわかっているかのような言い方に、アルディスは乗せられているのを承知で問いを投げかけた。

「ああ、そうさね。藍あい鉄てつ色の装備一式に黒い覆ふく面めんとくりゃあ、噂うわさに聞いたことがあるよ。ありゃ帝てい国こくの暗部。それも皇こう帝てい直属の特務部隊だろうさ」

「特務部隊、ねえ……」

　厄やつ介かい事を引き寄せそうな名前の響ひびきに、アルディスの目が細められる。

「同じ数ならうちの護衛だって負けはしないさね。だけど今日襲おそってきた連中だけでもこっちの倍はいただろう？　増ぞう援えんが来ればさすがに太刀たち打うちできなくなるね」

「どうしてそんなのがあのふたりを……」

　もともと見るからにワケありのふたりであったが、追っ手が帝国の暗部ともなればなおさらどういう事情があるのか気になってくる。

「そこがまた怪あやしい話だよねえ。捕ほ縛ばくするつもりか、それとも殺すつもりかはわからないけど、たかが下級貴族の令れい嬢じようとその侍じ女じよ相手に特務部隊を、それもあれだけの人数をよこすなんざ尋じん常じようじゃないさね。あの嬢ちゃんたち、一体何をしでかしたんだか」

　ネーレたちがいるであろう水場の方へ視線を向けるミシェル。それを横目に思ったよりも面めん倒どう事になりそうだとアルディスは心の中でつぶやいた。

　それから十分ほど経たち、水場から複数の足音が近づいてくる。そちらへ目を向けたアルディスは意外な光景に一瞬動きを止めた。

　カレン以外の全員が汚れと汗あせを洗い流したらしくスッキリとした表情をしている。もちろんそれは問題ない。

　驚おどろいたのはセレスの両側に手をつないだ双ふた子ごがいたことだ。フィリアがセレスの右手を、リアナが左手を、それぞれの小さな手でしっかりと摑つかんでいる。それが強制されたものでないことは双子の楽しそうな表情からも窺うかがえるし、ネーレが黙だまって見守っていることからもわかる。

　一足先にやってきたネーレに向けて、アルディスは当たり前の疑問をぶつけた。

「どうしたんだ、あれ？」

　人さし指を向けるアルディスに対して、ネーレはかすかに口元を緩ゆるませながら「さてな」とそっけなく答える。

「まあ、我ら以外の人に慣れるのは良いことではないか」

「それはそうだが」

　続いてネーレが口にした至し極ごく真っ当な言葉に、アルディスは釈しやく然ぜんとしない気持ちを感じながら同意する。

　幸いセレスに双子を嫌けん悪おする様子はないようだ。ならば普ふ段だん自分とネーレ以外の人間と触ふれ合うことのない双子にとって、これもいい経験になるかも知れないとアルディスは考えた。双子がこの短時間でセレスに懐なついた経けい緯いは多少気になるものの、双子の身に危険はないと判断して放っておくことにした。
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　明けて翌日。

　夜明けと共に目覚めたアルディスは、野営後の片付けをする最中に声をかけられる。

　ふり向けばそこにいたのは男だん爵しやく令れい嬢じようのカレン。そしてその後ろに佇たたずむセレス。だがなぜかセレスの両りよう隣どなりには手をつないだ双子がいた。

「アルディスさん。あなたを腕利きの傭よう兵へいと見込んでお願いがあります」

「……なんとなく予想はつくが、一応聞こう」

　この状じよう況きようでカレンからお願いされる内容についてはおそらくアルディスでなくとも概おおむね想像がつくだろう。片手で無造作に黒くろ髪かみを搔かきながらアルディスはカレンへ話を促うながした。

「セレスとわたしの護衛をお願いしたいのです」

　予想通りの答えに、アルディスはまぶたを閉じてしばし思案する。

　ミシェルには疑いの目を向けられているが、アルディスたちはこの森を抜ぬける旅の途と中ちゆうだと説明している。これはもちろんアルディスたちが森の中で暮らしていることをごまかすためだ。

　クレンテやヘレナたち傭兵はあくまでもミシェルの護衛として雇やとわれている。当然カレンたちが護衛として雇うことはできない。カレンたちにしてみればアルディスの存在は渡りに船というところだろう。

　護衛自体は問題無い。黒覆面たちの力量は決して低くないが、アルディスやネーレにとっては取るに足らない相手だ。

　問題は双子の存在である。

　この状況で護衛を受けるということは、双子をつれて行くということに他ほかならない。では双子をネーレに預けてアルディスひとりが護衛を請うけ負えばいいのかというと、それも状況的におかしな話だろう。表向き四人で旅をしていたということになっているのに、途中で──しかも危険な魔ま境きようの真っ只ただ中なかで──別行動をするのはどう考えても無理がある。

　双子を連れたまま護衛を引き受けるか、それともここで断るか。双子の安全を考えれば断るべきだろう。だが昨日の晩にミシェルからも言外に護衛を頼たのまれている。確かにこのままカレンたちをふたりだけでコーサスの森へ放ほうり出すのはあまりに危険すぎた。

　おそらくミシェルはふたりを見捨てないだろうが、クレンテたち護衛がいたとしてもあの黒覆面相手では守りきれるかどうか微び妙みようなところである。ミシェルの言う通り、数が増えれば対処できなくなるのは明白だった。

「アルディス……」

　リアナのか細い声にまぶたを上げると、セレスの両隣から双子がアルディスへ訴うつたえかけるような視線を送っていた。言葉にせずとも何を言いたいのかはわかる。カレンたちの頼みを聞いて欲しいということだろう。

　ただアルディスの名を弱々しく口にしながら浅緑色の瞳をうるませて訴えかけてくるふたり。再びアルディスは片手で頭をかきむしる。ふとその手が額に巻かれたスミレ色の布に引っかかった。

「…………」

　しばし無言になったアルディスは、木々に遮さえぎられてほとんど見えない空を見上げると、大きく息を吐く。

「わかったよ」

　誰だれに向けたのかもわからないような応おう諾だくの言葉を口にすると、カレンに視線を向けて申し出を受けた。

「いいだろう。だが俺たちにも都合というものがある。護衛するのは森を出るまで。それ以降は無理だ」

　人目のない森ならばともかく、さすがに街かい道どうや街中に双子を連れて行くつもりはない。いずれは連れて行く必要があるだろうが、今は時期尚しよう早そうだろう。

「はい、構いません。それで、報ほう酬しゆうですけど……」

　ホッとした表情を浮うかべながら、カレンが胸むな元もとからペンダントを取り出した。青い宝石を囲むように繊せん細さいな装そう飾しよくを施ほどこされたペンダントトップときらびやかに磨みがき上げられたシルバーチェーン。正確な鑑かん定ていができるほど貴金属を熟知しているわけではないアルディスにも、それが相当高価な品であることは一目でわかった。

「金貨の持ち合わせは少ないので、これを報酬の代わりに、ということでいかがでしょうか？　町まで行けば換かん金きんして金貨でお渡しできるのですが……」

「それには及およばない」

　ペンダントをよく見ようと前かがみになるアルディス。自然とカレンの胸元へ視線が向けられる格好となった。

「え、あ……」

　男爵令嬢が今さらながら顔を赤くする。

「これを手放したとして、あんたたちの路銀は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「そ、それは問題ありません」

　顔をあげて確かく認にんするアルディスへ、どもりながらカレンが言葉を返す。しかしその視線はあさっての方向へそらされていた。

「じゃあ報酬はこのペンダントということで依い頼らいを受諾した。必ずあんたたちふたりを森の外まで無事に連れて行ってやる」

　街中の道案内を請け負ったかのような軽さでアルディスは断言する。

「ありがとうございます」

　その言葉にカレンは心底ホッとした表情を浮かべながら感謝を口にした。

「構わないよな、ネーレ？」

「我が主あるじがそう決めたのであれば我が口出しをするようなことでもあるまい。我は我が主の下げ知じに従うまでよ」

「じゃあ、悪いが必要な荷物を取ってきてくれるか？」

　もちろん『どこから取ってくるか』はわざわざ口にしない。

「承知した。三十分もあれば戻もどってこられよう」

「もう少し時間がかかるだろう？」

　ミシェルには『荷物は別のところへ置いてある』と告げたが、実際にはそんな荷物など存在しない。よってネーレが荷物を取りに行くのはアルディスたちが普段暮らしている拠点だ。しかし拠点へ行って戻るだけならいざしらず、四人分の旅たび支じ度たくをして持ってくるのに三十分は短すぎるとアルディスは言葉に含ふくみを持たせた。

「なに、大した事ではない」

　そう言い残して森へ消えていったネーレが戻ってきたのは実際に三十分後。驚いたことに彼女は四人分の旅支度をわずかな時間で終え、背負い袋ぶくろふたつに詰つめ込んで持ってきた。戦せん闘とう能力だけならばアルディスに軍配が上がるとはいえ、こういった日常の才幹に関してはネーレの方が上だろう。なかなか底の知れない従者であった。

　こうしてカレンたちの護衛を引き受けることになったアルディスは、ミシェルたち一行と共にコーサスの森を一路北に向けて進んだ。

「あんまり気は進まないけど、仕方ないねえ」

　不承不承ながらミシェルが進路を決定する。

　コーサスの森は獰どう猛もうな獣けものや凶きよう悪あくな魔ま物ものが幅はばをきかせる人の手が及ばぬ地だ。当然その中を通り抜ける行こう為いは非常に危険極きわまりないものとなる。何の予備知識も持たず闇やみ雲くもに入り込んだ人間はきっと手痛い歓かん迎げいを受けることだろう。

　しかしそんな魔境においても傭兵や探たん索さく者の手でもたらされた情報により、比ひ較かく的てき危険な場所と相対的に安全な場所というものがある程度は判断できる。

　森における魔物の分布も決して均一というわけではない。人間が町や村をつくって群れるのとは違ちがう理由かもしれないが、魔物もある一定の範はん囲いへ集中して生息していることが多いのだ。

「やむを得ません。いつものルートは危なすぎます」

　逆に言えばその生息域を避さける事で道中の危険度は大おお幅はばに低下する。危険度の低いエリアを線で結んだルートは、傭兵や探索者向けの地図情報とあわせて高値で売買されていた。

　ときおり森を抜けて行き来するミシェルもその情報は入手済みであり、本来であれば魔物との遭そう遇ぐうを避けるため既き定ていのルートに沿って進むのが望ましい。

　しかし今は状況が違う。

　比較的安全なエリアを通るルートというのはそれほど数があるわけではない。当然黒覆ふく面めんたちもその情報は得ていると考えるべきだろう。魔物のテリトリーを避ける安全なルートは今回に限って言えば最も黒覆面たちに見つかりやすいルートと言える。

　やむを得ない、と口にしたヘレナの言わんとするところを理解して幾いく人かが同意の仕し種ぐさを見せた。

「何もわざわざ魔物のテリトリーを選んで行かなくても……」

　ハルゼイが不安を顔に浮かべる。

　彼の言いたいことはもちろんアルディスにもわかる。

　いざ魔物と遭遇した際にミシェルを守って命がけで戦うのは彼ら傭兵だ。魔物討とう伐ばつが与あたえられた役割ではない以上、負傷や落命の危険を伴ともなう戦闘は可能な限り避けたいと思うのが当然だった。

「なにもテリトリーのど真ん中を突つっ切ろうってんじゃないさね。途と端たんに魔物の集団で囲まれるわけじゃないし、場合によっては出くわすこともない。でもね、あの黒覆面どもは間ま違ちがいなくアタシらを狙ねらってくると思うよ。遭遇するかどうかわからない危険性と、確実に襲おそってくるだろう知性を持った敵。どちらを避けるべきだと思うかい？」

「……」

　ミシェルの問いかけにハルゼイは言葉を返せなくなる。

「アンタたちの腕うでならたとえウィップスに出くわしても切り抜けられるだろう？」

「そりゃあもちろん！」

　もはや反射的に答えたハルゼイに、人の悪い笑えみを浮かべながらミシェルが結論を下す。

「なら問題ないさね。幸いそこのふたりも同行してくれるってことだし、そっちの嬢じようちゃんたちも護身術の嗜たしなみくらいはあるようだしね」

　そう言いながらミシェルは最初にアルディスとネーレへ、次にカレンとセレスへ視線を向けた。

　結局反対らしき反対はハルゼイのそれだけであり、他の傭よう兵へいたちは皆みなミシェルの判断に従うと口にする。当然便乗しているも同然のカレンたちに異を唱える権利はないし、ふたりの護衛として依頼を受けたアルディスも口出しするつもりはなかった。

　もっとも、たとえミシェルたちと別行動になったとしても、アルディスとネーレのふたりなら双ふた子ごとカレンたちをまとめて護衛することは容易たやすい。だがアルディスの実力を知らない彼らにそれが分かるわけもないだろう。

　魔物のテリトリーへ浅く食い込むような形で進行ルートを決定したアルディスたちはミシェルを中心にして隊列を組む。先頭に傭兵が三人、左右をそれぞれひとりずつ傭兵が固め、それらに囲まれるような形で双子、そしてカレンたちふたりが位置する。後方の守りと警けい戒かいはアルディスとネーレが担当した。

「ねえねえ、セレス。おててつなご！」

「ん？　いいわよ」

　双子がセレスに懐なついているため、守る対象が上手うまいこと隊列の中央に固まっていた。アルディスもネーレも両手を塞ふさがれることなく護衛に専念できることから、敵を殲せん滅めつする力はわりあい強い。

　ときおりアルディスの前を歩いている双子が首だけで振ふり返る。アルディスと目が合えば、嬉うれしそうに笑みを見せてまた前を向いて歩き続けた。

「あれは……、何が楽しいんだ？」

「さて、童わらべの考えることなど我にはわからぬ」

　首を傾かしげるアルディスの疑問に、従者はあっさりと回答を放ほう棄きする。

「それはそうと、我が主よ。気づいておろう？」

「ああ、このままだと正面から遭遇するか」

　ネーレが切り替かえた話にアルディスは頷うなずき返す。

　一行が進む先に魔ま力りよく反応が現れたからだ。その数はふたつ。魔力の大きさから言って大型の獣と思われた。

「別にさっさと排はい除じよしてもいいんだが……」

　アルディスなら魔力反応を頼たよりにショートソードを先行させることで事前の排除が可能だ。しかし何もかもをアルディスが追い払はらうというのもどうかと思われた。

　あくまでもアルディスの受けた依頼はカレンとセレスの護衛である。彼女たちの身に危険がおよばないのであれば、積極的に手出しをするつもりはなかった。アルディスが本気になれば、獣どころかコーサスの森最強と言われる魔物ウィップスですら視界に入る間もなく排除できる。

　しかしミシェルの護衛たちも報酬を受け取って仕事をするプロの傭兵だ。彼らにも当然の義務として報酬相応の働きはしてもらうべきだろう。

「獣の二体程度なら問題ないだろ」

　結論としてアルディスは傭兵たちの働きに任せることとした。

　先頭を歩く傭兵が立ち止まって無言で片手を上げる。どうやら獣の存在に気付いたようだ。

　彼ひ我がの距きよ離りはおよそ二十メートル。それだけ近づくまで気が付かなかったのは、視界の悪い森の中だったからだろう。

「俺たちだけで十分だ」

　一応の備えとしてブロードソードを抜ぬいたアルディスに向けて、傭兵たちのひとりが告げる。

「わかった、俺たちは周囲を警戒しておく」

　傭兵たちだけでも問題ないだろうと判断し、アルディスは素す直なおに頷いた。

　ミシェルと双子を下がらせ、その左右にアルディスとネーレが立つ。

　傭兵たちはクレンテ、ヘレナ、ハルゼイの三人が正面に立ち、その後ろへ残ったふたりが控ひかえる。

　木々の合間を縫ぬって前方から獣が這はい寄ってきた。

　その外見は薄うす紫むらさき鮮あざやかな巨きよ大だいヘビ。周辺に生える木々の幹と遜そん色しよくない太さの身体からだをくねらせて、真っ直すぐに向かってくる。

「ラクターだ！　一体は俺が受け持つ！」

　コーサスの森に限らず生息する肉食の獣『ラクター』。全長十メートルにも及およぶその身体は、人間程度ならば簡単に絞しめ殺せるほどの力を秘ひめている。

「シャアアア！」

　鎌かま首くびをもたげて威い嚇かくする二体のラクターに対し、前に立つ三人の傭兵が対たい峙じする。

　リーダーのクレンテが一体、もう一体をヘレナとハルゼイが引きつけるつもりなのだろう。

　最初に動き出したのはクレンテ。

　両手持ちの大たい剣けんを振り上げて渾こん身しんの一いち撃げきを繰くり出す。

　ビクリと身体を後ろにそらせたラクターが警戒するように身をくねらせた。

　そこへクレンテの後ろから援えん護ごが飛ぶ。

「打ちつける弾だん丸がんは高貴なる冬妖よう精せいの尖せん兵ぺい────氷塊フエルテ！」

　傭兵のひとりが放つ氷ひよう塊かい魔ま法ほうは狙い違たがわずラクターの胴どう体たいをえぐった。

　動きの鈍にぶったラクターにクレンテがたたみかける。

「よっしゃらあぁ！」

　身体に突き刺ささった氷塊のせいで動きが鈍るが、それでも野生の本能でラクターは反はん撃げきに移った。

　胴体を切られながらも長い身体でクレンテを囲むようにぐるりと這いまわり、ときおり尾び部ぶで牽けん制せいをしながらジリジリと距離を詰める。

　そして準備が整ったとばかりにラクターが身体全体を使った絞め付けに移ろうとしたその時、クレンテが吠ほえた。

「そらきた！」

　待っていましたとばかりに、クレンテの大剣が彼の身体を中心にして半円状に振り抜かれた。

「シィイイイ！」

　正にクレンテを捉とらえようとしていたラクターの身体が長い傷を残して斬きり裂さかれる。

　身体を巻き付けようとしたラクターの力を上手く利用した形で、クレンテは効果的な一撃を与えることに成功したのだ。

　その身に大きな傷を負ったラクターは痛みに耐たえかねてのたうち回る。

　もはや勝負は見えたと言ってもいいだろう。

　もう一方のラクターと対峙していたのはショートソードを手にしたヘレナとハルゼイだ。

　いきなり力ちから一いつ杯ぱいに斬りかかったクレンテと違い、こちらは慎しん重ちような戦い方である。

　正面からヘレナがラクターの注意を引きつけ、隙すきをついてハルゼイが斬りかかっている。

　目を引くのはヘレナの踊おどるような身のこなし。

　まるで剣けん舞ぶのような軽かろやかな動きでラクターを翻ほん弄ろうし続けている。

　踏ふみ込みすぎず、しかしラクターの狙いがハルゼイへ向かないよう適度に挑ちよう発はつしつつ、ヘレナは完全に戦いの主導権を握にぎっていた。

「見事なもんだ」

　その立ち回りはアルディスの目から見ても賞賛に値あたいするものだった。

　ただ惜おしむらくはヘレナの装備と膂りよ力りよく。

　回かい避ひを主としつつ隙を見て反撃を行っているものの、ラクターに与えている傷は浅いものばかりだ。

　完全にラクターを翻弄しているにもかかわらず、決定的な一撃を与えられないでいるのは彼女の装備がごくありきたりの重じゆう鉄てつ製であることもひとつの要因だが、ヘレナ自身の膂力が心こころ許もとないというところにその遠因がある。

　もちろん危険を冒おかせばさらに有効な攻こう撃げきを加えることはできるはずだ。

　しかしそんな賭かけに走らずともヘレナには安全な位置から着実にラクターの体力を削けずり取っているハルゼイの存在があり、後ろから援護してくれる仲間がいる。

　これは彼らなりに試行錯さく誤ごの上で導いた戦い方なのだろうから、それに対してアルディスがどうこう口出しをする必要もないだろう。

「よし！　こっちは片付いたぞ」

　そうこうしているうちにクレンテがラクターの一体にとどめを刺し、すぐにヘレナたちへの加勢に入ってくる。

　こうなればもはやラクターに勝ち目はない。

　終わってみれば危なげなくラクター二体を無事撃げき破はすることに成功していた。

「どうだ？」

「ああ、いい連係だった」

　自じ慢まんげな表情を見せるクレンテに、アルディスは素直な感想を口にする。

「次はお前たちの力量を見せてくれるか？　一いつ緒しよに戦う仲間の戦力はお互たがいきちんと把は握あくしておいた方がいいだろ？」

　脳筋っぽいクレンテだが、それなりの考えも持っているらしい。伊達だてにリーダーを任されているわけではないということだろう。

「別にラクター二体を相手にしろとは言わないから、次はお前たちふたりが中心になって戦ってみてくれ。もちろん俺たちもバックアップはするからよ」

　クレンテの言い分ももっともであろう。

　さすがにすぐさま機能的な連係をする事はできないだろうが、互いの力量を把握しておくことは少人数の集団では大事なことだ。

　最初にアルディスやネーレが黒覆ふく面めんを圧あつ倒とうしたことはクレンテたちも理解しているはずだ。

　しかしあの時は彼ら自身がミシェルの守りに気を取られていたことに加え、黒覆面を倒たおしたのもあっという間だったため、アルディスたちの力を改めて確かく認にんしておきたいという気持ちは良くわかる。だからアルディスはすんなりとそれを請うけ負った。

「わかった。じゃあこの先にいるヤツらは俺とネーレで相手しよう」

「この先？」

　魔力探知ができないクレンテにはアルディスの口にした意味がわからないだろう。

「ああ、もう少し先に行けば獣けものが何体かいるようだ」

　さすがに魔力探知の事まで明かすつもりがないアルディスは、説明を放棄してさっさと集団の先頭に立ち歩きはじめる。

「では後ろの警戒は任せたぞ」

　アルディスに続いてネーレも言い残すとそのまま前に立って歩きはじめた。

「無理はすんなよ。これで怪け我がしちゃ意味ねえからな」

　クレンテはアルディスへそう声をかけてカレンたちの後ろへと向かう。

「さて、我が主あるじよ。半分ずつで良いか？」

「ああ。俺が右半分。ネーレは左半分を頼たのむ」

「承知した」

　先頭に立ったアルディスとネーレは歩きながら短い言葉を交かわす。

　この先に獣と思わしき反応があることはすでに把握済みだ。

　アルディスほど広こう範はん囲いを探知できるわけではないが、ネーレも魔力の反応を元に周囲の獣を探さぐることはできる。

　魔力の大きさを見る限り、先ほどクレンテたちが倒したラクターと思われる反応がふたつ。そしてその上方にラクターよりも小さな魔力の存在が六つほど確認できた。

　ちょうどいいことにそれらを左右で割ればそれぞれが一体のラクターと三体の小こ型がた獣じゆう、という数に分けることができる。

　アルディスにしてもネーレにしてもひとりで全すべてを殲せん滅めつできる程度の相手だが、実力を見せるという意味ではふたり共がそれぞれの戦いを見せた方がいいだろう。

　そのためにもあえて視界に入るまで攻撃を加えない。

　一分ほど進んだところでアルディスとネーレが立ち止まる。

　アルディスがブロードソードを引き抜いたことで、後方にいるクレンテたちもすぐさま戦せん闘とう態勢をとった。
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　間を置くことなく、先ほどと同じように二体のラクターが木こ陰かげから姿を見せ、薄うす紫むらさき色の身体をくねらせながら近づいてくる。

「片方は俺に任せろ！」

　言いながら前に出てこようとするクレンテを、アルディスは手の動きで押し止とどめる。

「問題ない。見ててくれ」

　そう言うなり、アルディスは地面を蹴けってまたたく間にラクターとの距離を縮める。

「速っ！」

　ハルゼイが思わず叫さけんだ。

　一いつ瞬しゆんでラクターへと肉にく薄はくしたアルディスは、勢いそのままにブロードソードを叩たたきつける。

　目にも留まらぬ剣速でもって振ふり下ろされたそれがラクターの身体に沈しずみ込んだかと思うと、次の瞬しゆん間かんには頭部をその胴体から切り離はなした。

「マジかよ！」

　さすがのクレンテもその光景に驚おどろきの声を上げた。

　古樹の幹ほどもある太い身体を一刀両断するというのは、見かけよりも遥はるかに難しい。身動きしないカカシならばともかく、相手は身をよじりながら動き回るラクターなのだ。その一点だけをとっても、アルディスの剣けん技ぎが凡ぼん人じんのそれを凌りよう駕がしていることは明らかだった。

　もう一体のラクターへはネーレの攻撃が向けられる。

　緩ゆるやかに構えたネーレの指先からまばゆいばかりの光球が生み出され、間を置かずラクターに向けて飛び出した。

　ほとんど瞬しゆん時じと言ってもいい速度で着ちやく弾だんした光球は、一瞬のうちにラクターの頭部を見るも無む惨ざんに爆散させる。

「え？　……詠えい唱しようは？」

　傭よう兵へいのひとりが間ま抜ぬけ顔をさらして口にする。

　この間ほんの数秒。

　あまりの圧倒的な戦いを見て絶句する傭兵たちをよそに、アルディスたちは次の敵へと狙ねらいを定めた。

　残る六つの魔ま力りよく反応。それはアルディスたちの頭上、森の木々に繁しげる葉の中から突とつ然ぜん襲おそいかかって来た。

「上！　双そう剣けん獣じゆう！」

　傭兵の中で真っ先に気付いたヘレナが警告の声を上げる。

　もちろん魔力探知によってその存在を把握していたアルディスたちは慌あわてない。

　落下する果実のように重力を味方に付けて落ちてくるのは双剣獣と呼ばれる森の住人。艶つやのある黒い外皮を身にまとう肉にく食しよく獣じゆうだ。体長は個体差もあるが五十センチから一メートルほど。細い六本足と、名前の由来となる頭部に突つき出た二本の牙きばが武器である。

　牙は横よこ倒だおしにしたシミターのような形状をしており、先せん端たん部へ行くに従って湾わん曲きよくして狭せばまっている。二本の牙は内側に細かく鋭するどい突とつ端たんが並び、腕うでや足が捉えられたならまたたく間に強力な顎あごの力で千切られてしまうだろう。

　もっとも、コーサスの森においてはどちらかというと格下の獣である。炎ほのおにも氷にも弱く、外皮に包まれていない腹部は簡単に剣けんが通るほどやわらかい。ラクターに比べれば遥かに戦いやすい相手だろう。

　アルディスは向かって右側にいる三体の双剣獣を自らの標的と定め二本のショートソードを鞘さやから解放すると、自身はブロードソードを手にしたまま一体の双剣獣を待ち構える。

　双剣獣は一応の飛ひ翔しよう能力を持っている。しかしそれもどちらかと言えば滑かつ空くうに類るいするものであり、鳥のように飛ぶ事はできない。

　樹上から落ちてくる双剣獣など、アルディスたちにとって事前にその存在がわかっていればただの的でしかないのだ。

　アルディスの意を得て飛び立ったショートソードは双剣獣に回避する隙も与あたえずやわらかい腹部を貫つらぬく。

　飛剣がそれぞれ一体ずつの双剣獣を屠ほふった後、アルディスはブロードソードの切っ先を勢いよく残る一体へ突き刺さした。

　甲こう殻かくの隙間を狙ったその一いち撃げきは、さしたる抵てい抗こうも感じさせず双剣獣の身体からだへと吸い込まれていく。

「全部一撃かよ」

　クレンテの声にはその技術を賞賛しながらも、複雑な感情を隠かくしきれない内心が表れていた。

　一方のネーレは当初の位置から一歩も動かず残った双剣獣に対処している。

　ラクターへ光球を放ったままの体勢で今度は腕を双剣獣の方へ向けると、再びその指先から光を放つ。

　先ほどと違ちがうのは、放たれた光が球状ではなく糸のごとく細長い線状だったことだ。

　光は指先を離れると三つに分かれ、それぞれが落下してくる双剣獣へと吸い込まれていく。

　双剣獣の甲殻を貫き、身体の中央へ小さな穴を穿うがった光はそのまま通り抜ぬけると森の上空へと消えていった。

　動かなくなった双剣獣の地面に落下する音が続けて三つ響ひびく。

「いやいやいや、何だよアレ？」

　立て続けに繰くり出されたネーレの魔ま法ほうを見て傭兵のひとりが困こん惑わく混じりに問いかけたが、当然その問いに答える者はいない。

「とまあ、こんな感じだ」

「……」

　あっさりとした表情でアルディスがクレンテたちの元へと戻もどったが、傭兵たちは言葉もない様子だった。

「どうした？　何かまずかったか？」

「いや……、別に問題はない。問題はないんだが……、ちょっと衝しよう撃げき的すぎてな」

　言葉を濁にごすクレンテが気まずそうに頭を搔かく。

「そうですね。いろいろと驚かされましたけど、しっかり実力は見せてもらいました。不安が吹ふき飛ぶくらいに」

　横からヘレナが入ってきて話を引き継ついだ。

「ではお互いの力量を確認したところで、次の遭そう遇ぐうからは適てき宜ぎ対応するということでいいでしょうか？　隊列は最初の通りに──」

「あ、ちょっと待ってください」

　まとめようとするヘレナの声を遮さえぎって、予想外の人物が割り込んできた。

「なんですか？　セレスさん」

「私たちがまだですよ」

「まだ、とは？」

　セレスの言葉を理解できず、顔に疑問を貼はり付けてヘレナが問い返す。

「私とカレン様の戦いを見てもらってません」

　思いもよらぬ話の展開に、困惑しながらヘレナは確認した。

「えーと……。あなたたちが戦う必ひつ要ようってありますか？　アルディスさんたちに護衛を依い頼らいしたのですよね？」

「確かに護衛は依頼しましたが、おんぶに抱だっこのつもりはありませんよ。私もカレン様も剣は使えます。もちろん皆みなさんに敵かなうほどではありませんけど、それなりに護身はできると思います」

「うーん……。どうしますか？」

　自分が決めることではないと思ったのだろう。ヘレナは判断をアルディスに丸投げしてきた。

　セレスたちの護衛を引き受けたのがアルディスたちである以上、下手へたに手を出されて迷めい惑わくをこうむるのはヘレナたち傭兵ではない。

「まあいいんじゃないか？　あてにするつもりはないが、多少なりとも身を守れるならいざというときの選せん択たく肢しが広がるし」

　身のこなしを見る限り、セレスもカレンもまったくの素人しろうとというわけではないだろう。迷惑も顧かえりみず勝手に敵へ突っ込まれるのは困るが、双ふた子ごの護衛を兼かねて身を守る程度の腕があるならアルディスだけでなくネーレも動きやすくなる。

「では、次に獣けものと遭遇したときに戦ってみますか？　もちろん危なそうならすぐにフォローしますので」

「ええ、任せてください！」

　ヘレナの提案を受け、妙みように自信ありげなセレスが力強く頷うなずいた。

　そんな中、セレスの主あるじであるカレンが一言も発しないことにアルディスは違い和わ感かんを覚えた。

　セレスはカレンの侍じ女じよだという。ならば侍女が勝手に話を進めているのに主人たるカレンが咎とがめもしないというのはどういうことであろうか、と。

　もともとふたりの間で話がついていたことなのかもしれないが、そうだとしてもこれまでならこういった折せつ衝しようはカレンが担当していたはずだ。だいいち侍女自ら主人を危険にさらすようなマネをするのもおかしい。セレスひとりならまだしも、わざわざカレンを巻き込む必要はないはずだとアルディスは内心首をひねる。

　一行は再び森の中を北へ進んでいく。

　セレスとカレンを先頭にするのはさすがに危険だろうということで、ひとまず傭兵たちがその役を担になっている。手て頃ごろな敵と遭遇したときにセレスとカレンへ任せればいいという話になった。

　結局その日は新たに獣と遭遇することもなく一日を終える。

　翌日、傭兵たちを先頭にアルディスたちは森を進みはじめた。

　やがて朝から昼へと移りかわる時間になったとき、アルディスの魔力探知に反応が引っかかる。

「左前方から一体。来るぞ」

　先頭を歩くクレンテたちへと警告を飛ばす。

「わかった」

　短く返事をして警けい戒かいしながら進むクレンテの前に、やがてラクターが一体現れた。

「一体か……。嬢じようちゃんたち、やるか？」

　単独の敵であれば危険性は比ひ較かく的てき低い。もちろんラクター自体、危険な存在として知られる獣だが、この森においてはヒエラルキーの真ん中程てい度どにあたる。ラクター相手で苦境に陥おちいるようでは到とう底てい矢や面おもてに立たせるわけにはいかないだろう。

　その場合はミシェルや双子と一いつ緒しよに大人しく守られてもらうしかない。

「やります」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　最初にセレスが、次いでカレンが返事をしながら前に出る。

　アルディスとネーレは二人のすぐ後ろに控ひかえていざというときの救きゆう援えんを、傭兵たちはミシェルと双子を守りながら周囲の警戒へと移った。

「シャアァァァ！」

　近づいて来たラクターがセレスたちを敵とみなして威い嚇かくする。

　最初に動いたのはセレスだ。

　シルバーホワイトのポニーテールをなびかせてあっという間にトップスピードへ乗ると、ラクターの正面へと一直線に突き進む。

　その後ろへと続くように駆かけ出したのはカレンである。

　どう考えても身動きが取り難にくいであろう、くるぶしあたりまで伸のびた裾すそ。貴族令れい嬢じようのドレスに比べれば控えめとはいえ、それでも数々の装そう飾しよくを施された袖そでや襟えり元もと。はっきり言って戦う人間が身にまとうものではない。

　しかしそんな懸け念ねんを払ふつ拭しよくするかのように、カレンの動きは意外なほど軽かろやかだった。

　足もとにまとわりつく裾の存在も感じさせず、またたく間にセレスのすぐ後ろにピタリとつく。

「どうするつもりだ？」

　真っ正面からふたりして突っ込んだところで、単体のラクター相手に意味があるとも思えない。

　そんなアルディスの疑問はすぐに氷解する。

　セレスはラクターと激げき突とつする直前に急転進。

　右に逸それて剣を横なぎにしながらラクターのそばを駆け抜ける。

　しかし間合いが悪かったのか、剣けん先さきはラクターの身体に届かない。

　ラクターの頭が通りすぎるセレスを追って横を向く。

　そこへ遅おくれて到とう着ちやくしたカレンがスピードを乗せた一撃をラクターの頭部へ叩たたき込む。

「シィャァァァー！」

　ラクターの顔に深い傷が刻まれた。

　傷はラクターの右目を巻き込んで赤い雫しずくをしたたらせる。

「へえ」

　意外なものを見せられてアルディスは瞠どう目もくした。

　これほどの連係は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるものではないだろう。

「シイィィ！」

　逆上したかのようにラクターの動きが目に見えて活発になる。

　引き絞しぼるようにいったん頭部を後ろに下げ、次の瞬しゆん間かんには大きく開かれた顎がカレンを襲おそった。

　その攻こう撃げきをひらりとかわしながら、再びカレンの剣がラクターへと新たな傷を刻みつける。

　同時にラクターの横に抜けたセレスは、振ふり回される尾び部ぶの動きを読みながら近寄っては斬きりつけすぐに退しりぞくという戦い方をしていた。

　カレンがラクターの右目をつぶしたとみるや、それで生み出された死角へと移動してセレスが一方的に斬りつける。

　攻撃と後退を繰り返す能動的なセレスに対して、敵の手が届くところで足を止め正面から激突するカレン。ずいぶんと対照的な戦い方だった。

　しかし戦い方は違えど、セレスもカレンもなかなかいい動きをしている。まさか貴族令嬢とその侍女がここまでの腕うでを持っているとは思わず、アルディスは内心舌を巻く。

　もちろんアルディスやネーレ、そしてこの場にいる傭よう兵へいたちと比べれば力不足は否いなめないが、そもそもラクター相手にふたりでまともに戦えている時点でそこいらの傭兵よりも実力があることは確かだろう。

　すでに勝負は見えていた。

　最初に片目をつぶされ、ふたりの動きに翻ほん弄ろうされっぱなしのラクターに勝ち目があるわけもない。

　頭部にはカレンから付けられた傷が、そして胴どう体たいにはセレスによって刻まれた傷が増えていくたびにラクターの動きが鈍にぶくなっていく。

　やがて緩かん慢まんにその体を横たえたラクターにセレスがとどめを刺さした。

「いやあ。大したもんだな、嬢ちゃんたち」

　その戦いぶりをクレンテが彼なりの言葉で賞賛する。

「そうですね。それだけ戦えるなら傭兵としてもやっていけるかもしれませんよ。まあ、貴族のお嬢じよう様さまが傭兵などとあり得ないでしょうけれど」

　ヘレナもふたりの腕うで前まえに太たい鼓こ判ばんを押す。

「いかがでしたか？　アルディスさん」

　満足そうな表情を浮うかべてセレスがアルディスに問いかける。

「ああ、大したもんだ。あれだけ戦えるんなら護衛する側としても楽でいい。基本的には俺とネーレで対処するが、いざというときにはあてにしてるよ」

「それはなによりです」

　期待通りの答えを得られたからなのか、セレスは満面の笑えみを浮かべながら額の汗あせをぬぐった。
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　比較的安全なルートを外れていることから、どうしても獣との遭遇は避さけられない。しかしアルディスやネーレに加えて傭兵たち五人、さらにカレンとセレスも十分戦力になるのだ。道中で大きな問題が起こることもなく、一行は順調に森の中を進んでいた。

　四六時中行動を共にしていれば打ち解けるのも早い。二日も経たつ頃ころには互たがいを隔へだてる警けい戒かい心しんも薄うすれはじめる。

　アルディスが当初心配していた双子に対する風当たりもない。少なくとも、一行の間に双子への嫌けん悪お感かんを表に出したのは若いハルゼイだけだった。そのハルゼイもミシェルや他ほかの傭兵から諭さとされ、以降は双子に関して一いつ切さい不満を口にしていない。もともと彼自身女め神がみの熱心な信者というわけではなく、単純に世間の空気に流されて何となしに双子を忌き諱きするようになっただけのようだ。

　おかげでフィリアとリアナの表情はアルディスたちだけで暮らしていた時と同様、生き生きとした表情を見せている。おまけになぜかセレスへと懐なついてしまったらしく、ことあるごとにそばへくっついていた。

　その日も全員が手分けして野営の準備をしている中、セレスと双子が三人で何やらごそごそとしはじめる。

　ネーレと共にすっかり食事担当の立ち位置になってしまったカレンが、調理の合間にそれをのぞき込んだ。

「なにやってるの？」

「オミグリを作ってるんです」

　端たん的てきに問いかけるカレンへ、セレスが視線を手元へ固定したまま答える。

　アルディスにはオミグリというのが何なのかわからないが、カレンはそれを聞くなり表情を曇くもらせた。

「…………中に何入れたの？」

　まるでイタズラをひた隠かくしにする子供へ向けるような口調でカレンが問い詰つめる。

「セルジの実ですよ」

　一方のセレスは視線の向きを変えることなく正直に答えた。

　それを聞いてカレンが額に手をあてながら空を仰あおぐ。整ったかんばせの眉み間けんに深刻なシワが刻まれていた。

「疲つかれを癒いやせるし、身体からだにもいいでしょう？　歩き詰めで疲れた皆みなさんにはピッタリです」

　カレンの表情にも気付かずセレスはせっせと手を動かしている。同じように手を動かしていることからも、双ふた子ごがセレスの手伝いをしているであろう事は想像に難くない。

「確かに癒やせるけど、癒やせるけど……！」

　たまらずカレンが呻うめく。

　その様子を見て、どうやらセレスがまた何かやらかしたらしいとアルディスは理解した。

　どうもあのセレスという侍じ女じよ、見た目の麗うるわしさに反してなかなか残念な少女らしい。

　ラクター相手に見せた戦いぶりは見事であった。しかし侍女として求められる本来の素養は戦いではなく別のところにあるはずだ、と考えてしまうのはアルディスの勝手な思い込みではないだろう。

「アルディス、見て見てー！」

「アルディス、食べてー！」

　そんなセレスとカレンを放置して、双子が何やら白い塊かたまりを手に駆け寄ってくる。

「ん？　なんだ？」

　アルディスがリアナから差し出されたのは光こう沢たくを持つ無数の白い粒つぶ々つぶが固まった何か。

　リアナの言葉から察するに食べ物なのだろう。どうやら穀物を湯で炊たき、それをひとかたまりにまとめたものらしい。

「ふたりでオミグリ作ったのー」

「セレスに教えてもらったー」

　ふたりがそれぞれ両手いっぱいを使って持っているのはオミグリという物らしい。

　アルディスも初めて見るそれは、双子の小さな手で作られたせいか丸にも四角にも見えない歪いびつなデコボコの形状で、お世辞にも綺き麗れいな形とは言えなかった。しかしふたりが頑がん張ばって作ってくれたのであろうことは伝わってくる。双子の手に見える、あちこちくっついたままの白い粒つぶが何よりの証あかしだろう。
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　キラキラした目で食べて食べてと訴うつたえる双子に押し切られ、アルディスはリアナの手からオミグリを受け取る。

　思いのほか指へ粘ねばり着く感かん触しよくにアルディスが一いつ瞬しゆん眉まゆをよせた。

　匂においを嗅かぐが特に危険そうな気配はない。まだかすかに温かいオミグリから漂ってくる香かおりは、これが可食物であることを教えてくれた。

　問題は先ほどカレンが騒さわいでいた中身であろう。

「なあネーレ」

「何ぞ、我が主あるじよ？」

「セルジの実が何だか知ってるか？」

　アルディスは近くにいたネーレへ、聞き覚えがない名前の実について訊たずねる。

「帝てい国こく南部で採取できる木の実と聞いたことがある。疲ひ労ろう回復や滋じ養よう強きよう壮そう効果がある薬になるとか」

「薬、かあ……」

　アルディスはセレスたちの方へと視線を移す。

　どうやらセレスはカレンから説教を受けているようだった。しゅんとうなだれるセレスに対し、両りよう腕うでを腰こしに構えて言い聞かせているカレンの姿はここ二日の間に何度か見た光景である。

「薬として使うには大量の実から成分を抽ちゆう出しゆつする必要があると聞く。よほど大量に食さねば害はなかろう」

「それならいいか」

　ネーレの話を聞いて安全性に問題はないと判断し、アルディスは手に持ったオミグリを口に頰ほお張ばる。

　アルディスの口にほのかな甘みがある癖くせのない味が広がる。特別美味というわけではないが、毎日食べても飽あきの来ないやさしい味といえるだろう。少し粘りけのある食感だが、決して不快なものではない。思ったよりもやわらかく、意外に腹持ちもよさそうだった。

「おいしい？」

　すかさずリアナが感想を催さい促そくする。

「ふむ。悪くない」

　不思議と懐かしさを感じたアルディスが、正直な感想を口にした。

　そのまま何の気なしにもうひとくちかぶりつく。

　瞬間、アルディスの動きが停止した。

　ひとくち目に味わったのはオミグリの白い部分だけ。これは問題なかった。しかしアルディスのふたくち目がオミグリの中心部分にまで達したとき、その舌が異変を感じ取る。

　口の中に広がる独特の臭しゆう気き。それまでの上品ともいえる控ひかえめな味を薙なぎ払はらうように訴えてくるのは、青あお臭くささを凝ぎよう縮しゆくしたようななんともいえぬ味。

　一言で表せばただただ『まずい』、それに尽つきた。

　白い穀物自体はまったく問題ない。むしろ食べ慣れない食感とはいえおいしいと表現できる部類だろう。だがこの中身はいただけない。全すべてを受け止めるかのような白い穀物の味を、その中心に鎮ちん座ざした具が物の見事に薙なぎ払はらい台無しとしている。

　どことなく、アルディスがいつも使う王都の宿で看板娘むすめが出す創作料理を髣ほう髴ふつとさせる一品だった。

「これ、ネーレの分ね」

「うむ。ではいただこう」

　アルディスの様子に気付いた風もなく、フィリアが自分の持っていたオミグリをネーレに差し出す。

　ネーレはそれを何の疑いもなく受け取って口にした。

「懐かしい味だな。前に食したのはいつだったか」

　やはりひとくち目は何も問題がなかったのだろう。かすかな笑みを浮かべつつネーレがオミグリの感想を口にする。

　その表情が固まったのはふたくち目に入った時だった。

　期せずして主と同じように動きを止めたネーレが、ゆっくりと顔だけをアルディスへ向ける。

「…………我が主よ」

「なんだ？」

　アルディスの手元にあるオミグリを見たネーレは、そこにのぞいているのが自分の食べた具材と同じであることを確かく認にんして信じられないといった顔に変わる。

　そして何事もなかったかのようにオミグリを口に運ぶ黒くろ髪かみの主へ、得体の知れない生物を見るような目を向けた。

　あまり感情を顔に出さないネーレの表情がここまで変化するのも珍めずらしいであろう。

「さすがは我が主」

「何を言ってるんだ、おまえは」

　わけのわからないことを言いはじめた従者を横に、アルディスは残ったオミグリを黙もく々もくと食べ続ける。

　その様子に気付いたカレンが慌あわてて駆かけ寄って来た。

「ア、アルディスさん。……それ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　カレンがそれと表現しているのは双子が作ったオミグリのことだ。どうやらカレンのうろたえぶりを見るに、具材へセルジの実を使うというのがどういうことなのか、アルディスはようやく察した。

「まあ……、食える」

　さすがのアルディスも「大丈夫」とは返事しない。もちろん「おいしい」とは口が裂さけても言えないだろう。しかしわざわざ双子がアルディスたちのためを思って作ってくれた物だ。その頑張りがあさっての方へ向いていたとしても、幼いふたりを責めることなどできない。

　責めを負うべきは、今カレンの後方でひざを抱かかえて地面に何かの丸っこい字を書きながらいじけているセレスだろう。ずいぶんカレンに絞しぼられたらしく、ずいぶん意気消しよう沈ちんしている。

　そこへひとりの人物が近づいていく。

　ミシェルの護衛をしている若い傭よう兵へい、道中もセレスへやたらとちょっかいを出していたハルゼイだった。

「お、セレスが作ったのか？　俺ももらっていい？」

「え？　あっ……」

　彼はセレスのそばに置いてあったオミグリを見つけると、答えを待つことなく勝手にひとつ摑つかんでそのままがぶりと頰張った。

「うっ……、なんだこれ？」

　どうやらセレスのオミグリは双子のそれよりも幾いく分ぶん小さく作ってあったようだ。ひとくちでオミグリの半分を口にしたハルゼイは、瞬しゆん時じに具材にたどり着くとその違い和わ感かんで顔を歪ゆがませる。

「ぐはっ、ひでえ味！」

　たまらずハルゼイは口にしたオミグリを即そく座ざに地面へ吐はき出す。

　それはたぶん人間として正常な反応だろう。ネーレのように落ち着き払っていられるのは少数派であろうし、アルディスのように黙々と食べ続ける事ができる者はさらに少ないはずである。

　しかしハルゼイの態度はいただけない。いくら身体が摂せつ取しゆを拒きよ否ひするにしても、おそらく何の悪意もなく──むしろ善意で──作った人間の目前で叩たたきつけるように吐き出すというのはあまりに配はい慮りよを欠く行こう為いだ。

　落ち込んでいたセレスの顔が泣きそうな表情に染まる。

　そこへ不ふ穏おんな気配をまとわせつつにじり寄っていくのは、アルディスの前から反転したカレンだった。

「何をやっているのかしらハルゼイさん？　勝手にセレスの作ったものを食べておいて吐き出すなんてこと、許されるとでも思っているんですか？」

　無理やり作り出した黒い笑えみに怒いかりをにじませてカレンがハルゼイへ迫せまり寄る。

「え、いや。そんなつもりじゃあ……」

「そんなつもりがなければ、どんなつもりだったので？」

　言い逃のがれは許さないとばかりにハルゼイへ迫るカレン。

「あ、その……、あまりのまずさについ……」

「まずいのは当たり前でしょう、セレスが作ったんだから！　でもそれとこれとは話が別です！　たとえ胃がひっくり返るくらいまずくても、そこは平気な顔で食べてあげるのが男気の見せ所でしょうに！」

　カレンの理り不ふ尽じんな主張にアルディスが苦にが笑わらいをこぼす。まずい食べ物に男も女もないと言いたいところだが、この状じよう況きようで口を差し挟はさむほどアルディスも空気の読めない男ではない。

　無論ミシェルや他ほかの傭兵たちも騒ぎには気づいているが、とばっちりは食くらいたくないのだろう。アルディス同様に苦笑を浮うかべているだけだ。

「そ、それはさすがに無理が──」

「アルディスさんを見習いなさい！」

　なぜかアルディスを引き合いに出すカレン。

　別にアルディスはセレスを気き遣づかって食べているわけではない。たとえそれがどんな味であれ、可食物である限りは食べきる。ただそれだけの話だった。

　平然と最後のひとくちを食べきったアルディスに目を向け、「噓うそだろ」とつぶやいたハルゼイはそのまま足をもつれさせて逃にげ出す。

「む、無理です！　ごめんなさい！」

　その様子をミシェルたち年長の人間は呆あきれた目で見ていた。正直さは美徳でもあるが、正直であることと率そつ直ちよくであることはまた意味が違ちがう。それが理解できるほどの経験をハルゼイはまだ積んでいないのだろう。

　カレンはゆっくり近寄ると、屈かがんでセレスの身体からだを抱だきしめた。

「まったくもう。いつも言ってるでしょ、『食事にだけは手を出すな』って」

「ごめんなさい。勝手なことして……」

「ほら泣かないで。もう子供じゃないんだから」

　気落ちした侍じ女じよが主人の胸に顔をうずめて慰なぐさめられている。寄りかかるその姿はセレスがいかにカレンへ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを向けているか物語っているようだ。

　妙みような光景だな、とアルディスは思った。

　カレンの接し方は侍女に対するそれに見えない。どちらかというと娘や妹に対する接し方に近いだろう。

　そもそも本来はセレスがカレンを護まもるべき立場にあるはずだ。それを考えればカレンの振ふる舞まいは少々過保護な気もする。その一方で、甘やかしとはまた違う主従の関係を超こえた深い愛情が垣かい間ま見みえるのも確かだった。

「まあ、別に悪いことじゃないが」

　少なくとも主従関係を盾たてに取って無体を働く主あるじよりもよほどましだろう。

　だいいち、おかしな主従という意味ではアルディスとネーレの方が輪をかけて奇き妙みようである。なにせアルディスが望んだわけでもないのに一方的な従者宣言からはじまった主従関係なのだ。態度こそアルディスを立ててはいるものの、相変わらず自じ称しよう従者が口にするのは不ふ遜そん極きわまる遠えん慮りよのない言葉ばかり。

　主従とはいったい何なのだろうか、と内心頭をひねるばかりのアルディスであった。
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　大陸東部に広大な領土を誇ほこるコーサス王国の崩ほう壊かいから五十年。それはつまり王国領土の南東部に位置する半島へエルメニア帝てい国こくが建国されて五十年、ということでもある。

　原因不明の災害により壊かい滅めつした都周辺の大草原には新たに深い森が生まれ、コーサス王国の民たみは難民と化す。結果として彼らは北へ、西へ、そして南へと新天地を求めて離り散さんせざるを得なかった。

　かつて南東の地へ封ふうじられていたエルメニア侯こう爵しやくのもとへ、都から逃れてきた王女のひとりが身を寄せたのもまた必然というものであろう。王女は侯爵令息と結ばれ、やがて侯爵の代だい替がわりと共にエルメニア帝国の建国を宣言する。

　帝国の草創期は決して順調なものではなかった。

　広大な王国の中原を覆おおった森により国土が分断された結果、北部はトリア公国を名乗り独立、西部は都市国家ナグラスにより併へい吞どんされていたからだ。残るエルメニアの地に根を張らざるを得なかった元王国の中ちゆう枢すう部──エルメニア帝国の首脳陣じん──は、不足する食しよく糧りようと悪化の一途をたどる治安の回復に苦心することとなる。

　かつてエルメニア侯爵令息であった初代皇こう帝ていが崩ほう御ぎよし、彼の嫡ちやく孫そんが第三代エルメニア皇帝へ即そく位いするにいたってようやく帝国の国内も安定の兆きざしを見せた時、その皇女は誕生した。

　三代目の皇帝と正室との間に生まれた第一皇女は幼少時から蝶ちようよ花よと大事に育てられる。甘やかされた結果、わがままな皇女に育つ──だけならばよくある話である。

　しかし話はそこで終わらない。皇女の性質がただのわがままに留とどまらないということを周囲の人々が知るまで、それほど長い時間を必要としなかった。

「召しよう喚かんした職人が登城したとのことです」

　うららかな日差しの差し込む庭園で、貴人の護衛らしく身なりの整った兵が告げる。

「いつものように」

　それに対して短く指示を出すのはひとりの女性。年は当年取って十八歳。見るからに贅ぜいを尽つくしたドレスに身を包み、一流の職人が作ったであろうイスに腰こし掛かけ、侍女が用意した飲み物のカップを傾かたむける。

　彼女こそ、エルメニア帝国の第一皇女その人であった。

　皇女の命をそのまま実行すべく、兵は一礼して立ち去っていった。こうしてまた幾いく人かの職人が犠ぎ牲せいとなるのだ。

　エルメニア国内から皇女の命により呼び出しを受けた職人や学者はすでに延べ一万人を超える。表向きは帝国の産業を発展させるため、皇室が主導する研究開発へ従事することになっている。

　しかし現実は異なっていた。

　彼らを待っているのは皇女が望むままの研究を強しいられる日々だ。

　人を効率良く殺すために便利な道具の開発や生きながら可能な限り苦痛を与あたえ続ける方法の模も索さく、人じん為い的な流行はやり病を起こすための薬品精製、人間の脳から思考を奪うばい取り言われるがままの操あやつり人形に変えてしまおうという魔ま術じゆつの研究など、良識ある職人や学者なら手を出さないであろうテーマを皇女から与えられている。

　運が良ければ贅をこらした装そう飾しよく品の製作など比ひ較かく的てきまともな仕事を与えられることもあるが、それでも彼らに課されるのは罪人もかくやという監かん禁きんと強制的な労働の日々だった。一度城内に立ち入ったが最後、彼らは城の地下に留め置かれ二度と日の目を見ることはない。

　最低限の睡すい眠みんだけで休みもなく延々と働かされる彼らに未来はない。単純な肉体労働と違い、睡眠不足やストレス、抑よく圧あつされた精神状況では研究に必要なひらめきなど得られるはずもなく、帝国の熟練工や賢けん人じんたちはただ無む駄だに消費されていくだけだった。

　そもそも城の地下に一万人もの人間を留め置くスペースなどあるわけがない。常に五百人もの職人や学者がそこには抑よく留りゆうされているが、逆を言えばそれを差し引いた人数が犠ぎ牲せい者しや──城から外に出ることが許された物言わぬ死体──の数である。

　その補ほ塡てんは城下からのさらなる徴ちよう用ようによって埋うめられ、結果的に国内産業の発展を阻そ害がいしていた。

「今週亡なくなった者は八名です」

　そばに控ひかえた文官らしき男性が手元の書類をめくりながら皇女へ報告する。

「そうか。残念じゃの。家族を呼び寄せて対面させてやるがよい」

　皇こう妃ひ譲ゆずりの灰色髪かみをかき上げて皇女は慈じ悲ひ深そうな笑みを浮かべた。

「はい。──残された家族はどういたしますか？」

　文官がいつも通りの問いを投げかける。それに対して皇女が返す答えもいつもの通りだ。

「ひとりだけ墓中というのでは不ふ憫びんというものであろう？　同じ墓に入れてやるがよい」

「承知いたしました」

　それはつまり、残された家族に対する処しよ刑けい宣言でもあった。

　とんでもない話であるが、今の帝国に皇女の横暴を止められる者はいなかった。成長と共に磨みがきのかかった美び貌ぼうは周囲の男を魅み了りようしてやまず、政治を預かる宰さい相しようや軍事の長たる将軍はもちろんのこと、一兵卒に至るまで皇女の虜とりことなっている。

　それは父である皇帝や弟である皇太子にも同じ事が言えた。本来であれば帝国で最も強大な権力を持つ皇帝までもが皇女の言葉に唯い々い諾だく々だくと従う様はまるで彼女こそがこの城の主であると言わんばかりだ。

　皇女が持つ力の正体が何なのか、その源泉が何なのかは誰だれにもわからない。皇室に生まれたものとして高い教養を持つ皇女であったが、魔ま法ほうや魔術については手ほどきすら受けておらず、その力は生来のものであると考えられた。

　ただ、皇女の魅了はあくまでも男に対してのみ効果を発揮する。妹である第二皇女や第三皇女、そして城内で働く侍女や召めし使つかいの女には何ら影えい響きようの及およぶところではない。

　しかしそれも状況を好転させるには至らないであろう。

　母である皇妃は二年前すでに天へと旅立ち、今となっては皇女こそが帝国で最も高貴な女性として君臨している。第一皇女を諫いさめる事ができる女性など、帝国内にはひとりもいなかった。

　それでもなお、帝国でも数少ない女性文官の中には骨ほね抜ぬきとなった男に代わって皇女へ諫かん言げんしようとする忠臣がいた。

「殿でん下か。これ以上の徴用はおやめください。城下では職人が不足して生活物資の供給が滞とどこおっております。隣りん国ごくからの輸入もままならない今、物価は上がる一方で影響は食料品の価格にも及び、小麦一袋ふくろの値段は三年前と比べてもすでに六倍にまで上昇してしまいました。所得の低い臣民の中には満足に食事もできない者たちが増えております」

　男性文官や護衛兵たち、周囲からの冷ややかな目を一身に浴びながらも、勇気をふりしぼってひとりの女性文官が苦言を呈ていする。

　職人の不足は贅ぜい沢たく品ひんや日用品のみならず、農業など食糧生産に必ひつ須すの道具すら生産を困難にしていた。農民たちは自作の道具で急場をしのいでいるが、当然職人の作る道具に比べればお粗そ末まつな物である。その影響はじわりじわりと食糧生産高にも及び、帝国内の食料品価格は上がる一方だった。

「それはかわいそうじゃの。ならば周辺の町や村から食べ物を集めて帝てい都との臣民に振ふる舞まうとしようぞ。良い考えであろう？」

「それはすばらしい！」

「名案です！」

「さすが殿下！」

　皇女の思いつきを周囲の男どもが手放しで賞賛する。政治のわからない護衛兵だけならばともかく、文官ですら無責任に皇女の案を受け入れようとするその状じよう況きように、慌あわてて女性文官が制止した。

「お待ちください！　それでは周辺の町や村が困こん窮きゆうするだけです。食糧が不足しているのは帝都だけではありません。一時的に帝都の食糧事情が改善したところですぐにまた不足してしまいます」

　女性文官の訴うつたえに皇女はそれまで浮うかべていた笑えみを消し去ると、手に持った扇せん子すを広げて口元を隠かくす。

「……ああ言えばこう言う。そなた、本当に面めん倒どうよの」

「すぐに城へ留め置いている職人たちを城下に戻もどし──」

「黙だまるが良い」

　扇子をパチリと閉じ、冷たい目で皇女は女性文官を黙らせる。

「そのように臣民のことが大事と申すなら、そなたにちょうど良い勤めがあろう」

「ちょうど良い……勤め、でしょうか？」

　皇女の言葉を計りかね、女性文官が探さぐるような声で疑問を口にする。

「鉱山労働者どもをその身でいたわるという大事な勤めじゃ。若いそなたにはピッタリであろう」

「え……、それは……」

　彫ちよう刻こくのように整った唇くちびるから発せられるその言葉に、『勤め』の内容を察して女性文官の顔が瞬しゆん時じに青くなる。

「鉱山で働く者どもも大変であろう。半年ともたず死んでしまうしの。ならばせめて気き慰なぐさみのひとつくらいはあっても良かろうとは思うが、なかなか志願者がおらんでの。たまに送り込んだおなごもたちどころに潰つぶれてしまうと聞いておる」

　呆ぼう然ぜんとする女性文官の両りよう腕うでを、護衛の兵たちが拘こう束そくした。

「冗、談……、ですよね。殿下？」

　信じられないとばかりに小さく首を左右に振ふる女性文官へ、微笑ほほえみを見せながら皇女が別れの言葉を贈おくる。

「そなたならきっとすぐに人気者になれよう。もはや相まみえることもあるまいが、達者でな」

　そのまま引きずられるようにして女性文官が皇女の前から連れて行かれる。

「ひぃ、い、イヤ！　やめて！　放して！」

　必死に抵てい抗こうする女性文官の声を聞きながら、皇女は扇子を再び広げて口元を隠した。扇子で隠しきれない目元からは笑顔の気配がこぼれ落ちる。

「政まつりごとは鬱うつ憤ぷんがたまるのう。気分転てん換かんとでもいこうかの」

「本日はどのような趣しゆ向こうになさいますか？」

　事もなげな皇女の言葉にすぐさま反応して、そばに控えていた従者が問いかける。

「そうよの……。いっせいに、まとまってつぶれゆくのを見るのも趣おもむきがあろう。穴を掘ほって二十人ほどを入れ、上から大岩を落とすのはどうであろうか？」

「良いお考えかと。ただそれですと岩が邪じや魔までつぶれるところが見えないのではないでしょうか？」

　何をつぶすのかはもはや口にするまでもないのだろう。皇女に魅了されていない者が聞けば不快感に精神がゆさぶられるであろう会話を平然と交かわしていた。

「それもそうよの。……ではこうしようぞ！」

　名案を思いついたとばかりに皇女が両手を叩たたく。

「大岩を城じよう壁へきのそばに置き、壁かべの上から同時に落とすのが良かろう。上手うまくタイミングが合えば一いつ斉せいに潰れるのが見えるのではないか？」

「そうですな。良いお考えかと。では兵士二十名にそれぞれタイミングを合わせて突つき落とさせましょう。失敗する愚ぐ図ずな兵士はついでにその場で処分してしまえば手間もかかりませんし」

　人を人とも思わぬふたりの会話で、その日も二十人を超こえる命が意味もなく失われた。

　犠牲となったのは取るに足らぬ罪状で捕とらえられた都の住民である。こうして帝てい国こくはじわりじわりとその国力を失い、病びよう巣そうが身体からだをむしばむかのごとく機能不全に陥おちいっていく。

　帝国の歴史において暗黒期と呼ばれる時代から人々が解放されるには、皇女が若くして謎なぞの死を遂とげる三年後を待たなければならなかった。
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　アルディスがカレンたちの護衛を引き受けてから四日目の朝。

　野営を行う時、アルディスたちは三交代制で夜番をしている。その日最後に見張りを担当したのはネーレとセレス、そしてヘレナの三人。

　何事もなく夜が去り、淡あわい光に包まれる空へ朝日が差し込むまでもう少しという時間帯に襲しゆう撃げきは突とつ然ぜんやって来た。

「どうしたね。我が主あるじよ」

　最初に言葉を発したのはネーレである。

　それまで横になって睡眠を取っていたアルディスが、身を起こすなり傍かたわらに置いていた剣けんをたぐり寄せる。

「来る」

　アルディスが短く告げる。

「え？」

　何のことだかわからないセレスがアルディスとネーレの顔を交こう互ごに見た。

「──あの連中かね？」

　ネーレの索さく敵てき範はん囲いはアルディスと比べれば狭せまい。こと奇き襲しゆうへの警けい戒かいという点に限って言えばどうしてもアルディスに一歩及ばないだろう。一方で個々の魔ま力りよくを詳しよう細さいに判別するという点においてはネーレに軍配が上がる。それはアルディスの不得意とするところであった。

「ああ。……速いな。囲むつもりらしい」

　固まった身体をほぐしながら、アルディスは戦せん闘とうに備えて全員を起こしはじめた。

「どうした？」

「連中が襲おそってくるぞ。すぐ近くまで来ている」

　寝ねぼけまなこのクレンテに向けて必要最低限の情報を告げる。

「あいつらか！」

　黒覆ふく面めんがやって来ると聞いて、すぐさま傭よう兵へいたちが飛び起きて臨戦態勢を整える。襲撃に対して瞬時に反応できるのはさすがといったところだろう。あっという間にミシェルと双ふた子ごを庇かばうように陣じん形けいを整える。

「敵の数はわかるか？」

「三十を超えそうだ」

　アルディスがざっと数えた敵の数を告げた。

「ちいっ！　やっぱりか！」

　前回襲撃を受けてからの時間が経たてば経つほどに、敵も入念に準備を整えてやって来ることは明白だった。予想通りに黒覆面たちは前回の倍に達する人数で襲いかかって来た。戦力を小出しにして消しよう耗もうするよりも、圧あつ倒とう的な優位性を持って一気に片をつけようという意図が見える。

　警告も何もなくアルディスたちに向けて矢が放たれる。同時に後方から魔力の高まりを感じ、アルディスは二本のショートソードを宙に解き放った。

「ネーレ！　こっちは任せた！」

　返事をろくに確かめもせず、アルディスはブロードソードを片手に後方へと飛び込んでいく。

「上手く隠れているつもりだろうが」

　視界を遮さえぎるものが多い森ではアルディスやネーレのように魔力探知ができるというのが圧倒的なアドバンテージとして活いきる。おそらくミシェルやカレンたちだけであれば死角からの魔ま法ほう攻こう撃げきにより不意をつかれていたことだろう。

　しかし周囲五百メートルもの距きよ離りにある魔力を察知できるアルディスには、それも通用しない。

　不自然に高まる魔力は魔法行使の前兆。

　ならば魔法が発動される前に──。

「つぶす」

　立ち並ぶ樹木を五本ほど通りすぎ、幹の直径が二メートルにも達しようかという大樹の後ろへ回り込む。その陰かげには藍あい鉄てつ色の装備と黒覆面を身につけた敵が三人いた。

「なぜ──！」

　なぜ自分たちの存在がばれたのか。その疑問を解消する間もなくひとりの黒覆面がブロードソードに喉のど元もとを裂さかれて息絶える。

「くっ！」

　慌てて残ったふたりの黒覆面がアルディスから距離を取ろうと飛び退すさる。

　藍鉄色のローブで身を包んでいることから、おそらく魔ま術じゆつ師しであろうとアルディスは断定した。

　遠くから隠れて魔法攻撃を加えようとするくらいだ。彼らが近接戦闘を考こう慮りよしていなかったことは明らかだ。

　しかし彼らもただ者ではない。

「言の葉は汝なんじが現うつし身みを断たちてまほろばへと誘さそう────眠モルテり・ウオのルネ・霧シープ！」

「淡き白は遥はるかなる虚こ空くうが育はぐくみし断罪の閃せん撃げき────烈ステイ・迅グロールの・エ刃ルメート！」

　アルディスの強きよう襲しゆうを受け、仲間のひとりを倒たおされてからのわずかな時間。

　飛び退のきながらも素す早ばやく詠えい唱しようを行い反はん撃げきする。

　その詠唱はよどみなく、正確かつ敏びん速そく。

　剣の届く距離にいながらも狼ろう狽ばいすることなくアルディスの命を刈かり取ろうと最適な一手を打つ。

　対象が抵抗に失敗すれば即そく座ざに無力化できる『眠りの霧』。それに抵抗された時のため、発動後の攻こう撃げき速度に優すぐれる『烈迅の刃』を重ねて放つ。

　一いつ瞬しゆんにしてその判断を下すことができるのは、それだけ彼らが厳しい鍛たん錬れんと実戦経験を積み重ねてきた何よりの証あかしだ。

　もしアルディスがただの剣けん士しであれば、眠りにより無力化され、あるいは風の上級魔ま法ほうにより傷を負っていたことだろう。

　だがアルディスはただの剣士ではない。

　誘うような眠ねむ気けを吹ふきはらい、襲いかかる風の刃やいばを魔法障しよう壁へきで弾はじく。

　自分たちの放った魔法が効果を発揮しなかったと判断して、黒覆面たちが再び詠唱をはじめようとしたその時、ふたりの胸を貫つらぬいてショートソードの切っ先が大量の血と共に姿を現した。

「かはっ……！　う、しろ……？」

　口から血を吐はきながら黒覆面のひとりが頭だけで後ろをふり向く。

　だがそこには誰だれもいない。

　振るう人間のいないショートソードが自らの胸を貫くという不可解な状じよう況きようを理解できないまま、黒覆面たちは血だまりを作りながら崩くずれ落ちた。

　アルディスはショートソードを黒覆面たちから引き抜ぬくと、次の標的に狙ねらいを定める。

　ネーレたちへと襲いかかっているのはおよそ二十人前後。それ以外に八人の人間が少し離はなれたところへ固まっている。

　段階を分けて奇襲するつもりなのか、それとも魔術師や弓士のような遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行う人間が配置されているのか。

　どちらにせよ──。

「つぶすだけだが」

　ネーレが防ぼう御ぎよにまわっている以上は問題ないと思われるが、それでも敵の数が圧倒的に多い。

　アルディスは急ぎ離れた場所にいる集団を排はい除じよするため動きはじめる。

　早々にケリをつけるべく木々を縫ぬって駆かけ寄り、強襲をかけようとしたその時。集団の中から強い魔力が湧わきおこる。

　次の瞬しゆん間かん、集団からネーレたちのいる場所に向けて幾いく筋もの光が木々の合間を縫ってうねりを打った。

「『虹リテ・色キユオーのル・ロ・弓ベルネ』か！」

　魔力によって生み出された光の矢を標的に向けて放つ上級魔法である。

　炎ほのおや風の上級魔法と異なり使い手が極きよく端たんに少なく、戦いを生業なりわいにする傭兵たちですら目にしたことのない人間は多い。

「使い手を先に──！」

　百本近い光の矢がネーレたちに向けられるのを横目に、アルディスは駆け出した。ネーレたちへの警告も含ふくめて魔力を使った爆ばく発はつを光の矢にぶつけながら、『虹色の弓』を放った敵へ向けて加速する。

　通常であればひとりの術者が『虹色の弓』で生み出す光の矢は十本程度と言われている。相手の人数と矢の数を考えれば、おそらくは集団の全員が『虹色の弓』を扱あつかう手て練だれということだろう。

　ネーレならばあれを防ぐことは可能なはずだ。先ほどの爆発でこちらに注意を向ければ不意打ちを食くらうこともないだろう。

　だがただでさえ二十人もの敵を半数以下の人数で防いでいるのだ。その人数に応戦しながら『虹色の弓』を遠えん距きよ離りから連続して放たれればいくらネーレとて手が回らなくなる。早さつ急きゆうに使い手をつぶす必要があった。

　幸い『虹色の弓』の詠唱には時間がかかる。アルディスの移動速度なら第二波が来る前に使い手の懐ふところへ潜もぐり込むことは可能だろう。

「そこか！」

　魔力により相手の位置を探知できるアルディスにとって、身を隠かくす場所の多い森だろうが見み渡わたす限かぎり視界の開けた草原だろうが関係無い。『虹色の弓』が着ちやく弾だんしたと思われる轟ごう音おんを背にしつつ、すぐさま敵の位置を正確に把は握あくし、その真ん中へ無詠唱で生みだした巨氷を叩たたき込んだ。

　相手もとっさに魔法障壁を展開して対応する。

　膨ぼう大だいな質量と魔力の塊かたまりである巨氷、そして彼らの生みだした魔法障壁が青白い光を放ちながらせめぎ合う。

　八人がかりとはいえアルディスの魔法攻撃をしのいでいるのだ。その力量はさすが帝てい国こくの特務部隊といえるだろう。

　だが防ぐだけではアルディスの刃から逃のがれられるはずもなかった。

　アルディスは敵のただ中へ飛び込むと、障壁の維い持じで手て一いつ杯ぱいの敵魔術師たちを撫なでるようにブロードソードで斬きりつける。

　最初のひと振ふりでふたりを、ふた振り目でひとりを斬り捨てると、ようやくアルディスに対して反撃の魔法を唱えはじめた敵へショートソードを飛ばしてさらにふたりを屠ほふる。

　残る三人を刈り取るまでに要した時間はほんの数秒。

　あっという間に魔術師たちを駆く逐ちくしたアルディスは、踵きびすを返してネーレたちの元へと急いだ。

　魔力探知によってネーレたちの無事は確かく認にんしていたものの、実際に双子とネーレの無事な姿を見てアルディスは戦闘中にもかかわらず安あん堵どの息をつく。

　味方の方に被ひ害がいはまだ出ていない。

　だが敵もその数はほとんど変わっていなかった。わずかにふたりばかり倒れている黒覆面が確認できるだけだ。

　黒覆面たちと傭兵たちの力量は、個別に見れば傭兵たちの方がやや上。カレンとセレスも良いところの令れい嬢じようとは思えないほど剣けんの扱いに慣れている。もちろん黒覆面たちには遠く及およばないが、周囲からの援えん護ごがあればそうそう負けはしないはずだった。

　ネーレは双子の安全を優先して守りに重点を置いて戦っていたのだろう。彼女ひとりであれば取るに足らない相手だが、さすがに双子とミシェルを守りながらカレンやセレス、そして傭兵たちのフォローをするのは容易なことではない。

「これでもくらえ！」

　黒覆面が最も集中している地点に向けて、アルディスは『烈迅の刃』に匹ひつ敵てきする風を作りだすと敵の頭上から叩きつける。

　凶きよう悪あく極きわまりない風の刃が容よう赦しやなく黒覆面たちに襲いかかり血祭りに上げていった。

　一瞬にして三人を失った黒覆面たちが、アルディスを最大級の危険要素と判断して攻撃の矛ほこ先さきを変えようとしたその時。

　不ふ吉きつな声が森にこだました。

「フォー、フォー」

　低い音階で口笛を吹いたような独特の鳴き声が届き、声の主がもそりと姿を現す。

「くそったれ！　こんな時に！」

　斬り結んでいた黒覆ふく面めんを押し返しながら、クレンテが呪じゆ詛そを吐いた。

　現れたのは人面にも見えるフクロウのような頭部を持った茶色い体の魔ま物もの。体毛の短い馬のような上半身の後ろに、ヘビのごとく鱗うろこで覆おおわれた長い下半身が続いている。二本の前まえ肢あしでアンバランスな上半身を支えつつ、三メートルほど続く下半身の蛇だ行こう運動でじわりじわりと包ほう囲い網もうを狭せばめていた。

「フォー」

　魔物の目が細められ、赤い瞳ひとみがその隙すき間まからわずかに見える。

　コーサスの森において最も傭よう兵へいから恐おそれられる魔物。森の悪夢と称しようされる『ウィップス』だ。

　それまで攻せめ手だった黒覆面たちは一転して自らが襲おそわれる立場となった。

　アルディスたちを囲む黒覆面たち、それをさらに囲むような形で現れたウィップスの群れ。その数はざっと四十体を超こえるだろう。

「なんて数だい」

　その数にミシェルの顔が青ざめる。

　同時に傭兵のひとりが焦あせったようにつぶやいた。

「確かにここはウィップスの生息域に近いが……」

　本来であれば単独、あるいは番つがいで行動するこの魔物がこれだけの数一度に出現するのはまれなことだ。

　しかし「なぜ？」と問いかけたところで相手は人語を解かいすることのない魔物である。ましてや人間同士の敵味方など意に介かいすることもないだろう。

　突とつ然ぜんの乱入者に場は混こん迷めいを極める。

　アルディスたち、黒覆面たち、そしてウィップスたち三つどもえの乱戦が始まった。

　クレンテの剣が黒覆面のひとりを斬り捨て、その横で別の黒覆面がウィップスの首に斬りかかる。ヘレナはミシェルと双ふた子ごを背にしてウィップスと対たい峙じし、一方でネーレの放つ光こう弾だんが黒覆面もろともウィップスの一体を焼き尽つくす。

　アルディスは双子の安全を優先しつつ、周囲に近づいてくる敵を一体ずつ飛剣で仕留めていった。

　相手が黒覆面だろうがウィップスだろうが関係無い。最終的に襲いかかってくる相手を残らず仕留めてしまえばいいのだ。

「フォーオフォフォー、フォフォーオフォーフォーオーフォー！」

　三勢力が入り乱れる喧けん騒そうの中、突とつ如じよとしてウィップスの口から奇き妙みような音が紡つむぎ出される。

　それはただの鳴き声ではない。音階を奏かなでるようなその旋せん律りつは、耳にした者の意識を刈り取り戦場に静せい寂じやくをもたらすことから『静寂の唄うた』と名付けられ傭兵たちの間で恐れられている。ウィップス特有の不思議な力だ。

　双子が意識を失ってひざから崩れ落ちた。

　同時に黒覆面のひとりがやはり『静寂の唄』にやられたのだろう。ウィップスの目前でパタリと倒たおれる。

　だが意識を失ったのはその三人だけだった。

　アルディスやネーレはもちろんのこと、傭兵の面々や黒覆面も残る全員が耐たえきっている。ミシェルでさえも少々ふらつきながらなんとか意識を保っていた。

　大して状況は変わらない。

　そうアルディスが判断したのも束つかの間、ほころびは思わぬところから生じていた。

「これは……、精神への干かん渉しよう……？　──しまった！」

　ウィップスの『静寂の唄』が途と絶だえると同時に、それまでミシェルたちの守りについていたカレンが焦りをあらわにする。

　その瞳が向けられたのはとなりで剣を振ふるっていたセレスだった。

「ア……」

　見ればセレスの様子がおかしい。

「どうしたんだい、嬢じようちゃん？」

　異変に気付いたミシェルが声をかけるも、放心したようにセレスは立ち尽くすままだ。

「ア、ア、ア……」

　口からこぼれるのは意味を成さないうめき声だけ。

　その隙すきを見み逃のがす黒覆面たちではない。

　ここぞとばかりに意識がおぼつかないセレスへと襲いかかる。

「させるか！」

　アルディスはそれまで斬り結んでいた相手を飛剣にまかせると、自らはセレスへと駆け寄っていく。

　左右からセレスへ飛びかかろうとしていた黒覆面の一方をはじき飛ばし、もうひとりへと目を向けた時。セレスの身体からだが急に動き出した。

　とっさにブロードソードを使って防御したアルディスは、自身の身体を襲う重い衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされる。

「くっ！」

　体勢を立て直したアルディスが見たもの。

　それはアルディス同様吹き飛ばされたと思われる黒覆面の姿と、セレスの身に起こった変化だった。

　シルバーホワイトの髪かみ色へ鮮あざやかな染料をこぼしたかのような緋ひ色いろが侵しん食しよくしていく。

　青い瞳は次し第だいにその色を失い、あっという間に輝かがやきを伴ともなう銀色へと染まった。

　その表情からは一いつ切さいの感情が消え去り、その口から発せられるうめき声が叫さけび声へと変わっていく。

「アア……。アアアアア……！」

「セレス──！」

　尋じん常じようならざるその変化にカレンがセレスの元へ駆かけ寄ろうとするが、対峙している黒覆面がそれを許さない。

　同時にセレスへはふたりの黒覆面が襲いかかっている。

　加えて悪いことに、ウィップスが一体、セレスに向けて突とつ進しんしていた。おそらく叫び声を上げたことで注意を引いてしまったのだろう。

「アアアァ！」

　セレスが唸うなり、その手に持ったショートソードが澄すんだ風切り音と共に振り抜ぬかれた。

「ぐあっ……！」

　防具に守られたはずの脇わき腹ばらへ強ごう引いんに食い込んだ剣けん身しんは、勢いそのままに反対側へと突つき抜ける。セレスの剣が黒覆面の胴どう体たいを背骨ごと断たち切った。

　舞まう血ち飛沫しぶき。

　もうひとりの黒覆面がその隙をついて背後から斬りかかるが、セレスはまるでそれが見えていたかのようにすぐさまひるがえると剣を振りかぶる。

「なっ──！」

　瞬まばたきする間もなく振り下ろされたショートソードが、黒覆面の右みぎ肩かたから左ひだり脇わき腹ばらにかけてを防具もろとも分断する。

　驚きよう愕がくの言葉を最後まで発することもできず、黒覆面が自ら生みだした血だまりへと落ち込んでいった。

「なんて力だ……」

　クレンテが一連の戦いを見て青くなる。

　防具もろとも人間の身体を両断するなど並の膂りよ力りよくでできることではない。

　細いセレスの身体にまさかそんな力が眠ねむっているとは思ってもみなかったのだろう。

「魔ま力りよくで強化された剣だったのかい……」

　ミシェルはそれ以上にセレスの持つ剣を注視していた。

　いくら膂力があろうとも、防具ごと人間の身体を両断するほど大きな力を無理やり込めれば普ふ通つうは剣が折れる。しかしセレスのショートソードはふたりの人間を斬ってもなお健在であった。それはつまり、彼女の剣が魔力によって強化された剣である何よりの証しよう拠こだろう。

　一いつ介かいの侍じ女じよがそのように希少な剣を持っているのはなぜか。

　周囲の人間がそんな疑問を浮うかべる間もなく次なる危機がセレスへと襲いかかる。

「フォフォー」

　セレスに向けて突進してくる一体のウィップス。

　その頭部がくちばしでセレスの脳天を突かんと覆いかぶさった。

　届いたならばまたたく間にセレスの命を刈かり取るであろう一いち撃げきは、目にも留まらぬ一ひと振ふりによってあっけなく退けられる。

　魔力を帯びたセレスの剣が横なぎに振るわれた瞬しゆん間かん、ウィップスの首から大量の血飛沫が上がる。

　遅おくれること数秒、巨きよ大だいな頭部が落下してゴトリという音と共に地面へ激げき突とつした。

「驚おどろきましたね……」

　尋常ではないセレスの戦いぶりに、ヘレナが思わずつぶやく。

「セレス？　大だい丈じよう夫ぶか？　なあ──」

「待て！　近づくな！」

　ハルゼイが無防備にセレスへ近づこうとしたのをクレンテが呼び止める。

　セレスがまともな状態でないことは誰だれの目にも明らかだ。

　突然変色した髪色、うなり声しか発しなくなったその口。なにより焦しよう点てんをなくしたセレスの瞳には何ひとつ意思らしきものが感じられない。

　そんな状態の人間へ無防備に近づくなど、不用心にもほどがある。

　もちろんハルゼイとて若いとはいえクレンテたちとパーティを組む傭兵だ。それくらいのことは百も承知のはずだろう。

　しかし相手が個人的な好意を寄せる少女ということでその判断力が鈍にぶってしまったに違ちがいない。

「アアアァァァ！」

　その間合いへ無む警けい戒かいに入ってしまったハルゼイへ、反射的にセレスの剣けん撃げきが襲いかかった。

「あっ……！」

　その瞬間、ハルゼイが顔を強こわばらせて自らの失態を悟さとる。

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめるセレス。その剣けん先さきが孤を描えがいた。

　しかしハルゼイの命をいとも簡単に断ち切るかと思われたその剣は、彼に届かない。

　若い傭兵の首へと剣が達する直前に何枚ものガラスを打ち割ったような音が響ひびき、彼の命を刈り取ろうとしたその軌き道どうを一本のブロードソードが妨さまたげた。アルディスだ。

　魔力の込められた剣撃を正面から受け止めることは避さけ、ブロードソードの持ち主は相手の力をそらすように下から払はらい上げる。
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「下がれ！」

　怒ど鳴なりつけるようにアルディスがハルゼイへ言葉を叩たたきつけた。

　同時にセレスの注意を自分へ向けるため、牽けん制せいの一撃を彼女へと返す。

　焦点をなくした瞳ひとみのまま素す早ばやくセレスが反応する。

　アルディスの剣を叩き割らんとばかりに空気を切り裂さいて魔力を帯びた剣が振り下ろされた。

「まずい！」

　セレスの鋭するどく重い剣撃をまともに受ければ剣身にかかる負ふ荷かは計り知れない。相手の剣が魔力によって強化されている以上、激突すれば折れるのはアルディスのブロードソードだ。

　アルディスはとっさにブロードソードへ魔力を込めて強化する。

　上から叩きつけられる格好でブロードソードが大地へ食い込む。アルディスの手に強い衝撃が響いた。

　元から魔力で強化を受けているセレスの剣と違い、アルディスのそれはあくまでも間に合わせの付け焼やき刃ばだ。しかし一時とはいえセレスの剣に対たい抗こうできるほどの強度を得られたのは、ひとえにアルディスの魔力が人並み外れて強力だからだろう。

「アアアァァァ！」

　慟どう哭こくのような声をあげつつ、セレスの剣がアルディスの胴どうを狙ねらって横から振るわれた。

　アルディスはセレスの腹に向けて魔力の塊かたまりを衝しよう撃げき波はのようにぶつけつつ、彼女の間合いから逃のがれるように後ろへ飛ぶ。

　次なる一手に備えて構えるアルディスであったが、セレスの標的はすでに別の存在へと移っていた。

　ゼンマイ仕じ掛かけの人形がふり向くようにゆっくりとセレスの首が右を向く。その先にいたのはフクロウのような頭部をもつ魔ま物ものの群れ。手当たり次第に周囲へと襲おそいかかる彼女が次の獲え物ものとして選んだのはウィップスであった。

「ウウウアアァ！」

　雄お叫たけびとも威い嚇かくともとれる叫び声と共にセレスがウィップスの群れへと飛び込む。

　その手に握にぎられたショートソードが一振りひるがえるたびに魔物の身体から血が噴ふき出す。

　一体、また一体とコーサスの森最強といわれる魔物がいとも容易たやすく斬きり捨てられていった。

　さすがにセレスの危険性を理解したのか、ウィップスが背を向けて逃にげはじめる。

　普ふ段だんであればまず見られない光景だろう。

　集団となって一方向へと逃げ出すウィップス。それを追いかけてセレスが駆け出すと、さらにその後を黒覆ふく面めんたちの半数ほどが追つい跡せきしはじめた。

「姫ひめ様さま！」

　対たい峙じしていた黒覆面をどうにか斬り伏ふせ、セレスの元へと駆け寄ろうとしていたカレンの口から思いもよらぬ言葉が飛び出した。

「姫様？」

　その言葉へとっさに反応したのはアルディスだけではない。

　しかしウィップスが逃げ去り、黒覆面の数が半減したといっても、いまだ戦せん闘とうは継けい続ぞく中である。カレンを問い質ただす余よ裕ゆうは誰にもなかった。

　周囲の状じよう況きようなどお構いなしにカレンがセレスの消えた方向へと駆け出す。その行く手を遮さえぎるように立ちふさがるのは黒覆面のひとり。

「邪じや魔まを、するなあ！」

　感情をむき出しにしたカレンが抜き身の剣もろとも体ごと飛びかかる。

　それはまるで我が身の安全を顧かえりみぬ、無む謀ぼうとも思える捨て身の攻こう撃げきだった。

「ちっ！　世話の焼ける！」

　アルディスは黒覆面のひとりと斬り結びながら、とっさに飛剣の一本をカレンのフォローへと回す。

　カレンの一撃を寸前まで引きつけようとしていた黒覆面の足もとを、アルディスの意を受けた飛剣が掬すくい上げる。

　回かい避ひのタイミングを逸いつした黒覆面をカレンの剣が通り抜けざまに斬り捨てた。

「しまっ……！」

　失態を悔くやむ間もなく黒覆面が崩くずれ落ちる。

　その骸むくろを残してカレンは森の奥へと走り去っていった。

「ネーレ、後を頼たのむ！」

「承知した、我が主あるじよ」

　カレンはもちろんのこと、セレスも捨て置くわけにはいかない。

　アルディスはネーレに双ふた子ごやミシェルたちの守りを託たくすとカレンを追って走り出す。

　残る黒覆面の数は少ない。後はネーレと傭よう兵へいたちだけでもしのぎきれるだろう。

　走りながらアルディスは周囲の魔力を探知する。

　アルディスから五十メートルほど先を移動するのがカレン。そして三百メートルほど離はなれた場所を群れて移動しているのがセレスたちだろう。

「カレン！」

　追いついたアルディスがカレンの横を併へい走そうする。

　カレンは一度だけ視線をとなりに向け、無言のまま走り続けた。

「そっちじゃない。こっちだ！」

「わかるのですか？」

　魔力を探知できるアルディスにはセレスたちの行方ゆくえが手に取るようにわかった。

　セレスの居場所から少しずれた方角へ向かおうとしていたカレンを誘ゆう導どうする。

「ああ、かなり高速で移動しているようだ」

　セレスたちは思いのほか速いスピードで遠ざかっている。

　このままではいつ追いつけるかわからない状況だったが、セレスたちとていつまでも走り続けるわけではないだろう。ウィップスが逃げ、セレスがそれを追い、黒覆面が追跡する。ウィップスにセレスが追いつくか、あるいは黒覆面がセレスに追いつけば自然と足を止めることになるはずだ。

　彼らの動きが止まり追いつくまでの間に、アルディスはカレンに対して先ほど生じたばかりの疑問をぶつける。

「『姫様』というのはどういうことだ？」

　カレンからの答えは数秒の沈ちん黙もくを挟はさんで返ってきた。

「……彼らの狙いはわたしではありません。セレスです」

　もちろんそれは今の状況を見ればカレンが言わずともわかることだ。

　問題はセレスが何者かということだろう。

「彼女は──、セレスはあんたの侍女ではないのか？」

　アルディスの問いかけをカレンは否定する。

「セレスは……、あの方はわたしの侍女ではありません。あの方の名はセレスティア──」

　次いでその口から語られたセレスの正体に、アルディスは目を細めることとなった。

「セレスティア・レグ・コーサス・エルメニア。エルメニア帝てい国こくの第三皇女殿でん下かです。侍女は……わたしの方です」

「帝国の皇女ときたか……。なるほど、どうりで皇こう帝てい直属の特務部隊が出張ってくるわけだ」

　アルディスがこれまでの道中で抱いだいていた違い和わ感かんが氷解する。

　カレンに対するセレスの侍女とは思えぬ気き易やすい言動。セレスに対して妙みように過保護なカレンの態度。積極的に雑事を請うけ負い、手慣れた様子を見せるカレンと対照的に浮き世よ離ばなれした感のあるセレス。立場が逆であるとわかれば、その収まりの悪さも説明がつく。

　主従の立場を入れ替かえていた意図についてはアルディスも理解できる。どれだけ身分を偽いつわろうとも立ち振ふる舞まいからにじみ出る育ちの良さは隠かくせない。どうせ高貴な身分であることがわかってしまうなら、せめてセレスに危険の矛ほこ先さきが向かないよう、カレンが身をもって盾たてになろうと考えたのだろう。

「セレスの変化とあんたらが追われてることは何か関係があるのか？」

　アルディスの問いかけに数秒の間を置いてカレンの答えが続く。

「……エルメニア帝国の皇室においては、姫様のような灰色に近い髪かみは不ふ吉きつな色とされているんです」

「不吉な色？」

　そうです、と答えながらも足を止めないカレンの横をアルディスも併走しつつ問いかける。

「まだエルメニア帝国が建国からそれほど間もない頃ころ、皇室にひとりの女児が生まれました。その皇女は皇こう妃ひの美び貌ぼうを受け継つぎ、齢よわい十四を超こえる頃には絶世の美女として国中の男たちからは求愛を、そして女たちからは羨せん望ぼうを受けていたそうです。その皇女の髪色が──」

「セレスと同じような髪色だったと？」

「はい」

　答えを得てもなお、アルディスはカレンに対する追及をやめない。

「それだけ聞けば別に何の問題もなさそうだが、当然まだあるんだろ？」

「そうです。その皇女は誰だれもがうらやむ美貌を持っていましたが、もうひとつ、常人離ばなれしたものを持っていました」

　問われるカレンもそれで話が終わるとは思っていなかったのだろう。今度は躊躇ためらう素そ振ぶりも見せず説明を続けた。

「それは？」

「狂きよう気き、です」

　カレンの口から飛び出した物ぶつ騒そうな言葉にアルディスはピクリと片眉まゆを動かす。

　セレスたちを追うために足を動かしながら、カレンの口から語られる内容にアルディスは黙だまって耳を傾かたむけた。

　セレスと同じ髪色を持っていたという古い時代の皇女。名はすでに失われているという。失われたというよりも、おそらく皇室の人間にとって目をそらしたい、いなかったことにしたい存在なのだろう。

　幼い頃は大人しい性格だったその皇女が、ふとした拍ひよう子しにとんでもない残ざん虐ぎやく性を発揮したのは十七の誕生日を迎むかえた日だという。

　突とつ然ぜん人が変わったかのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞いを見せはじめ、感情の赴おもむくままに周囲へ不幸を振りまきだしたらしい。気に入らない者を勝手な理り屈くつで罰ばつし、嘆なげく周囲の反応を見て悦えつに入りながら次々と犠ぎ牲せい者しやを生みだしていった。

　侍じ女じよや従者への暴力をふるうだけならばまだましで、城下に赴いては臣民を数名連れ帰ると、しばらく贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活をさせたあげくにひとりまたひとりと地ち下か牢ろうへ閉じこめてはなぶり殺していたという。

　もちろんそれを諫いさめようとした者もいたが、それは新たな犠牲者を増やすだけとなった。皇女を育て上げた乳母うばや世話役の侍女たちが次なる犠牲者となり、その対象は身分の貴き賤せんを問わず広こう範はん囲いにおよんだ。

　皇族という身分に守られた異常者は、ゆっくりとその病びよう巣そうを帝てい国こく中ちゆう枢すう部に張り巡めぐらせていく。

　傾けい国こくの狂きよう姫き殿下。

　それが皇女に向けられた畏い怖ふを表す言葉だった。

　傾国とまで呼ばれる絶世の美貌、その整った唇くちびるから紡つむぎ出される命令により処断された者は万をくだらないとまで言われている。

　その魔ま手しゆは皇室内にも及およんだ。時の皇帝でもある実の父親すらその手にかけ、皇太子であった弟、そして七名の弟妹たち。次々と皇位継けい承しよう権を持つ者の命が、あるときは間接的に、あるときは皇女自身の手で直接断たたれていった。

「その皇女が若くして衰すい弱じやく死ししたとき、唯ゆい一いつ皇室で命を保っていたのは当時五歳だった第四皇子だけだったそうです」

　皇女が残した傷きず跡あとはそれだけではない。

　政策への度たび重かさなる口出しにより現場は混乱し、その隙すきをついて利権をむさぼる貴族がのさばり、帝国の政まつりごとは万ばん民みんのためではなく一部の悪徳貴族が思いのままに操あやつっていたという。

　帝国がようやくその体制を整えはじめた黎れい明めい期き。皇室と政治の混乱により国の発展は大きく阻そ害がいされた。後の世に『皇女の存在は帝国の発展を三十年後退させた』とまで言わしめるありさまである。

「以後、皇室では灰色やそれに近い髪色を忌いみ嫌きらう風潮が根付きました。民たみの間ですら灰色髪や銀髪はあまり好かれません。生まれつきそういった色の髪を持つ者は、別の色に染めて生活している者も多いでしょう。そんな中、生まれながらにして銀髪を持つ姫様は幼い頃から『存在しないもの』として扱あつかわれてきました」

　またそれか、とアルディスは舌打ちしたくなる。

　双子が忌いみ子とされているのと同様、生まれつきの髪色がたまたま過去の凶きよう人じんと似ているからというだけの理由だった。どうしてこうも愚ぐにも付かない口実を盾にして、人間は醜しゆう悪あくな存在へ自らを貶おとしめるのだろうか。

「くだらない話だな。髪の色ひとつで実害があるわけじゃない──と言いたいところだが」

「はい。先ほどご覧になったとおり、ただ髪色があの色だからというわけではありません」

　双子と異なるのは単にいわくつきだからという理由だけではないということだ。実際にセレスはアルディスたちの理解が及ばない変化を起こし、味方であるはずのハルゼイやアルディスに斬きりかかってきたのだから。

「姫様は幼少時よりときおりあのように正気を失われます。特に精神へ干かん渉しようを及ぼすような魔ま力りよくをあてられたときに」

　おそらくウィップスの『静せい寂じやくの唄うた』が引き金となったのだろう。

「髪の色まで変わるというのは尋じん常じような話じゃないな」

「ああなった姫様は周囲の人間が誰であろうと構わず暴れはじめます」

「しかも普ふ段だんとは比べものにならない力をもって、か」

　確かにセレスの剣けん技ぎはなかなか堂に入ったものだった。だがそれを差し引いても今のセレスが見せる力は並の傭兵を軽く凌りよう駕がしている。

　もちろんアルディスには遠く及ばないだろう。一対一なら五分もあれば叩たたき伏ふせることができる。しかしそれはつまり、逆に言えばアルディスの相手が短時間なら務まる程度の力はあるということだ。

「近この衛えの精せい鋭えいですら、ああなった姫様を止めることは容易なことではありません」

　帝国の近衛がどれほどの力量を持っているのかは知らないが、今のセレスを傷つけずに拘こう束そくするのは相当困難だろう。

　相手は皇族である。傷を負わせないよう手加減しながら拘束するのは単純に相手を斬り捨てるよりも遥はるかに難易度が高い。

「頻ひん繁ぱんにああなるというわけではありませんが、それでも都度大勢の怪け我が人が出ています。犠牲者も……ひとり」

　カレンの声が弱々しくなる。

　アルディスは黙って話を聞きながら足もとに転がるウィップスの骸むくろを避さけて走る。おそらくセレスのものと思われる剣けん撃げきにより、太い胴どう体たいが八割方切り離はなされていた。それは彼女の一刀がいかに鋭するどいものであるかを明白に物語っている。

「普段はとてもお優やさしい方なのです。決して人を傷つけるような、そんな方ではありません。ですが口さがない者の間では『傾国の狂姫殿下』の再来だと、皇室にかけられた呪のろいだと……」

　髪色だけで馬ば鹿かげたことを──とは一いち概がいに言えない。

　現にセレスの変わり様はそれを裏付けるに足る衝しよう撃げきを見る者へ与あたえるだろう。

「先日、帝国に滞たい在ざいしていた賓ひん客きやくとその従者へ姫様が傷を負わせてしまったことが大きな問題となってしまい……。皇帝陛下もこれまでは姫様を庇かばってくださいましたが、それも限界らしく──」

　カレンが言うには近々セレスを幽ゆう閉へいしようという動きがあったらしい。

「じゃあ父親から至急の連れん絡らくが届いたって話は出任せか？」

「いえ、それは本当です。ただその内容が『すぐに第三皇女の側そば仕づかえを辞し、家へ戻もどるように』という言葉だったというだけの話です。近々幽閉される姫様のそばから自分の娘むすめを引きはがしておくつもりだったのでしょう」

　吐はき捨てるようなカレンの言葉は父親に対する屈くつ折せつした感情が窺うかがえた。

　父親からの連絡でそれを知ったカレンは、セレスから離れるのではなくセレスと共にあることを選せん択たくした。国を捨て、身分を捨てて帝てい都とから逃にげ出したのだという。

　聞いていた話では少数の護衛と共に帝都を抜ぬけ出したと言っていたが、その護衛とやらも帝都近くの町で雇やとった傭よう兵へい数人だけだったらしい。セレスとふたりだけで帝都を抜け出してきたと明かされ、アルディスはおそらく話を聞けば大多数の人間が抱くと思われる感想を口にした。

「無む謀ぼうなことを」

　それがどうやらカレンの感情に火をつけたようだ。

　カレンは突然立ち止まると強い口調で尖とがった言葉をアルディスへ叩きつけてきた。

「無謀なのは百も承知です！　ですがそれが何だというのです！　姫様が悪いというのですか！　髪色も生まれも、あんなふうに周囲を傷つけてしまうのも、あの方が望んでいるわけではないのですよ！　一生幽閉されて……、その存在すらないものにされて……、どうしてそんな仕打ちを黙って受け入れなければならないんですか！」

　その瞳ひとみから嘆きとも憤ふん慨がいともとれる峻しゆん烈れつな視線がアルディスに向けて突つき出される。

　双ふた子ごの場合、本人はただその生まれだけで忌み嫌われ世間からつまはじきにされる。何の非もない双子と違ちがい、セレスの場合は理性を失い周囲の人間を傷つけるという実害があるのだ。

　しかし一方でそれがセレスの望んだことではないのも確かだろう。

　セレスの変容がどのような理由によるものであっても、普段の彼女が意味もなく周囲を傷つけるような人物でないことはアルディスもわかっている。むしろ彼女自身、自分が正気を失っている間の行いを嘆いている可能性が高い。

　それが呪いなのか、それとも生まれ持った宿しゆく痾あなのかはわからない。だがセレス本人とて苦しみ、振り回されてきたのだろう。そしてカレンがそんなセレスを支え続けてきたことも容易に察することができた。

「わたしはただ姫様に人並みの幸せを摑つかんで欲しいだけなんです。帝てい国こくの目が届かない遠い異国で静かに、でも自由に生きて、わたしたちの出自など知らない誰かと恋こいをして、平へい凡ぼんな人生を送ってもらえればそれで……」

　普ふ通つうの皇女や貴族令れい嬢じようなら下々の暮らしなど到とう底てい無理だろうが、セレスとカレンなら傭兵としてうまくやっていけるかもしれない。この数日彼女たちが見せていた振る舞まいは育ちの良さを窺わせるところが多々あったものの、アルディスの目から見ても十分ごまかしがきくレベルに留とどまっていた。これから経験を積み、意識して言動を変えていけばやがて平民に溶とけ込むこともできるだろう。

　しかしそれはあくまでも普段の生活においては、という限定的な話だ。

　今回のように突然セレスが理性を失い、誰彼お構いなしに襲おそいかかっていては、穏おだやかな生活など夢のまた夢だろう。先ほどのセレスを見る限り、戦う術すべを持たない平民はもとより並の傭兵では太刀たち打うちできそうにない。

「ああ、……いや、まあ。平凡な人生ったってなあ……。あんな事情があるんじゃ、かなり厳しいと……」

　言いよどみながらもやんわりとアルディスが言葉を返す。

　可哀かわい想そうな話だが、たとえ運命の出会いがあったとしてもむざむざ恋こい仲なかになった男を死なせるだけだろう。

「だからこそわたしがいるのです」

　しかしカレンからの反応は意外なものだった。

　そんな事は承知の上とばかりに、確とした口調で正面からアルディスを見み据すえる。

「あれを鎮しずめる方法があると？」

「はい。そのためにわたしは姫様のお側そばへ仕えているのですから」

　言わんとするところを悟さとったアルディスの問いに対して、カレンは誇ほこらしげに答えると追つい跡せきを再開する。

　やがてアルディスたちの進む方向と並ぶように断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの谷が姿を現し、どこまでも続くと思われた森が突とつ然ぜん途と切ぎれる。

　幅はば五十メートルほどの距きよ離りをあけて、崖がけの向こう側にはさらなる森が続いていた。当然その五十メートルには足を置く場もなく、遥か奈な落らくまで続くかのような谷底が口を開いている。

　アルディスとカレンは谷に沿って走り続ける。途と中ちゆうであちこちに横たわるウィップスの骸が何よりの道みち標しるべであった。アルディスはカレンの後を追いかけながら、改めてセレスたちの位置を確かく認にんすると、余よ裕ゆうを含ふくませた口調で魔力探知の結果をカレンへ告げた。

「先ほどよりずいぶん離されてしまったが、ようやく追いかけっこは終わりらしい」

　多数の魔力反応が一いつ箇か所しよに留とどまって各おの々おの複雑な動きを見せている。足を止めて戦せん闘とう状態に入ったことは間ま違ちがいないだろう。ウィップスはすでにほとんど殲せん滅めつされてしまったらしい。セレスが足を止めたのはそのためだろう。

「だが、こいつは……」

　アルディスの表情がくもる。

　その言葉が途中で途と切ぎれた理由は、想定外の魔力反応が新たに現れたからだ。

　セレスや黒覆ふく面めん、そしてウィップスとは明らかに違う魔力の大きさ。コーサスの森最強と呼ばれるウィップスがまるで雑魚ざこのように感じられるほど強大な魔力がセレスたちに近づいて来ていた。

「そろそろ追いつくぞ」

　アルディスはカレンへ声をかけると、警けい戒かい心しんを全開にしながらショートソードを随ずい伴はんさせる。

　近づくにつれ、遠く聞こえていた喧けん騒そうが次し第だいに大きくなってくる。

　無言で頷うなずいたカレンが大樹の脇わきを通り抜けたとき、ようやく追いかけていた相手が視界に入った。

　アルディスの視界へ真っ先に入ってきたのは巨きよ大だいな人型の存在。

　体高五メートルを超こえようかという巨きよ軀くを包むのは岩のようなゴツゴツとした肌はだ。足は二本だけだが、肩かたからは左右二本ずつ計四本の太い腕うでが生えている。頭部には牙きばの並んだ大きな口と、むき出しになった赤い石を思わせる目らしき器官が片側に四つずつ並んでいた。

「またゴツイのが出てきたな……」

　視界の一方では緋ひ色いろのポニーテールが右へ左へと一いつ瞬しゆんとて止まることなく剣を振ふるい、周囲に群がる動く者全すべてを排はい除じよしようと駆かけまわっていた。セレスだ。

　セレスを捕とらえようとしているのか、黒覆面は投と網あみらしきものを彼女へ投げつけている。だが人外じみた瞬しゆん発ぱつ力りよくで動き回るセレスを捕ほ捉そくするのは難しい。ひらりと投網を躱かわすセレスの足もとには彼女に斬られて倒たおれ伏したと思われるウィップスや黒覆面たちの姿が見えた。

　加えて新たに現れた四つ腕の巨きよ人じんが場をかき乱す。セレス、黒覆面、ウィップスの三つどもえだった戦いは、その役者を一部交代してセレス、黒覆面、四つ腕巨人の三者が担になっていた。

　セレスを囲む黒覆面たちの一角を四つ腕巨人が剝はぎ払はらう。

　人間の胴体ほどもある四つ腕が振るわれると、その先に生えていた木々がメリメリと音を立てて折れた。

　周囲の大木をも巻き込みながら、同時に黒覆面たちが数名、四し肢しをあり得ない方向へ曲げられながら吹ふき飛んでいる。

　敵味方もなく暴れるセレスが無謀にも四つ腕巨人へと飛びかかった。

　四本のうち、左右一本ずつの腕がセレスをはたき落とそうと振り下ろされる。

　身をよじって無理やり剣を横なぎに振るい、巨大な腕を一本はじき飛ばしたセレスだったが、さすがにあれだけ重そうな攻こう撃げきをさばくのは一本が限界なのだろう。かろうじて身を躱すのがやっとといったところだった。

　すぐさま地を蹴けって巨人の懐ふところに潜もぐり込もうとしたセレスの横から、もう一本の左腕が襲いかかる。

　目にも留まらぬ速さで振るわれたセレスの剣が巨人の脇わき腹ばらを斬きり裂さくのと、彼女の体が巨人の腕に捕らえられたのは同時だった。

「姫様！」

　カレンの叫さけびが響ひびく。

　セレスは巨人の腕から繰くり出される破は壊かい的な暴力によってその体を吹き飛ばされ、十メートルほど離れた場所で大木に叩たたきつけられた。

　動きの止まったセレスに向けて黒覆面が投網を一いつ斉せいに放つ。

　セレスはそれを避けようとしたものの、身体からだに受けたダメージがそれを許さなかったのだろう。半歩動くのが精せい一いつ杯ぱいで、またたく間に投網で全身を拘こう束そくされてしまった。

　だが当然それで終わりというわけにはいかない。

　脇腹を切りつけられた四つ腕巨人が猛たけり狂くるった。

「グウオォォォォ！」

　巨人の全身がまるで液体のように泡あわ立だつ。

　その泡あわが弾はじけた瞬しゆん間かんに四方八方へ衝しよう撃げき波はらしきものが拡散した。

「っと！」

　とっさにアルディスはカレンと自分の身を魔ま法ほう障しよう壁へきで守る。

　間を置かずに到とう達たつした衝撃波とアルディスの障壁が激げき突とつして岩を削けずるような音を立てた。

「姫ひめ様さま！」

　カレンが飛び出す。

　アルディスとカレンは障壁のおかげで無傷だが、周囲は惨さん憺たんたるありさまだった。

　衝撃波をまともに受けたと思われる黒覆面たちは全員が木や岩に叩きつけられて動く者はすでになし。姿の見えない数人はおそらく谷底へ落ちてしまったのだろう。

　セレスは何重もの投網に全身を包まれていたのが幸いしたらしい。飛ばされた先が茂しげみだったことや四つ腕巨人から離はなれていたこともあって、ダメージは比ひ較かく的てき少なそうだった。

　セレスの元へとカレンが駆け寄る。

　カレンたちへと魔ま物ものの脅きよう威いが及およばないよう巨人との間に割り込むと、アルディスは二本のショートソードを巨人へ向けて放って牽けん制せいする。

「……見ないヤツだな」

　冷静に四つ腕巨人を観察しながらもその腕は鞘さやからブロードソードを引き抜いている。

　アルディスとて全ての魔物を熟知しているわけではない。だが目の前にいる巨人がこれまで確認されていない魔物であることは確かだろう。これだけ強大な力を持っている魔物であれば王都の『三さん大だい強ごう魔ま』のように名が知れているはずだ。

　もともと人間はこの広大なコーサスの森全域を把は握あくできているわけではない。傭兵や探たん索さく者がまだ遭そう遇ぐうしていないだけで、森にはこういったバケモノがいくらでも生息しているのだろう。

「魔ま境きようと呼ばれるだけのことはあるか」

　四つ腕巨人は周囲を飛び回る飛ひ剣けんを鬱うつ陶とうしそうに腕で払いのけようとする。

　もちろんアルディスの操あやつる剣がそのように緩かん慢まんな動きで捉とらえられるわけもない。

「もう傷が塞ふさがってるのか」

　巨人の脇腹にアルディスの目が留まる。

　先ほどセレスが付けた傷はすでに血が止まっていた。完全に癒いえたわけではないだろうが、あれだけ動き回っているにもかかわらず傷が塞がるということは、巨人の自然治ち癒ゆ力が尋じん常じようではないことを示している。

「だがいくら治癒力が高くても、一気にたたみかけてしまえば──」

　アルディスが攻こう勢せいに出ようとしたその時、背後からカレンの叫び声が聞こえた。

「姫様！　おやめください！」

　何事かと視線を向けたアルディスが見たのは、もがきながら投網を剣で切り裂くセレスであった。その体に網あみ目め状の薄うすい傷がついている。

　おそらく投網を構成するひとつひとつの網目は繊せん維いではなく針金のような金属でできているのだろう。無理やり拘束を解こうとしてセレスがもがき、その身体を締しめ付けるように網目が食い込んでゆく。

　なんとかカレンがそれを押し止とどめようとしているが、当然セレスに声が届いた様子はない。

「カレン、離れろ」

　投網の拘束はセレスの動きを阻そ害がいしているが、彼女が振るう剣によって確実に断たち切られつつある。

　セレスが自由を取りもどすのにそれほど時間はかかるまい。そうなったとき、真っ先に襲われるのはすぐそばにいるカレンである。だがアルディスが警告したにもかかわらず、カレンはセレスのそばを離れなかった。

　やがてセレスは身体につきまとう拘束を全て断ち切り、ついに自らを解放する。

　自由になったセレスの右手が魔剣を振り上げた。目の前にいる人物をカレンというひとりの人間ではなく、ただ鬱陶しいだけの邪じや魔まな物体として排はい除じよしようというつもりなのだろう。

　その瞬間、カレンはアルディスが思ってもいなかった行動に出る。

　剣を振りかざして襲おそいかかるセレスに対して、正面から近づき懐へ潜り込むと両りよう腕うでをその体へと巻き付けたのだ。

「何やってる、カレン！」

　カレンが見せた予想外の行動にアルディスは叫ぶ。

「アアァァ！」

　セレスが暴れる。

　二の腕もろともセレスの身体を全身で抱だき込んだカレンがまるで風にゆられる柳やなぎのごとく左右へゆさぶられた。

「姫様！　わたしです！　カレンです！」

　しかしカレンはセレスを必死に押さえつけ、放そうとはしない。

「やめろカレン！」

「アアアァァァ！」

　いくらカレンが人並み以上の身体能力をもっていたとしても、今のセレスを押さえつけられるほどではない。

　剣を持ったセレスの右みぎ腕うでが不自由ながらも小さく振り回され、その刃やいばがカレンへと向けられた。

　狙ねらいなどという丁てい寧ねいさとは無む縁えんの勢いで、刃はカレンの無防備な背後へ襲いかかる。当然彼女にはそれを知る術すべなどない。セレスに抱きついた状態のまま、カレンは背に無む慈じ悲ひな一いち撃げきを刻まれた。

「きゃああ！」

「カレン！」

　カレンの外がい套とうが瞬しゆん時じに裂かれる。

　若芽色の髪かみがちぎれて宙を舞まい、背中の裂け目から白い肌とひとすじの赤い線が覗のぞく。

　力を失いその場へカレンが崩くずれ落ちた。

　そのカレンに対してとどめとばかりにセレスが剣を振り上げる。

「させるか！」

　アルディスが瞬時に障壁でカレンの身体を包む。

　同時に地を蹴ってセレスへ接近すると、彼女の持つ剣を自らのブロードソードで弾はじいてカレンの安全を確保する。

　もちろんそれで怯ひるむセレスではない。

　すぐさま身体を沈しずめて全身のバネを引き絞しぼると、アルディスに向けて飛びかかってきた。

　鋭するどい剣撃がアルディスを襲う。とっさに振り上げたブロードソードがセレスの魔剣を受け止めて甲かん高だかい音をたてる。

「重い！」

　セレスの剣から伝わってくる思いのほか重量感がある一撃に、アルディスはつい益やく体たいもない言葉を吐はき捨てる。

「グガアアァ！」

　今度はアルディスの後方から魔物の雄お叫たけびが響く。

　それまで四つ腕の巨人を飛剣で牽制して押さえこんでいたが、いつまでも大人しくしてくれるわけもない。

　おちょくるように周囲を飛んでいたショートソードを無視してアルディスへ突つっ込んで来た。

「面めん倒どうな！」

　正面からは正気を失い人とは思えない速さと力で襲いかかってくるセレス。後方からは巨軀を揺ゆらしながら近づいてくる四つ腕巨人。そして足もとには傷ついて動けないカレン。

「さすがに三ついっぺん相手にするのは──」

　魔物とセレスの両者に挟はさまれ、しかもカレンを護まもりながら戦うのはアルディスといえど容易なことではない。

　アルディスは飛剣を呼び戻もどして今度はセレスへ差し向けると、カレンを両腕で抱かかえて崖がけがある方向へ駆かけ出す。

「姫、様……」

　腕うでの中でカレンが苦しそうにつぶやく。

「いいから今はここを離れるぞ」

　アルディスは飛剣でセレスをその場に押し止めながら、崖の一歩手前で足を止める。

「ガアアアァ！」

　知性のかけらも持ち合わせていなさそうな巨きよ人じんが容易につり出される。

　逃にげ場のない崖に追い詰つめられるアルディスとそこへ襲いかかる巨人。

　もしこの場を目にする第三者がいれば、どこからどう見ても絶体絶命の危機と判断するだろう。

　しかし追い詰められているのは他ほかならぬアルディスである。当然これが危機であろうはずもない。

　巨人がアルディスに向けて突とつ進しんしてくる。

　あともうひと呼吸でその腕がアルディスに届こうかというところで、アルディスが後ろ向きに跳ちよう躍やくした。

　その体が支えるもののない崖上へ移動すると同時に、挑ちよう戦せん的な視線を巨人へ向ける。

「おまえはこれでも食くらっとけ」

　両腕にカレンを抱えたままアルディスは不敵に宣言すると、巨人の周囲へと魔ま力りよくで作り出した氷ひよう槍そうをぶつけた。

　直接叩きつけられたわけでもない魔力の槍は当然巨人そのものへダメージを与あたえるわけではない。

　だがアルディスの魔力によって強化された氷槍は深く地面へと突き刺ささり、周囲との連結にひびを入れる。

　そこへさらにアルディスの放つ衝撃波が追い打ちをかけた。

　衝撃波によって氷槍はさらに地中へと深く刺さり、同時に地面が大きくゆさぶられる。

　四方が平面に囲まれた場所ならばそれでも大した変化はなかっただろう。

　だがここは切り立った崖の端はしである。逃げ場を得た力は必然的に地面の途と切ぎれた崖へと向かっていった。

　巨人の足もとが崩れはじめる。

　周囲一帯を巻き込みながらばらばらと砕くだける岩と土。

　それらの残ざん骸がいを供として、巨人の身体が重力に引かれて落ち込んでいく。

「ウガアアァァ！」

　おそらく何が起こったかもわからないまま、四つ腕巨人はその巨きよ体たいを奈な落らくへと飲み込まれていった。

　その場に残ったのはなおもパラパラと音を立てて落ちていく小石と土ど砂しや。そして崖の上に浮ういたままのアルディスたちだ。

　アルディスは巨人が落ちるのを見届けるでもなく、カレンを抱えたまま森へと引き返す。

　崩れた場所から十分な距きよ離りを取って降り立ち、やわらかそうな場所を選んでカレンを降ろすとその傷を確かく認にんした。

「思ったほど深くはないな」

　カレンの背中はセレスの剣によって斜ななめに切り裂さかれ、あらわになった肌はだが血にまみれている。しかしカレンによって腕が不自由であったことや剣を斬きりつける向きが悪すぎたこと、そして若芽色の長ちよう髪はつがわずかながら緩かん衝しよう材ざいになったことで傷は奇き跡せき的に浅くすんでいた。

　アルディスは傷の手当てをしようとしてカレンの背に手を伸のばす。

「これは……」

　染しみ入るように朱しゆ色いろが広がるカレンの背中。しかしアルディスの目を奪うばったのは別のものだった。今しがたセレスの剣によって付けられた傷の周囲に、無数の傷きず跡あとが見えたからだ。

「古傷か」

　おそらく過去に受けた傷なのだろう。周囲の肌と比べて少し固さを感じさせる傷跡が十センチと間かん隔かくを開けず続いていた。

　アルディスは手当て用の布を取り出して新しい傷口を押さえ、手近な植物のツルをちぎるとカレンの身体からだに巻き付ける。

　行商人であるミシェルならば治ち療りよう薬のひとつやふたつ持っているだろう。あとはカレンの体力消しよう耗もうを防ぎ、すみやかにミシェルたちと合流するのが一番だが。

「姫ひめ、様さま……」

　カレンが弱々しい声で主人を呼ぶ。

　自らの傷よりも主人の身を案じるカレンのことを思えば、あの状態でセレスを放置しておくわけにもいかない。さすがのアルディスも五百メートル以上離はなれてしまえば再びセレスを追つい跡せきすることはできないのだ。

　アルディスが目を向ければ、そこには剣けんを片手に近づいてくるひとつの人ひと影かげ。

　周囲につきまとう二本のショートソードを忌いま々いましそうに払はらいながら、燃える炎ほのおの髪色をしたセレスが近づいてくる。

「カレン、あれはどうしたらいいんだ？」

　あれとはつまり理性を失った状態のセレスである。

　アルディスの力をもってすれば今のセレスを斬り捨てることは容易たやすい。またカレンを連れて逃げることも可能だろう。だができることならアルディスはそのどちらをも選びたくなかった。

　セレスを無理やり拘こう束そくすることは可能だろうが、彼女の意識が元に戻らないのであれば何の意味もなさない。いくらアルディスが魔力の扱あつかいに長たけているとはいえ、何もかもを都合良く魔ま術じゆつで解決できるわけではないのだ。

　ネーレならばあるいはとも考えるが、あのセレスをネーレの元へ連れていくということは双ふた子ごを危険にさらすのと同じである。

　それならばいったんカレンをミシェルに託たくして自分とネーレだけでセレスを捜そう索さくするか。しかしそれでは双子の守りがおろそかになってしまう……。

「温ぬくもりを……」

「温もり？」

　限られた時間の中で善後策を練っていたアルディスに向けて、カレンの口から思わぬ言葉が飛び出す。

「……しばらく、人の温もりを、感じていれば、……それで元に、戻ります」

「それだけなのか？　それでセレスは元に戻るのか？」

　カレンが告げたのはセレスに正気を取りもどさせるための手段。しかしその方法はあまりにも単純なものだった。

「……それだけ、です」

　背中の痛みに顔を歪ゆがませながらカレンが頷うなずく。

「それがわたしの、役目ですから……」

　アルディスの中でいくつかの疑問がそれで溶け去る。

　暴れるセレスへ抱だきつくというカレンの無む謀ぼうな行こう為い。そしてカレンの身体に刻まれた数々の傷跡。おそらく理性を失い暴走するセレスを鎮しずめるため、これまで幾いく度どとなく身を挺ていしてきたのだろう。

　言うだけなら容易いが、あの状態のセレスを押さえつけるのは並の苦労ではない。ましてや武器を持っている状態ではなおさらだ。

「だから、わたしが……」

「やめろ！　今のおまえには無理だ！」

　負傷を押して立とうとするカレンをアルディスが押し止とどめた。

「だが元に戻す方法がわかってるなら……」

　飛剣を払いのけながら近づいてくるセレスを一いち瞥べつした後、アルディスはカレンの頭を片手でポンポンと叩たたいて安心させるように告げる。

「俺に任せておけ。なあに、可か憐れんな美少女を抱だきしめるだけで問題が解決するなんて、ある意味役得じゃないか」

　軽い口調と共におどけてみせると、アルディスはカレンの周囲へ簡易的な障しよう壁へきを展開して立ち上がる。

　守るべきもの、なすべきこと、その両方が明らかならば迷いも躊躇ためらいも必要ない。

　今はただ、カレンの望み通りセレスを正気に戻すだけだった。

　方法は至って単純明快。できる、問題ない。そう自分に言い聞かせてアルディスは意識を目の前にいる相手へ集中させる。

　次の瞬しゆん間かん、アルディスの身体が弾はじかれたように移動した。

　まとわりつく飛剣よりも危険な存在だと判断したのだろう。セレスはその銀色に染まった目をアルディスに向けると、迎むかえ撃うたんとばかりに飛剣を無視して正面から突進してくる。

「アアアァァ！」

　飛びかかってくるセレスの剣がアルディスの頭上から振ふり下ろされた。

　アルディスは一歩横に動いてそれをかわすと、剣の腹を使ってセレスの腹部へ打だ撃げきを叩き込む。

　それに対してセレスは剣の柄つかをぶつけて防ぎ、そのままアルディスの剣に沿って懐ふところへ潜もぐり込もうとした。

　しかしその足もとをアルディスの操あやつる飛剣が阻はばむ。

　セレスの足が地を蹴けった。

　標的を瞬しゆん時じに失ったアルディスの飛剣はむなしく地面に突き刺さる。

「飛んだか！」

　もう一本の飛剣がセレスの背後から忍しのび寄って肩かた口ぐちへと襲おそいかかった。

　いくら人外じみた動きを見せたところで、アルディスやネーレのように空中を動き回る術すべはもっていないだろう。両足が地面から離れてしまえば、もはやどれだけ俊しゆん敏びん性が高かろうと攻こう撃げきを避さけられない。

　そんなアルディスの予想をあざ笑うかのように、セレスは身体をひねる。

「なっ！」

　おそらく飛び上がる瞬間には身体をひねっていたのだろう。アルディスの前には飛び上がったセレスの背中が見えていた。

　背後から奇き襲しゆうしようとしていたショートソードを横なぎにはじき飛ばし、その勢いのまま身体をコマのように一回転させてセレスは剣で大きく円を描えがく。

　後方からの攻撃を防ぎつつ、剣の軌き道どうを反対側──つまり前面──への攻撃に転化したのだ。

　身体の回転と遠心力によって生まれた重い一いち撃げきをアルディスのブロードソードが迎え撃つ。

「やるな！」

　魔力をもって徹てつ底てい的に強化していなければ、おそらくアルディスのブロードソードはその衝しよう撃げきに耐たえきれず折れていたことだろう。同じ重じゆう鉄てつ製の剣ならばともかく、相手が魔力を込められた剣では分が悪すぎる。

　セレスが一歩引くのにあわせてアルディスも距離を取る。

　目的はセレスを倒たおすことではない。その攻撃をかいくぐって接近し、拘束することだ。

　しかし想像以上にセレスの動きは速い。強ごう引いんに取り押さえることはできるだろうが、できる事ならアルディスもセレスを傷つけたくなかった。

　となれば搦からめ手てを使うまで。

「足を」

　アルディスはセレスの周囲を巻き込み、その足もとの土を魔力で圧縮する。固い岩を叩きつけられたように地面が二十センチほど陥かん没ぼつした。

　不意に足場を失ったセレスがバランスを崩くずしたところへ、アルディスは手持ちのブロードソードも含ふくめた三本の剣を飛ばす。

　セレスはとっさに反応して剣で打ち落としたが、それはあくまでも囮おとり。セレスの体勢を崩すための一手にほかならない。

「本命はこっちだ」

　再びセレスの足もとへアルディスの魔術が飛ぶ。鎖くさり状じようの氷が生み出されセレスの両足へと絡からみつくと、瞬時に固まってその動きを阻そ害がいする。

「アアァァァ！」

　苛いら立だたしげに足を動かそうとするセレスの背後へとアルディスが身を滑すべり込ませた。後ろから両りよう腕うでを回すと、セレスの身体を抱きしめるようにして拘束する。

「セレス！　気を確かに持て！」

　狂くるったように身をよじり、何とかアルディスから逃のがれようとするセレスだが、さすがに相手が悪い。カレンの時と同じように手に持った剣でアルディスを傷つけようと試みるも、宙に浮く三本の飛剣がそれを妨さまたげる。

「アアア！」

　足もとを氷で地面につなぎ止められ、上半身をアルディスの腕うでで拘束されたセレスは何とか逃れようともがく。しかし当然アルディスがそれを許すはずもない。

　暴れるセレスと押さえこむアルディスのせめぎ合いはどれくらい続いただろうか。

　当の本人たちにしてみれば短いようで長い時間。やがて暴れていたセレスが少しずつ落ち着きを取りもどしていく。

「ア……、アア……あ……」

　セレスの手から剣が落ちる。

　もがくように身をよじっていたセレスが次し第だいに力を失い、その口から放たれていた雄お叫たけびのような声も小さくなっていった。
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　セレスティア・レグ・コーサス・エルメニアがこの世に生を受けたのは十五年ほど前。帝てい国こくの第三皇女として生まれた彼女には、本来であれば何不自由ない暮らしが保障されているはずであった。

　その誕生を周囲の人間が祝ったのはごくわずかな一いつ瞬しゆんのこと。赤ん坊ぼうのセレスを取り上げた助産師がまずそれに気付いた。生まれたての赤子に生えている薄うすい頭とう髪はつ。その色がシルバーホワイトであったことに場の空気が固まったと言われている。

　皇女誕生の知らせを執しつ務む室で受けた皇こう帝ていは、その髪かみ色を耳にするなり手にしていた書類を取り落としたという。それだけ皇室にとって灰色髪というのは不ふ吉きつなものであった。

　セレスの存在は誕生の当日から世に対して伏ふせられ、対外的には死産として伝えられた。

　生まれ落ちた瞬間からいない者とされるセレスの人生はこうして幕を開ける。

　他ほかの皇子や皇女の時には国を挙げて行われた誕生の儀ぎも執とり行われず、貴族を集めてのお披ひ露ろ目めもなし。後宮の隅すみにある目立たない一室でほぼ軟なん禁きん状態となり、ひっそりと育てられた。

　十五年の人生でセレスが父親たる皇帝や母親たる皇こう妃ひと顔をあわせたのはほんの数回。兄弟姉妹に至っては一度も会ったことがない。嫌いや々いやセレスの世話をする数少ない侍じ女じよや召めし使つかいだけが彼女の世界だった。

　右を見ても左を見てもセレスへ向けられるのは嫌けん悪おの視線ばかり。唯ゆい一いつの例外は姉妹のように育った侍女のカレンだけだ。

「姫ひめ様さま。準備の方は万ばん端たんですよ」

「城下に出るのも久しぶりね。髪の毛は不自然に見えない？　ちゃんと召使いに見えるかしら？」

　侍女服に身を包んだカレンと言葉を交かわすのは、召使いのお仕着せを着たセレスである。シルバーホワイトの髪を黒いウィッグで覆おおい隠かくしているため少々ボリュームの増えた頭部も、ヘッドドレスのおかげで辛かろうじてごまかせている。

　しかしいくら装いを変えようともその素す顔がおまでは隠せない。カレンの手によりメイクを施ほどこされ普ふ段だんのセレスとは違ちがった雰ふん囲い気きに仕上げられてはいるが、印象は変えられても元の造形はどうにもならなかった。

「……少々お顔が整いすぎてはおりますが、格好だけならば召使いに見えるでしょう」

「なんだか不安になる評価ね」

　もちろんセレスが部屋を抜ぬけ出すことなど許されるわけもない。この場にいる少女ふたり以外にそれを望む者などいないのだ。

　しかしセレスとて人の子。

　庭園付きの広い部屋をあてがわれているとはいえ、まったく自由のない生活では息が詰つまる。だからこうしてときおり変装し、警備をすり抜け城下へと出かけて羽を伸のばしていた。

「誰だれかとすれ違った際はできるだけ下を向いてうつむき加減に。顔をお見せにならないようお気をつけください」

「どうせ私の顔なんてほとんどの人が知らないわよ」

「そういう問題ではございません」

　呆あきれたようにカレンがすぐさま反論する。

　確かにセレスの顔を知っている者は少ない。それどころか対外的にはいない者として扱あつかわれているのが現実である。セレスの名やその存在すら知らない者の方が多いに違いない。父母である両陛下、それにセレス付きの召使いが数人。たったそれだけの人数がセレスの顔見知り全すべてだった。

「今日はずいぶん人が少ないわね」

「式典や歓かん迎げいパーティに駆かり出されていますから」

　後宮内の閑かん散さんとした様子にセレスがつぶやくと、カレンがすぐさま答えを返す。

「アルバーンからの親善使節だったかしら？」

「ええ。我が国にとって唯一の友好国とも言える相手です。国を挙げて歓迎をするのも当然でしょう」

　アルバーン王国はエルメニア帝国から見て北に位置する島国である。

　アルバーンとエルメニアは決して距きよ離り的てきに近いというわけではない。陸路を通るには不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵ともいえるナグラス王国の国土を通過せねばならず、海路を進むにしても海岸沿いにナグラス王国とその隣りん国ごくであるブロンシェル共和国の近海を通らざるを得ないため、使節団を送るのもなかなか大変な相手だった。

　しかし唯一の陸続きであるナグラスが敵性国家である以上、半島国家たるエルメニア帝国は海路にて手を結ぶ相手を見つけなければならない。ナグラス王国の次に近いブロンシェル共和国と都市国家レイティンは伝統的にナグラス寄りの姿勢を見せており、結果的にブロンシェルと軋あつ轢れきを生じているアルバーンへ白羽の矢が立ったのだ。

　そのアルバーンから使節団がやって来たとなれば、ぞんざいに扱うことなどできるわけがない。

「おかげで他の者をあちらに押しつけることができましたしね」

　普段は後宮に詰めている召使いも応おう援えんに駆り出されている。カレンはこれ幸いとばかりに自分がセレスの面めん倒どうを全て引き受けると宣言した。その結果、もともとセレスに対して忠誠心のかけらも見せない召使いたちは喜んで応援に出ていったというわけだ。

「今日は姫様を訪ねてくる者はいないでしょうし、警備も式典やパーティの方へ集中しているでしょう」

「抜け出すにはおあつらえ向きって事ね」

　楽しそうな口調でセレスがカレンの言わんとするところを先読みした。

「そういうことです。今日は日が暮れる直前まで城下で楽しみましょう。使節団に同行してきた商人たちが、珍めずらしい品々を城下に流しているおかげでいつもよりにぎわっているという話ですよ」

「そうなの？　じゃあ露ろ天てん市の方も回ってみない？　何か変わったものが売りに出されているかも」

「いいですけど、あまり目立つようなことはしないでくださいね」

「大だい丈じよう夫ぶ。大人しくしてるわよ」

「……その言葉、忘れないでくださいよ」

　じっとりとした視線を主あるじに向けてカレンは半分あきらめながら釘くぎを刺さした。

　いつもより人ひと気けの少ない後宮を、カレンたちは悠ゆう然ぜんと歩き続ける。ふたりは侍女とそれに付き従う召使いを装いながら、ときたま他の召使いとすれ違うだけで何事もなく後宮を抜け出ることに成功した。

　召使いが使う出入口には常時ふたりの門番が立っている。後宮内の人員は護衛兵も含めすべて女性で構成されているが、入口の門番は男性兵士がその任に当たっていた。

　もちろん後宮内には一歩たりとも足を踏ふみ入れる事はできない。だが後宮入口の門番は男性兵士の間で希望者が殺さつ到とうするほど人気の配属先である。なにしろ出入りするのは全て女性。しかも彼女たちと任務という名目で言葉を交わすことができるのだから、役得これ極きわまりない。

　カレンのように貴族の令れい嬢じようが高貴な女性の侍女を務めている場合もあり、上手うまくすればとびきりのお相手と巡めぐり会える可能性もあった。実際、後宮入口の門番は配属から三年と経たたずに結けつ婚こんへいたる者が多い。毎日何十名もの女性と顔をあわせて挨あい拶さつを交わすのだから、よほどのヘタレでない限りチャンスはいくらでも転がっているのだ。

「こんにちは。いつもお疲つかれ様です」

　淑しゆく女じよ教育で身につけた外向け用の笑え顔がおを貼はりつけて、カレンが兵士へと挨拶をする。

「どちらまで行かれますか？」

「今日はお休みをいただけましたので、この子と一いつ緒しよに城下へ行ってみようかと」

　あくまでも職務の一いつ環かんとして門番が形式的に行き先を訊たずねてきたため、カレンはあらかじめ用意していた答えを口にする。実際、息いき抜ぬきのために城下へ行こうとしていることには違いがなかった。

「それは羨うらやましいですね。お気をつけて」

「ありがとうございます」

　朗ほがらかに笑顔を見せながら兵士が門を開いてくれる。

　気き遣づかいの言葉にお礼を残し、カレンが門を通り抜けた後へ召使いに扮ふんしたセレスが続く。

「いつも大変ですね。がんばってください」

「……は、はいっ！」

　通りすぎざまに笑みを浮うかべてセレスが労ねぎらいの言葉をかけると、兵士は一いつ瞬しゆん凍こおりついたかのように動きを止め、すぐに慌あわてて返事をした。

　無事ふたりが門を通りすぎた後、後ろから兵士たちの声がかすかに聞こえてくる。

「おい、見たか召使いの子？」

「すっげえ可愛かわいかったな……」

　カレンたちに声が聞こえているとも知らないで、兵士たちはセレスを話題にのせていた。

　さもあらん。セレスの整った容姿はそこいらの貴族令嬢など相手にもならないほどである。社交界随ずい一いちの華はなと呼ばれる某ぼう公こう爵しやく令れい嬢じようでさえ、着き飾かざったセレスに比べればきっと霞かすんでしまうことだろう。

　しかしそれを知るのはカレン他わずかな人間のみ。これから先もセレスの美しさを世に誇ほこれる日はおそらくやってこないだろう。それがカレンには悲しかった。

　先ほどセレスを見て言葉を失うほど見み惚とれていた兵士たちも、本当の髪色を見た瞬しゆん間かんに顔を強こわばらせるか、嫌けん悪お感かん丸出しの表情を見せるに違いない。

　それがセレスの置かれた現実であった。

　重くなりそうな空気を振ふり払はらうように、カレンはわざと声を張り上げる。

「さあ、時間は有限です。急ぎましょう！　ケーキがとてもおいしいと評判のカフェを教えてもらいましたからね。早く行かないと並んで待たされることになりますよ！」

　後宮を出れば、後は人目の少ない場所を通って城の敷しき地ちを出るだけである。どうせ城内の人間は式典の準備に大わらわで城下へ出かけようとしている侍女と召使いなど誰も気に留とめないだろう。カレンはそう考えていた。

　ところがここで問題が発生する。それはいつものように使用人が通る門へとふたりが歩いているときだった。

「おい、そこのお前たち」

　命令することに慣れた声がカレンたちを呼び止める。

　そこは広大な庭園の一角。園遊会が行われる時は多くの貴人でにぎわう会場となるが、今日に限って言えば誰ひとりいなくてもおかしくはない場所である。

　平常時においても、この一帯にやって来るのは専属の庭師と人目を忍しのんで逢おう瀬せを重ねる恋こい人びと同士くらいのものだ。だからこそカレンたちはこのルートを選んでいるわけであるし、実際にこれまで誰かと遭そう遇ぐうすることなどほとんどなかった。

　しかし今実際に呼び止められた以上、侍女であるカレンはその声を無視できない。ましてや召使いの格好をしているセレスはなおさらである。

「……はい、なんでございましょうか？」

　少し声を固くしてカレンが呼びかけに応こたえる。セレスはできるだけ顔を見せないよう軽く頭を下げたままの体勢でカレンの後ろへ控ひかえた。

「式典会場まで案内せよ」

　有う無むを言わせぬ命令口調。侍女ごときが自分の命に背そむくなどとは思ってもいない証あかしだ。

　男の装いは明らかに貴族のそれ。しかしエルメニア帝てい国こくで貴族たちが好むデザインとはいささか趣おもむきが違う。斜ななめ後ろに控える従者らしき青年の服もこの国ではあまり好まれない色合いだったため、違い和わ感かんはなおさら強い。

「……ご案内役の者はいかがいたしましたか？」

　カレンの言葉がすぐに出てこなかったのは、相手の身元を脳のう裏りで必死に探さぐっていたからである。侍女の嗜たしなみとしてカレンも帝国内の貴族やその婦人、そして子し弟ていたちの顔は頭に入っている。もちろん全てを完全に把は握あくしているわけではないが、目の前にいる男のような顔立ちは記き憶おくにない。

　エルメニア人にはあまり見られないツンと尖とがった鼻先、やや面おも長ながな顔と細い目はとある国の人々に見られる典型的な特とく徴ちようだった。そのとある国から現在親善使節が城にやって来ていることを考えれば、自おのずと答えは導き出される。

　最終的な結論として、カレンはふたりをアルバーン王国から送られてきた使節団の一員と判断した。ならば当然案内の者がそばへついているはずである。いくら友好国とはいえ他国の人間が勝手に城内をうろついて良いわけがないのだ。

「先ほどまではおられたのですが、どうやらはぐれてしまったようです」

　後ろに控えていた従者らしき青年が男に代わって答える。

　その言葉を聞いて『そんなわけがあるか』とカレンは内心腹立ちを覚えた。

　仮にも城に勤める者が賓ひん客きやくの案内を命じられておきながら、目を離はなしたり、ましてやはぐれてしまうなどということがあるわけもない。

　となれば考えられるのは彼らが案内役を振り切ったか、あるいは無理やり追い払ったか。下手へたをすると案内役なしで勝手に城内を散策していた可能性すらある。男たちに対するカレンの警けい戒かい心しんが一段階上じよう昇しようした。

「左様でございましたか。それではすぐに代わりの案内をお供させますゆえ、今しばらくこちらでお待ちください」

「いや、それでは困る」

「困る……、とおっしゃいますと？」

「案内がやって来るまで待たされて、式典の時間に間に合わなくなってはたまらん。お前たちが案内しろ」

　ならば散策などせず大人しくしていればいいだろうに。命令口調で言い放つ男にカレンは湧わき上がってくる怒いかりをかろうじて抑おさえた。

　式典へ出席するということは、やはりアルバーン王国からの使節団に属する人間なのだろう。侍女に対して横おう柄へいな態度をとっているところをみるに、高位の貴族なのかも知れない。

　しかし代わりの案内役を連れてくるだけならまだしも、カレンたち直じき々じきに式典の会場まで案内するのは避さけたい。もともと式典での役割を与あたえられていないカレンが会場に赴おもむけば、間ま違ちがいなく補助人員として引っ張り込まれるのがわかっている。それを断って抜ぬけ出すには、相手を納なつ得とくさせるだけの理由が必要だろう。まして召めし使つかいの格好をしているセレスは指示に対して否いなと返事をできる立場ではない。

　瞬しゆん時じに頭を働かせたカレンは、できるだけ角が立たないようやんわりと断りを申し出る。

「申し訳ございません。わたしどもは式典で使用するための品を受領するため、受取門まで行かなくてはなりません。遅おくれれば使節団の皆みな様さまにも大変ご迷めい惑わくをお掛かけしてしまいます。どうか、代わりの者を連れてくるまでこちらでお待ちください」

「ならばお前はいいからそっちの娘むすめに案内をさせろ」

　男はセレスを顎あごで指し示す。

　矛ほこ先さきを向けられたセレスがカレンの後ろでビクリと身じろぎした。

「この子はまだ新人なんです。会場へご案内できるほど城内のことに精通しているわけではありませんし、大事なお客様に粗そ相そうがあっては大変ですので──」

「ええい、まどろっこしい！　いいから案内しろ！　来い！」

　業ごうを煮にやした男がセレスの腕うでを強ごう引いんに取る。

「きゃあ！」

「お、おやめください！」

　慌ててカレンが制止しようとするも、賓客相手では力ちから尽ずくというわけにもいかない。抵てい抗こうするセレスと彼女を強引に連れて行こうとする男、そして何とかそれを押し止めようとするカレンの三人がもみ合いのようになった。

「ちっ！　面めん倒どうだ！」

　男は苛いら立だたしげに吐はき捨てると、片手をセレスたちにかざして何やら詠えい唱しようしはじめる。

「わ、若様！　さすがにここで魔ま術じゆつを使うのは──！」

　従者の青年が慌てるが、男は聞く耳を持たない。

　やがて詠唱の終しゆう了りようと共に男の魔術が発動する。甘い香かおりが周囲に漂ただよい、カレンは自らの意識が網あみへ搦からめ捕とられたように鈍にぶくなっていくのを感じた。

「これ、は……」

　脳をまさぐられるような不快感と倦けん怠たい感。人の思考と精神に働きかける魔術の典型的な症しよう状じようである。

「ま、ずい、ですね……」

　カレンは焦あせった。自らを襲おそう不可解な攻こう撃げきよりも、セレスの身に現れる変異を予期して。

「あ、ああァ……。アァ……」

　セレスの口から意味を成さない声がもれはじめる。同時にその目が焦しよう点てんを失ってゆく。おそらくウィッグの下に隠かくされたシルバーホワイトの髪かみは緋ひ色いろへと変化しているのだろう。

「姫ひめ……、様さま……」

　カレンは必死で意識を保とうと抵抗する。ここで自分が男の魔術に屈くつすれば、セレスを救える者はおそらくいなくなるだろう。それはカレンにとって絶対に避けなければならない事態だ。

　朦もう朧ろうとする意識の中でカレンが目にしたのは、懐ふところから護身用のダガーを抜いて男へと飛びかかっていくセレスの姿であった。
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　意識がはっきりしない微睡まどろみにも似た状態で、セレスは無理やり映し出される残ざん酷こくな光景を自分の目に焼きつけてきた。

　生まれた時からいない者として後宮の一室に隔かく離りされ、侍女や召使いからも厭いとわしげな目を向けられ続けた理由を理解できるようになったのはいくつの時だっただろう。

　最初は悪夢だとばかり思っていた。

　小さなこの手でハサミを握にぎり、ナイフをつかみ、たくさんの人を傷つけてきた。

　乳母うばとなった子し爵しやく夫人、侍じ医いの老ろう婆ば、世話役の侍女、何人もの召使い、なぜかセレスへ恐おそろしげな目を向けてくる護衛……。他人ひと事ごとのように見えていたそれがまぎれもない現実のものであり、しかも自らの手で引き起こした光景だと気付かされたとき、セレスはどうして自分がここへ閉じこめられているのかようやく知った。

　決してセレス自身が望んだことではない。だがセレスの意思とは関係無く、彼女の暴走は繰くり返される。

　怯おびえる召使いの顔、忌いまわしげに睨にらんでくる護衛の目、血に濡ぬれる自分の手。それら全すべてがまるで悪夢のように現実味がなく、それでいて生々しく記憶に焼きついて消えない。

　暴れている間、半分覚かく醒せいしている意識を覆おおい包むように誰だれかの声が聞こえてくる。

『もっと、もっと血を見せてよ！』

『なんと美しい様だこと！　あなたもそうは思わない？』

『楽しいわ！　人は血潮を噴ふき出して果てるときが最も輝かがやくものね！』

『ああ。あんなにも玩具おもちやがあふれているというのに、手が届かないなんてもどかしいわ』

　若い女と思われるその声は、妙みように無む邪じや気きで、やけに妖よう艶えんで、なんとも言えないおぞましさをはらんでいた。

　耳をふさぎたくとも身体からだは自由に動かず、叫さけびたくとも口からこぼれ落ちるのは獣けもののようなうなり声だけ。まるで女の声に操あやつられるかのごとく、セレスは自分の手が周囲を傷つける様に心の中で涙なみだした。

　それでもまだ幼い頃ころはましだった。いくら驚きよう異い的な力で暴れるとはいえ子供の身体。周囲の大人たちは血まみれになりながらもなんとかセレスを押さえつけることができていたからだ。

　しかし月日と共にセレスの身体も成長する。次し第だいに護衛の兵たちでも手をもてあますようになった時、ついにセレスはその手で人を殺あやめる。

　呪のろいだと思った。

　かつて帝国を傾かたむけたという美び姫きの話を耳にしたとき、セレスは心のモヤがあっさりと振ふり払はらわれたことに妙な納得感を覚えてしまう。

　そうか……。あの声は『傾けい国こくの狂きよう姫き殿下』だったのか、と。

『傾国の狂姫殿下』と呼ばれた皇女に子はいなかった。しかし現在の皇こう帝ていは彼女と同じ血を引いている。かの皇女と同腹であった第四皇子の直系こそが、現在の皇統であるからだ。

　狂姫の暴ぼう虐ぎやく非道な行いが彼女自身の個人的な性質によるものではないとすれば、その要因は皇室に流れる血へ帰するだろう。代を経て突とつ然ぜん表面化したとしても不思議ではない。

　エルメニア帝国の皇室に脈々と受け継つがれてきた呪い。それがセレスの根底にあるものだった。

　それがわかったからといってセレスにはどうすることもできない。涙を流したからといって救いの手を差し伸のべてくれる相手などどこにもいないのだから。

　唯ゆい一いつのよりどころは幼い頃からセレスの遊び相手としてそばにいたカレンだけだった。長じてセレスの侍女となったカレンだけが、今のセレスにとって何ものにも替かえがたい宝物である。

　だからこそ、そんな彼女に辛つらい役目を押しつけている自分を苛立たしく感じた。

「姫様！　おやめください！」

　水に浮うかぶような意識の中、カレンの声が届く。

　身体はセレスの意思とは関係無く、手足にまとわりつく網を剣けんで切り裂さき続けていた。やけに硬かたいその網は容よう赦しやなく食い込んでセレスの全身を傷つけるが、痛みも感じない身体はお構いなしにもがき続ける。

　やがて身体を押さえつけていた網を全て振り払ったところでカレンが正面から抱だきついてきた。

　カレンの温ぬくもりがセレスの意識を呼び起こす。戻もどらねば、と脳のう裏りに浮かんだ考えを打ち払うように声が響ひびいた。

『ええい、鬱うつ陶とうしいわ！　放しなさい！』

　セレスの意思に反してその身体がカレンを振り払おうと暴れ出す。

「姫様！　わたしです！　カレンです！」

　カレンが呼んでいる。

　唯一の味方。たったひとりの親友にして家族。もはや自分の一部と言ってもさしつかえない存在。

　どんなときでもカレンだけはセレスを見捨てない。だからその声は泥でい濘ねいへと沈しずみ込んだセレスの意識へも真っ直すぐに届く。

『うるさいわね！』

　苛立たしそうに声がそれを邪じや魔ました。

　セレスの右手に握られた剣がカレンの背へと向けられ、やめてと叫ぶセレスの思念を無視して刃やいばがカレンを斬きり裂いた。

　鈍い感かん触しよくが右手に伝わってくる。ちぎれ飛んだカレンの髪が落ち葉のように舞まい上がった。

　声にならない声でセレスがカレンの名を叫び続ける。慟どう哭こくにも似た激しい感情が吹き荒あれるが、セレスの身体はそれを無視してただ暴れ回るばかり。

　泣きたいのに涙すら流すことができない。気が狂くるいそうになりながら、自分の身体が自分以外の意思で操られていることにどうしようもない無力感を突つきつけられる。

　そんなときである。

　ふと心を温かさが包みこんだ。

「セレス！　気を確かに持て！」

　どこかで聞いたことがある声。それがセレスの名を呼んでいる。

『邪魔をするな、雑兵が！』

　女の声が吠ほえる。

　セレスの身体がもがき暴れるが、足も身体も剣もすべて押さえこまれてなす術すべがない。

　次第にセレスは温もりへ包まれていくのを感じた。静かな、それでいて内にくすぶる猛たけ々だけしさを秘ひめた力強い温もりだ。全てを受け止めるような深くやわらかい光の繭まゆに包まれて、セレスの意識が次第に浮かび上がっていく。

　耳みみ障ざわりな女の声が遠ざかり、セレスは自分の名を呼ぶ声に目を覚ました。




[image: ]




「セレス」

　セレスの耳元でアルディスが名を呼ぶ。

　それに反応してセレスの身体がピクリと跳はね上がった。

「セレス、俺がわかるか？　アルディスだ」

「アル、ディス……さん？」

「元に戻ったか」

　正気を取りもどしたらしいセレスにアルディスはホッと息をつく。腕の力を緩ゆるめてセレスを解放すると、その正面に回り込んで瞳ひとみをのぞき込んだ。

　焦点を失っていた銀色の瞳は元の濃い青色に戻っていた。一体どういう原理なのか、焼けるような緋ひ色いろの髪も根元から次第に色が変わっていくのが目に見えてわかる。

「どうやらもう大だい丈じよう夫ぶみたいだな。足の拘こう束そくも解こう」

　言葉にするなりアルディスはセレスの足を固めていた氷の鎖くさりを霧む散さんさせる。

「え……、私は……」

「記き憶おくはあるのか？」

「……戦いになって、囲まれた後で魔ま物ものがやって来て……、魔物が妙な鳴き声を出してから……」

　状じよう況きようをつかめず、呆ぼう然ぜんとしていたセレスが確かめるように記憶をたどっていった。

「魔物を追いかけて……、大きな魔物が出てきて……、身動き取れなくなって……、剣で振り払ったらカレンがいて……、カレンが私を抱だきしめて……、私が剣でカレンを……」

　ハッとしたようにセレスが表情を強こわばらせる。

「カレン！　カレンは！」

　それまでの落ち着いた様子から一転して、取り乱したようにセレスが叫び出す。

　周囲をぐるりと見回したセレスは視界の端はしに若芽色の髪を見つけると泣きそうな顔で従者の名を呼んだ。

「カレン！」

　セレスが全力でカレンの元へと駆かけ寄り、その後をアルディスが追った。

　横たわったカレンのそばでひざをついてセレスが名を呼ぶ。

「カレン」

「姫様……」

　カレンが差し出したその手をセレスは両手で包みこんで胸に抱く。

「ああ……、ご無事で、良かった……」

　元に戻ったセレスの姿を見て弱々しくそう口にすると、カレンは途と端たんに気を失った。安心して気が抜ぬけてしまったのだろう。

　しかし応急処置を施ほどこしたとはいえカレンの傷はまだ癒いえたわけではない。それほど深い傷でもないため命に別状はないだろうが、手当ては早い方がいいだろう。

　カレンの身体を優やさしく抱きかかえると、アルディスは立ち尽つくしているセレスに声をかける。

「おい、行くぞ」

　セレスも身体のあちらこちらに傷を負っているが、動きを鈍にぶらせるほどの大きな傷は見当たらなかった。カレンを抱かかえたアルディスを追いかけてくる程度のことは問題ないだろう。

　しかしセレスの口からこぼれ出たのはアルディスも予期せぬ言葉だった。

「……行きません」

「はあ？」

　何をいっているんだとばかりにアルディスは不ふ機き嫌げんそうな声を返す。

　セレスは向き直ると真っ直ぐにアルディスを見つめた。その青い瞳に何らかの決意を感じ、アルディスは面めん倒どうくさそうに眉まゆをよせる。

「カレンを──、カレン様をお願いします。アルディスさん」

「どういう意味だ？」

　意味を計りかねてアルディスが問う。

「私はここで別れます。何でしたら死んだことにしてもらっても構いません」

「意味がわからないんだが」

　この期ごに及およんでセレスを放置する意味などどこにもない。そんなことをするくらいなら、最初から理性を失ったままのセレスを追いかけてくる必要がないのだから。

「私と一いつ緒しよにいたらカレン、様は……幸せになれないからです」

　セレスが寂さびしさを隠かくすようにまぶたを閉じる。

　アルディスは相手に聞こえるよう、わざと盛大なため息をついて口を開く。

「おまえが帝てい国こくの第三皇女でそんな髪かみ色をしているからか？　『傾国の狂姫殿下』の再来と言われて疎うとまれているからか？　国を捨て逃にげ出して、皇帝直属の特務部隊に追われている身だからか？」

「知って……いたのですか？」

　目を丸くして驚おどろくセレス。

　逆にあれでごまかせていたのだと思われていたことにアルディスは呆あきれた。もちろんセレスが帝国の皇女であるということまで見み抜ぬいていたわけではないが、彼女たちが自分で口にした通りの身の上ではないことくらいうすうす感づいていた。

　おそらくそれはミシェルたちも同様だろう。不自然さを感じていなかったのは双ふた子ごと経験の浅そうな若いハルゼイくらいのものだ。

「さっきカレンから聞いた」

　今はセレスたちの事情も理解している。

「でしたらお分かりでしょう？」

　アルディスから視線を外し、うつむき加減になりながらセレスが唇くちびるを震わせる。

「私と一緒にいる限り、カレンは追われ続けます。万一追っ手に捕つかまってしまったら……、私は連れ帰って幽ゆう閉へいされるだけですむかもしれませんが、カレンはきっと無事ではいられないでしょう。でもそれ以上に──」

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめながら告解する。

「私は──私がカレンを傷つけることに、耐たえられないのです」

　再びセレスの瞳がアルディスを捉とらえる。まるでそこにいるのが鏡に映った自分であるかのように言葉で嚙かみつく。

「カレンがどうして肌はだを見せないかご存知ですか？」

　答えなど期待していないのだろう。

　セレスは勝手に話を続けていく。

「それは彼女の身体からだにたくさんの消えない傷があるから。……全すべて、私がつけた傷なんです。私のせいなの。私がいつも、カレンを傷つけているの……」

　言葉を放つたびに弱々しくなるセレスの声。

　アルディスが抱えるカレンに親愛のまなざしを向け、セレスは胸中を吐はき出す。

「本当なら貴族の令れい嬢じようとして何不自由ない生活を約束されたはずなのに、私の侍じ女じよとなったばかりに消えない傷をたくさん負って……。このまま私と一緒にいたらカレンの一生は……」

　セレスの言わんとするところはアルディスにも理解できた。

　しかしそれはセレスの一方的な気持ちだろう。カレンは決して主従の義務だけでセレスと共にあるわけではない。

「カレン本人はそれで悔くやんだり、おまえに恨うらみ言をぶつけたりはしないと思うが」

「……」

　カレンは貴族令嬢としての恵めぐまれた暮らしを捨ててまでセレスと一緒に帝てい都とを離はなれてきた。それが無知から来るロマンティシズムによるものでないことくらいはアルディスにもわかる。

「カレンの気持ちを無視して勝手に身の処し方を決めるのは、その信しん頼らいを裏切ることになるんじゃないのか？」

「……」

　これまでの数日間、アルディスが見てきたふたりの仲は主従と言うより仲の良い姉妹といった感じだった。カレンは深い愛情と共にセレスを優しく見守り、セレスは体いっぱいの信頼感をもってカレンに甘えもたれかかる。そこに身分や家格という余計なものが入り込む隙すきはない。だからこそ双子もあれだけ警けい戒かい心しんを解いて懐なついていたのだろう。

　ならばなおさら、セレスのやろうとしていることを認めたくはなかった。

「そんなことをして、カレンが喜ぶとでも──」

「あなたに何がわかるの！」

　なおも続けようとしたアルディスの言葉を激げき昂こうしたセレスが遮さえぎる。

「そうじゃないの！　私が嫌なの！　私が許せないの！」

　行き所のない怒いかりとやるせなさを込めた視線がアルディスを射い貫ぬく。

「カレンはきっと迷めい惑わくだなんて言わないわ！　私がどれだけカレンを傷つけても！　でも……！」

　昂たかぶった感情を抑おさえるようにセレスが声のトーンを落とす。

　短い沈ちん黙もくが横たわった。

「……カレンから話を聞いたって言ってましたよね。でも、これは知らないでしょう？」

　ようやく口を開いたセレスは泣き出しそうな顔でアルディスに問いかける。

「私を鎮しずめる役目として侍女となったのはカレンがふたり目なんです。カレンの前にいた侍女はどうなったか、お聞きになりましたか？」

　当然そこまで詳くわしい話を聞いていないアルディスは首を振ふった。

　その答えを見てセレスは口元だけを笑えみに変える。悲しそうな微笑ほほえみだとアルディスは感じた。

　セレスの口から端たん的てきに事実が語られる。

「死にました。──いえ、殺しました。私が、この手で」

　それは彼女の懺ざん悔げなのだろう。

「……憶おぼえているのか？」

　アルディスの問いかけにセレスが小さく頷うなずく。

「おぼろげに……。夢を見ているような、そんな淡あわい感覚ですが……」

　誰だれひとり裁いてくれない罪を自ら処断するように、一言一句を罪人の告発状へ確しかとしたためる。

「私が殺した侍女の名はアンジェ。アンジェリカ・スタットマイヤー」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、胸の中を這はいずり回る嫌いやな感かん触しよくがアルディスを支配した。アンジェリカという個人の名ではなく、スタットマイヤーという家名が耳にこびりつく。

「カレンの姉です」

　セレスの口から予想通りの言葉が放たれた。

　アルディスとセレスの間に重苦しい空気が生まれる。

「私とアンジェとカレンは幼い頃ころから一緒でした。大人の都合であてがわれた遊び相手だったとしても、私たちには関係のないことでした。私にとってふたりは大事な家族だったんです。血のつながりがある本当の兄や姉よりもずっと大事な……」

　セレスが淡たん々たんと話を続ける。感情を抑えようとしているのがアルディスにも痛いほどわかった。

「今でも夢に見ます。アンジェの身体を貫つらぬいた短刀が血で染まっていくのを、それを持つ私の手に伝わってくる感触を……」

　視線の先にある右手がわずかに震ふるえている。

「このまま一緒にいたら、きっと私はまた……。アンジェと同じようにカレンを……！」

　感情の渦うずがうなりをあげて再びあふれ出す。

　セレスの青い瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいた。

「もう嫌なんです！　大事な家族を自分のせいで失うのは！」

「だから黙だまって行方ゆくえをくらます、と？」

　能面のような顔をしたアルディスが問いかける。

「カレンは私なんかよりずっと適応力があります。簡単ではないでしょうけど、民たみの間に溶とけ込んで平へい穏おんな人生を送ることだってできるはず。今ならそれができます」

　もしかするとセレスはずっとこんな機会を待っていたのかもしれない。カレンが意識を失い、それでいて彼女の身を守る人間がそばについている状じよう況きよう。

　この数日アルディスがセレスたちを見ていたように、セレスもアルディスたちを見ていたのだ。アルディスやミシェルが口ではなんだかんだ言いながらも怪け我が人を見捨てるような人間ではないと判断したのだろう。

　確かにこの状況でアルディスがカレンを見捨てることはない。ずっと保護することはできなくても、傷が癒え、自分で自分の身を処すことができるようになるまでは手を差し伸のべてもいいと思っている。

　だがそれとこれとは話が別だ。

　アルディスは腹立ちを抑えながら冷たく言葉の刃やいばをセレスへ向ける。

「ずいぶん身勝手な話だな」

「な……！」

　即そく座ざにセレスの表情がアルディスに対する反発で彩いろどられる。

　その様子を真っ向から受け止めながらも、怒りを表に出さないよう努めて冷静にアルディスはセレスへ告げた。

「断言してやる。有り金全部賭かけてもいい。それじゃカレンは幸せになれない」

「そんなことない！　私は、カレンのために！　カレンが幸せになって欲しくて！」

　自分勝手なセレスの言い分に、アルディスはぶつけどころのない怒りを覚えた。気を抜ぬけば八つ当たりしそうになる感情を押し込めつつ、目の前にいる大おお馬ば鹿か者を諭さとそうとする。

「それはおまえの望みであって、カレンの望みじゃない。残される者の気持ちを何ひとつ考えていない、ただの自己満足だ」

「自己……満足？」

　アルディスの言葉に気勢を削そがれたのか、力のない声でセレスがつぶやく。

「ひとつ教えてやろう。いや、予言してやろう。ここでおまえから置き去りにされたカレンが目覚めた後どういう行動に出るか」

　そうなることがわかりきっているとばかりに、アルディスはセレスへ言い聞かせる。

「まず信じない。おまえが死んだ？　その死体を見るまでカレンはそんな事を信じないだろう。おまえが望んで姿を消した？　カレン自身がおまえに直接問い質ただすまで信じないだろう。たとえ俺が何を言おうと、カレンはおまえの口から聞くまで決してそれを信じることはない」

　置いて行かれた者がすがるのは事実ではなく自らの中に作り出す幻げん影えいだ。周囲の状況から目をそらし、他者の言葉から耳をふさぎ、自分が望む幻げん想そうだけを信じ続ける。いや、信じたいと願う。

「次に探しはじめる。おまえを。たとえ手がかりがなくても、大陸中を旅することになろうとも、その道中でどれだけの困難があっても。その結果生しよう涯がいを棒に振ったとしても、おまえを見つけるまで探し続ける。『あの時どうして自分を連れて行ってくれなかったのだろう』と苦く悩のうし、『どうして自分は歯を食いしばってでも意識を保とうとしなかったのか』と悔やみながらな。おまえはカレンにこれからそんな生き方をさせたいのか？」

　相手に対する思いが強ければ強いほど、理り不ふ尽じんな別れなど到とう底てい受け入れられるわけがない。だからこそこんなにも苦しい。時間が傷心を癒いやしてくれるのは間ま違ちがいないだろうが、たとえ心の傷が薄うすれたとしても完治する日は決してやってこないのだ。

「おまえがやろうとしていることは、カレンを終わりのない呪じゆ縛ばくと後こう悔かいの狭はざ間まに突つき落として、それで自分が勝手に決めた幸せを押しつけるだけの行こう為いだ」

「そんな……こと、なんで決めつけるのよ！　あなたに何がわかるの！」

「わかるさ！」

　アルディスにはそれが痛いほどわかっている。胸に深く突き刺ささった棘とげは、癒いえようのない傷をときおりうずかせる。だからこそ、そんな傷を見知った少女に背負わせたくなかった。

「おまえが自分で言っただろう。『家族』だと。家族が──大事な人間が勝手に姿を消して、それであっさり納なつ得とくできるほど、あきらめられるほど人間は強くねえんだよ！」

　人の心がそんなに強いものならば、アルディスはもっと別の生き方ができただろう。

「勝手に自分で結論付けて！　勝手に自分で背負い込んで！　残された人間がどんな思いでいるのか考えられねえのか！」

　この場にいない誰かへ向けて、アルディスは苛いら立だちをぶつけた。

「じゃあどうすればいいの！　一いつ緒しよにいたらいつかきっと私はカレンを──！」

「だったら俺が止めてやる！」

　アルディスがセレスの叫さけびを妨さまたげて宣言する。

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからないといった感じでセレスは戸と惑まどいの表情を見せた。

「え……？」

「おまえが自分で自分を止められなくなった時は、俺がカレンの代わりにおまえを正気に戻もどしてやる」

「簡単に……、言ってくれるわね……」

　苦にが笑わらいで呆あきれるセレス。

「不服か？　俺の言葉が信じられないか？」

　セレスは力なく首を振った。

「あなたが強いのはこの数日でわかってる。でも理性を失った私を止めようとすれば、そんなあなたでもきっと無傷ではいられない。これ以上傷つける相手を増やしたくないもの」

「つい今しがた、無傷でどこぞのおてんば姫ひめを連れ戻してきたばかりなんだが？」

「カレンだって毎回傷を負ってるわけではないわ。たまたま無傷で私を拘こう束そくできたからって、そんな幸運が毎回続くわけじゃないのよ」

「あの程度で俺が傷を負うとでも？　悪いが俺はそんなに柔やわな人間じゃないんでね」

　いつものように落ち着きを取りもどしたアルディスが、その程度どうということはないと言いきった。

「だがまあ──」

　不意にアルディスは雰ふん囲い気きを一変させる。

　どうやら長話が過ぎたようだ。周囲を警けい戒かいしていた魔ま力りよく探知に覚えのある反応が浮かび上がっていた。

「ちょうどいい。そんなに不安だってんなら、俺の戦いぶりをそこで見ておけ」

「え？」

　アルディスは抱かかえていたカレンの身体からだをセレスへ預けると、鞘さやからブロードソードを引き抜き、二本のショートソードを宙へ解放する。

「そろそろ戻ってくる頃ころ合あいだ」

「戻ってくる？　何が？」

　何のことかわからないセレスを置き去りに、アルディスはゆっくりと崖がけのある方向へと歩みを進めた。

　彼ひ我がの距きよ離りは約三十メートル。だがそれは水平方向に限って言えば、の話である。

　そこからさらに下へ二十メートル。切り立った崖の中を、その魔力反応は這い上がってきていた。

「グオォォォ！」

　崖の下から咆ほう吼こうが響ひびいてくる。

「まさか！　さっきの魔ま物もの？」

「さっきは時間もなかったからな。手っ取り早く地面ごと崖がけ下したに落としたんだが」

「あの崖に落としたの？　でもまさかあの高さから落ちて、それで生きてるなんて！」

　セレスの顔が青くなる。

「あの程度でくたばってくれるほど簡単な相手じゃないさ」

　一方のアルディスは慌あわてる様子もない。

　先ほどは倒たおす必要がないからさっさと退場してもらっただけの話であり、崖から落としただけでは死なないという可能性なら想定済みだった。

「無む茶ちやよ！」

　自身が戦ったときの記き憶おくもあるのだろう。

　暴走している時のセレスでは傷を付けることができても、正面から戦って勝てる相手ではない。何の策もなく迎むかえ撃うとうとしているアルディスが無む謀ぼうに見えるのは仕方がない話だろう。

「無茶かどうか、その目でしっかり見届けろ」

　崖とセレスのちょうど中間点にまで進んだアルディスは、首だけを後ろに向けるとセレスにそう言い残す。

　崖の縁ふちに巨きよ大だいな手が現れた。平面と絶ぜつ壁ぺきの境目たる縁の部分をガッシリと摑つかんだ巨大な手は、動いていなければ岩石のようにも見える。だがそれは岩などではない。谷底からその巨きよ軀くを引き上げるため、鉤かぎ爪づめのように地面へ食い込んでいた。

　やがてその手がふたつ、三つと増え、四つ目の手が崖から現れた次の瞬しゆん間かん、赤い宝石を左右に四つずつ並べたような巨きよ人じんの顔が姿をみせる。

　先ほどアルディスが地面ごと谷底へ落とした四つ腕うで巨人であった。

「さて。再戦するつもりはなかったんだが、こっちも事情が変わったんでな」

　四つ腕巨人の身体が完全に崖から這はい上がるのを待って、アルディスは伝わるはずもない言葉を投げかける。

「つきあってもらうぞ」

「グァガァァァ！」

　ブロードソードの切っ先を向けたアルディスと、名乗りを上げるように咆吼を響かせた四つ腕巨人が互たがいに正面から走り寄る。

　わき目もふらず直進するアルディスに、四つ腕巨人の身体がぶつかった。

「アルディスさん！」

　セレスが悲鳴のような声をあげる。

　普ふ通つうに考えれば体高五メートルの巨人とまともにぶつかって無事でいられるはずがない。小石のように吹ふき飛ばされるか、あるいは熟して地面に落ちた果実のようにつぶされるかのいずれかだろう。

　しかしそれは普通の人間が相手なら、である。

　アルディスの身体はなお巨人の前にあった。

「そんなっ！」

　セレスが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　決して大おお柄がらとは言えない体格のアルディスが、自身よりも遥はるかに大きな身体をもつ四つ腕巨人を受け止めていた。しかも片手でだ。

　アルディスの左ひだり腕うでは四つ腕巨人に向けて手のひらを突き出すように広げられている。その先にうっすらとした膜まくのような物がいくつも重なって見えた。

　四つ腕巨人が必死でアルディスを押しつぶそうと体重をかけるが、膜のような物が波打つだけで一向にその体は前に進まない。

　足もとを見れば人間の腕うでほども太い指が地面へとめり込んでいる。そうまでして体重をかけてもアルディスは揺ゆるぎもしなかった。

「ただの馬ば鹿か力ぢからなら防ぐ方法はいくらでもあるんだよ、っと」

　アルディスが左手を横に流すと、あわせて膜のような物がするりと滑すべっていく。

　同時に力の方向をそらされた巨人はよろめき、支えを失ってあっけなく前向きに倒れこんだ。

　そのすれ違ちがいざまに、アルディスは攻こう撃げきを加えることも忘れない。

　右手に収まったままのブロードソードを魔力で強化すると四つ腕巨人の足へ斬きりつける。

「グアアァァ！」

　足をブロードソードの剣けん身しんでえぐられ、四つ腕巨人が咆吼をあげる。

　魔力で強化しているとはいえ、あっさり攻撃が通ったことでアルディスは口の端はしを吊つり上げる。岩のような見た目とは裏腹に、巨人の表皮はそれほど固くないらしい。

　体勢を整えた巨人が傷つけられた報復とばかりに四つの腕を振ふり回す。

　巨きよ木ぼくのような腕から休む間もなく繰くり出される攻撃もアルディスにとっては何ら脅きよう威いと映らない。

　アルディスが屈かがむ。

　巨人の右みぎ腕うでが繰り出す暴風まみれの攻撃がアルディスの頭上を通りすぎる。

　今度は左腕が斜ななめ上から襲おそってくるが、逆にアルディスはその懐ふところへと飛び込み打ち下ろしの一いち撃げきをかわした。

「す、すごい……。あの魔物と互ご角かくに渡わたり合ってるなんて……」

　驚愕の表情でセレスがつぶやいた。

　左右から次々と繰り出される四つ腕の攻撃を、アルディスはその場に留とどまったままさばき続ける。

　並の傭よう兵へいなら一撃食くらうだけで戦せん闘とう不能になるであろう凶きよう悪あくな一ひと振ふりを涼すずしい顔でかいくぐると、アルディスは四つ腕の一本に斬りかかった。

「グガァァー！」

　丸太のような巨人の腕が骨を断たたれて千切れ飛ぶ。

　痛みを訴うつたえるように巨人が悲鳴をあげた。

　警戒するアルディスは巨人の表皮に泡あわ立だちのような変化が発生するのを目にした。

「アルディスさん！　あれが来ます！」

　セレスの警告を受けるまでもなく、二度目のそれにアルディスはすぐさま反応する。

「さっきの攻撃か！」

　まだセレスが正気を取りもどす前、黒覆ふく面めんたちを全ぜん滅めつさせた衝しよう撃げき波はの兆候である。

　巨人の全身に現れた小さく無数の膨ふくらみが弾はじけると同時に周囲一帯を巻き込んで不可視の衝撃波がアルディスを襲う。

「見え見えだ！」

　不意打ちならばいざ知らず、来るとわかっていればアルディスにとって防ぐことなど容易たやすい。

　左腕を一振りして前面に障しよう壁へきを展開すると自身の後ろに飛ひ剣けんを退たい避ひさせる。

　無論セレスたちを守るために障壁を同時展開する程度は造作もない話だ。

「どうした、もう終わりか？」

「グウォォォ！」

　アルディスの挑ちよう発はつに反応したのか、とっておきの攻撃が通用しなかったことに苛立ったのか、今となっては三本腕となった巨人が哮たけり立つ。

　巨大な三本の腕がそれぞれ周囲に散乱する倒とう木ぼくをつかんだかと思うと、次の瞬間アルディスに向けてそれを投げつけてきた。

「そんなもの！」

　アルディスに通用するわけもない。

　言葉に並行してアルディスの周囲を魔力の風が包む。

　生みだした風は一直線に飛んでくる倒木へと向かい、勢いを削そぐと同時に本体そのものを切り裂さいた。

　強く重い風が幹を寸断し、いくつもの物体に分ぶん割かつ。

　その後を追って小さく鋭するどい風が枝葉を切り落とし、分断された幹の部分をなおいっそう細切れにしていく。

　最後にふわりと下から上へと吹く風により、粉ふん砕さいされた元倒木であったそれらがアルディスと巨人の間を舞まい上がった。

「魔ま法ほう！　詠えい唱しようは……？」

　どうやらそれが魔法によってもたらされた結果であることは推測できても、アルディスの実力を本当の意味で知らないセレスにはなぜ詠唱もなく魔法が発動したのか理解できないだろう。

　風に乗って揺られながら舞い落ちる木の葉や細切れになった木もく片へん。それらは地面へ落ちる前にアルディスが魔力で生みだした炎ほのおで包まれ、個々に燃もえ尽つきていく。

　幻げん想そう的にもかかわらず奇き妙みようなその光景にセレスは息をのんだ。

　当のアルディスは平然とした表情で巨人を挑発する。

「どうした？　もう来ないのか？」

　対照的に巨人の息は荒あらい。

　斬り落とされた腕の出血は確実に体力を奪うばっているであろうし、何よりも巨人の繰り出す攻撃はことごとくアルディスに防がれている。

　巨人にどれだけの知性があるのかはわからないが、目の前にいる人間が敵かなわない相手であることくらい理解できるだろう。野生の獣けものならとっくに尻尾しつぽを巻いて逃にげ出しているはずだった。

　しかしそれでも巨人はアルディスに殺意を向けてくる。

　本能のままに生きる獣ではなく、その姿形からもわかるとおり典型的な魔物といえよう。特にその強さは他ほかの魔物よりも頭ひとつふたつ抜ぬきんでている。コーサスの森最強と謳うたわれるウィップスがまるで取るに足らない存在と思えるほどだ。

　とはいえアルディスにとってみれば少々しぶとい程度の相手でしかない。セレスとカレンを守りながら戦うのも、大したハンデではなかった。

「ガガアァァァ！」

　時間を無む駄だにすることの不利を悟さとったのか、それともこの期ごに及およんで勝てると思っているのか、巨人が咆吼と共にアルディスへ突とつ撃げきしてくる。

　真っ向から立ち向かったアルディスがブロードソードを巨人の腕に叩たたき込んだ。

　魔ま力りよくで強化された剣身の硬かたさと巨人自身の突とつ進しんしてくる速度が合わさり、アルディスが大して力を込めなくてもブロードソードが食い込んでいく。

　残った二本の腕で巨人がアルディスにつかみかかろうとしたが、大量に出血したことでその動きは明らかに鈍にぶい。

　二本の腕をかいくぐったアルディスは、そのままブロードソードを振り抜いて二本目の腕を斬り落とす。

　一本目同様に、切断面から巨人の赤い血が噴ふき出した。

　いくら驚きよう異い的な自然治ち癒ゆ能力を持っているとはいえ、斬り落とされた腕が瞬しゆん時じに生えてくるわけではないのだ。もしかすると長い時間をかければ欠損した部位も生えてくるのかもしれないが、当然アルディスがそれを待ってやる必要はないだろう。

　最初に斬り落とした腕の出血はすでに止まっているようだが、傷が塞ふさがったからといって失った血や体力がすぐに取り戻もどせるわけではない。

　もはや巨人は動きの鈍さを隠かくしきれないほど弱っていた。

　とうとう自らの不利を悟ったのか、巨人がアルディスからジリジリと後退して距きよ離りを取ろうとしはじめた。

　一目散に逃げないところを見るに、どうやら多少の知性はあるらしい。

「逃がすわけがないだろう」

　アルディスの言葉と共に後方で控ひかえていた二本のショートソードが飛ひ翔しようする。

　もし巨きよ人じんに知性があるのならばここで見み逃のがすのはまずいだろう。

　アルディスだからこそ力の差で圧あつ倒とうすることができているが、他の傭兵ではとても太刀たち打うちできる相手ではない。おそらく巨人の存在がこれまで知られていなかったのは、たまたま傭兵や探たん索さく者が遭そう遇ぐうしていなかったか、あるいは出会った者全すべてが巨人に命を絶たれたかのどちらかだろう。

　ウィップスを撃げき退たいできる熟練の傭兵たちでさえ、コーサスの森でそのまま行方ゆくえ知れずになることはある。もしかしたら彼らはこの巨人のように知られざる強力な魔ま物ものに出くわしてしまったのかもしれない。

　別に傭兵たちの守護者を気取るつもりはアルディスにもない。だがこの場所はどちらかと言えばコーサスの森でもトリア寄りの位置にあたる。可能性としては低いだろうが、『白びやく夜やの明みよう星じよう』の面々が依い頼らいを受けてここまでやって来ることもあるだろう。

　あの驚異的な治癒能力を見るに、斬り落とした二本の腕も時間が経たてば生えてくる可能性がある。いくらテッドたちでも万ばん全ぜんの四つ腕巨人を相手にするのは無理だ。ならば数少ない仲間のために将来の危険を取り除いておくのも悪いことではないはずだ。

　いったん頭上へと飛び上がった二本のショートソードは狙ねらい過あやまたず巨人の足を縫ぬい止める。

　巨きよ体たい相応に大きな足の甲こうへ左右一本ずつの飛剣が突つき刺ささると、そのまま足の裏まで貫つらぬいて地面を穿うがつ。

　巨人がバランスを崩くずして尻しりもちをついた。

「グオオォォォ！」

　響ひびく叫さけび声は足の痛みを訴えるものか、それともアルディスへの怒いかりかはわからない。

　ただ明らかなのは巨人の命が風前の灯ともし火びだという事実だけだ。

　もはや勝負は決したとばかりにアルディスが悠ゆう然ぜんと巨人の元へ歩みを進める。

　それは巨人にとって死し刑けい宣告の使者と同じに見えるだろう。

　あとはとどめだけと思われたその時、巨人の頭についた左右四対の目が怪あやしく輝かがやきを増しはじめた。

「なんだ？」

　アルディスが足を止める。

　その間にも赤い宝石を思わせる巨人の瞳ひとみは輝きを強めていく。

　輝きはやがて一条の赤い光線となり、あふれ出た八本の光線が巨人の前に集約していった。

「まさか！」

　その変化と高まる魔力を感じ取り、アルディスはとっさに強固な魔ま法ほう障しよう壁へきを編み込んでいく。

　ネーレとの初邂かい逅こう時に彼女の光球を防ぎきった『三重フエル・魔法トオラ・障壁マニーナ』だ。

　集約した巨人の光線があふれ出んばかりの魔力を伴ともなってアルディスへ放たれる。

「凝ぎよう集しゆう光か！」

　直径十センチほどにまで集約された密度の高い光線が、瞬時にアルディスの元に到とう達たつした。

「アルディスさん！」

　セレスが叫ぶよりも早く、アルディスの展開した魔法障壁と巨人の放った光線がぶつかる。

　細かい砂に固い岩をすりあわせた時のような音が障壁からこぼれた。

　光線を最初に受け止める障壁は小さな反射版を無数に組み合わせたような形状。

　ネーレの光球よりも指向性の高い光線を拡散させるため、そのベクトルを変化させるという役目を果たす。

　二枚目、三枚目の障壁はネーレの時と同様だ。

　二枚目は綿状の障壁でその威い力りよくを減げん衰すいさせ、三枚目は浸しん透とうを防ぐための強固な障壁となっている。

　セレスから見ればきっとアルディスの周囲を膜まくのような魔法障壁が包み、その表面に沿って巨人の赤い光線が逸それたように見えたことだろう。二枚目の障壁で減衰させ、三枚目の障壁で浸透を防いだ光線は第三者の目に映ることなく消失する。傍はたからは一枚目の障壁によって逸らされた光線だけが湾わん曲きよくして流れたように感じたはずだ。

「アルディスさん……、良かった……」

　驚異的な攻こう撃げきを真っ正面から受け、それでもなお泰たい然ぜんとしたアルディスを見てセレスが胸をなでおろす。

　アルディスが短く息をつく。

　さすがの彼も先ほどの攻撃は全力をもって防ぼう御ぎよせざるを得なかった。

　表向きには事もなげな態度を見せているが、内心は自らの油断を反省しているところだ。

「とんだ切り札を持ってたもんだ。だが──」

　正面から全力で防御したからこそ防げた一いち撃げきである。

　これがもし不意打ちであったり、あるいは黒覆面たちを相手にしているタイミングであれば思わぬ不覚をとったかもしれない。

「出し惜おしみしすぎたな」

　もはや万ばん策さく尽つきたのか、巨人は力なく倒たおれている。

　もしかすると巨人にとってあの光線は起死回生の一手、使えば後がないという類たぐいの攻撃だったのかもしれない。

「終わりだな？」

　答えが返ってくるわけもない。それを承知の上でアルディスは問い質ただす。

　巨人の元へと歩み寄ったアルディスはブロードソードを構える。

「グ、ガアァァァァ！」

　最後の力をふりしぼったのだろう。

　巨人が残る二本の腕うでを振ふり上げた。

　だがそこまでだ。

　その動きは鈍く、アルディスの先手を取れるほどではなかった。

　アルディスは巨人の拳こぶしが自らに届くよりも早く、ブロードソードを振り抜く。

　巨人の首が断たち切られ、身体からだが倒れこむのとあわせて地面に落ちた。

「倒、した……。あのバケモノを……」

　戦いを一部始終見ていたセレスの口からうわごとのように言葉がもれる。

　アルディスはそんなセレスに近づいていくと、どうだと言わんばかりの表情で口角を上げた。

「言っただろう？　俺はそんなに柔やわな人間じゃないと」

　有言実行。

　アルディスはセレスに対して宣言し、見事言葉通りに四つ腕巨人を無傷で退治してしまった。それはきっとセレスの想像が及ばないレベルの強さだろう。

　それだけの強さを持っているからこそ、理性を失い暴走するセレスを鎮しずめることも容易たやすい。アルディスはそれを証明してみせた。

「わかったならさっさと戻るぞ。ネーレたちが心配して──、いや、ネーレに限ってそれはないか。まあ、双ふた子ごが心配しているだろうし」

　途と中ちゆうで複雑そうな表情を浮うかべながら言葉を正したアルディスは、セレスからカレンの身体を奪い取る。

「カレンの手当ても早くしたいからな」

　その言葉がとどめとなったのだろう。迷う素そ振ぶりを見せながらもセレスは頷うなずいた。
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　カレンを腕に抱だき、後ろからついてくるセレスの存在を感じながらアルディスは森を駆かけ抜ける。

　五分ほどしてアルディスが魔力探知範はん囲いへネーレたちの存在を捉とらえる。

　ひとところに固まって動かないところをみると、すでにあちらも戦せん闘とうは終わっているようだ。当然アルディスは『ネーレたちが黒覆ふく面めんに捕とらえられているかもしれない』などという考えは微み塵じんも持ち合わせていない。

　黒覆面たちは確かに手て練だれであろう。加えて双子の守りという枷かせがネーレにはある。しかしそれだけの状じよう況きようにあってなお、ネーレならば問題なく切り抜ぬけられるだろうという信しん頼らい感をアルディスは持っていた。でなければ双子の身を託たくしたりはしない。

　逆に言えば今回セレスとカレンを救うことができたのはネーレあってのことだ。もしこの場にネーレがいなければ、アルディスがセレスたちよりも双子の安全を優先していたことは間ま違ちがいない。

　思ったよりも早く合流できたのは、おそらくネーレたちが黒覆面を撃退した後でこちらよりに場所を移動したからだろう。さすがに黒覆面やウィップスたちの死体があちこちに落ちている中で休息する気にはならないだろうし、かといって穴を掘ほりそれら全てを埋うめるのは人数を考えると容易なことではない。血の匂においが他ほかの魔物をおびき寄せかねないことを考えれば妥だ当とうな判断と思われた。

　ネーレたちの魔力反応が動きを見せる。距離が縮まったことでネーレからもこちらを捕ほ捉そくできたのだろう。

「アルディス！」

　姿が見えるなり、双子がそろってアルディスの名を呼ぶ。

　見ればミシェルも護衛の傭よう兵へいたちも全員無事だったようだ。ネーレをのぞき全員が笑え顔がおを浮かべてアルディスとセレスに近づいて来た。

「良かった。心配してたんだよ。無事でなによ──って怪け我がしてるじゃないかい！」

　アルディスが抱かかえるカレンの様子に気付き、ミシェルは表情を変える。

「ハルゼイ！　アタシの背負い袋ぶくろから治ち療りよう薬持っておいで！　早くしな！」

　一いつ喝かつするようなミシェルの声にハルゼイが慌あわてて荷物を置いている場所へ戻もどっていった。

　その間に傭兵たちが自分の外がい套とうを地面に敷しき、カレンのために即そく席せきの寝ね床どこを作ってくれる。

　傍かたわらにはカレンへの心配を隠かくしきれないセレスが腰こしを下ろす。

「お願いしますミシェルさん。今は手持ちがありませんが、町へ着いたら治療薬の代金は必ずお支し払はらいします。ですからどうか──」

「はっ！　何を馬ば鹿かな事言ってんだいこの嬢じようちゃんは！　あんまりふざけた事言ってるとはったたくよ！」

　怒りをにじませるミシェル。

「ミシェルさん、持ってきました！」

　そこへ複数の治療薬を手にしたハルゼイが戻ってきた。

　ミシェルはそれを受け取ると、カレンの傷口に沿って中身を注いでいく。治療薬の流れた後を追うように傷口がゆっくりと塞ふさがっていった。

「そんな他人行ぎよう儀ぎなことはお言いでないよ。『旅は道連れ世は情け』ってね。経けい緯いはともあれ今は一いつ緒しよに旅をする仲間じゃないのさ。仲間が怪我をしたなら手当てするのは当然だし、それで金をよこせなんてみっともないマネ、アタシゃしたくないよ」

　言葉はきついがそこに込められた優やさしさはセレスにも伝わったのだろう。

「ありがとう……、ございます……。本当に……」

　カレンの手を握にぎってうつむいたまま、声を詰つまらせながらセレスが感謝を告げる。

　皇女という立場、そして周囲から完全に孤こ立りつした状況で見ず知らずの人間から無む償しようの善意を向けられたことなどほとんどなかったに違ちがいない。

「ほれ、アンタも全身傷だらけじゃないのさ。さっさと傷口をこれで流して治しな！」

　治療薬の一本をセレスに押しつけると、そのままミシェルはカレンの身体に包帯を巻きはじめる。

　ぶつくさ言いながらもセレスへの気き遣づかいを見せるミシェルのそばでクレンテとヘレナが笑いをかみ殺していた。

「なんだいアンタたち！　言いたいことがあるならハッキリお言い！」

「いやいやまさか、別にこれといって言いたいことなんてありゃしねえよ」

　慌てて手を振るクレンテ。

「だったらボーッとしてないでさっさと野営の準備にでも取りかかんな！　嬢ちゃんが意識を取りもどすまではどっちみち動けないんだ、今日はもうここで一晩過ごすよ！」

　ミシェルがわめき散らすと傭兵たちが蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていく。

　アルディスは双子やカレンたちの護衛をネーレに託すと、野営の準備と周囲の警けい戒かいをするため傭兵たちの方へ足を向けた。
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　野営の準備を終え、食事をすませたアルディスたちは交代で夜番を置いて眠ねむりにつく。

　カレンは未いまだ目を覚まさないが、すでに治療薬のおかげで傷は塞がっている。もともと傷は深くないのだから、命の危険はないだろうというのが全員の共通した認にん識しきだった。

　やがて何事もなく夜が明ける。

　いくらコーサスの森が魔ま境きようだからといっても、毎夜毎夜魔ま物ものの襲しゆう撃げきがあるわけではない。まして前日に周囲一帯のウィップスを殲せん滅めつした後である。アルディスたちは久しぶりに穏おだやかな朝を迎むかえることができた。

　空一面を覆おおっていた夜が遥はるか彼方かなたから明るい星の光と入れ替かわり、数分のうちに消え去っていく。太陽はまだ姿を見せていないが、じきに東の空を明るく照らすようになるだろう。

　目を覚ましたアルディスは無意識のうちに周囲の魔ま力りよくを探さぐる。

「なんだ？」

　アルディス自身とネーレ、そして双子。ミシェルとその護衛五人にセレスと眠ったままのカレン。合計十二人の反応があるのは何の問題もない。ただ一点、そのうちのひとりが少し離はなれた場所にポツンと孤立していることをのぞけば。

「ミシェル」

「ああ、おはよう。よく眠れたかい」

「まあボチボチとな」

　目についた初老の行商人に声をかけると、たわいもない挨あい拶さつを交かわす。

　周囲を見回したアルディスは、セレスの姿が見えない事に気づいた。ということはどうやらひとり離れている魔力反応はセレスのものらしい。

　その方向へ顔を動かせばアルディスの黒い瞳ひとみがすぐにセレスを捉える。

　アルディスたちのいる場所からも見える大きな岩。その上にひざを抱えて座るセレスの姿があった。

「まあ、いろいろ思うところがあるんだろうさね。見えるところにいる分には問題ないし、本来ならああいうのはそっとしておくに限るんだけど……。なんだかあのままどっかへ姿をくらましちまいそうな雰ふん囲い気きもあるからねえ……」

　ミシェルの口からセレスを心配するような言葉がこぼれた。

　どこかへ姿をくらましてしまいそうというのも実は的を射た話である。ミシェルの感じ取ったそれが事実であることを、セレスの胸中を知るアルディスだけが知っていた。

「少し話をしてみる」

「あんまり無む理り強じいするのはおよしよ。ハルゼイの二の舞まいになるからね」

　どうやらアルディスよりも前にハルゼイがセレスの元へと行っていたらしい。だが「すぐに肩かたを落として戻ってきたよ」とミシェルはその結果をアルディスへ暴ばく露ろする。

　アルディスは軽く片手を上げてミシェルに応こたえると、そのままセレスの元へと歩いて行った。

　距きよ離りにすれば五十メートルもないだろう。セレスの元へとたどり着いたアルディスの前に横たわるのは、うっそうと繁しげる森の木々をかき分けるように鎮ちん座ざした無機質な物体。横よこ幅はばは十メートル、高さは三メートルもあろうかという巨きよ大だいな岩の塊かたまりだった。

　どうやら岩は地中に埋もれた部分へも続いているらしい。もしかしたら土の下にある岩がん盤ばんの一部が隆りゆう起きしているだけなのかもしれない。

　アルディスは岩の欠けた部分に手足をかけると、勢いを付けて一気に登りきる。岩の上は思いのほか広く、三人程度なら人が手足を伸のばして寝ね転ころがれるほどだった。

　無言のままアルディスはセレスのそばへと近づく。

　ふと見上げればここ数日目にすることのなかった鈍にぶく光る空が見えた。

　大岩があるせいでさすがの木々もこの場所を浸しん食しよくすることができなかったらしい。一面に広がる緑の海が、ここだけポッカリと穴を空けている。

　セレスのとなりに腰を下ろすと、アルディスは目線を上に向けたまま問いかけた。

「まだ考えてるのか？」

　何を、とまでは口にしない。

　セレスが何を思い悩なやみ、そして迷っているのかはすでに昨日彼女がアルディスに向けて打ち明けた通りだろう。

　それに対してアルディスはひとつの選せん択たく肢しを提示した。その根こん拠きよも身をもって証明した。

　あとはセレスが選ぶだけである。

「私は……」

　ひとりごとのようにセレスが口を開く。

「アンジェとカレン以外の誰だれかに頼たよろうなんて考えたこともなかった。同情してくれる人や身を案じてくれる人がいなかったわけじゃない。でも──」

　だからこそそばには近寄らせなかった、とセレスは寂さびしそうな顔を見せる。

　下手へたにそばへ誰かを侍はべらせれば、いざセレスが理性を失ったときに犠ぎ牲せいとなる人間が増えるだけだ。カレンほどの力があるならともかく、普ふ通つうの人間はあっさり死んでしまうだろう。

　だがそれは結局カレンひとりに負担を押しつける結果となった。

「カレンには本当に感謝してる。感謝してもしきれないほど。でも国を捨てた私にはカレンに報むくいるだけの力も何もない。城を出るときに持ち出した装そう飾しよく品だっていずれ尽つきる。そうすれば私がカレンにしてあげられることは何ひとつなくなるもの。だったら、私からカレンに返せるものがあるうちに……」

「だからひとりで姿を消そうとしたか？」

　アルディスの問いに力なくセレスが頷うなずく。

「なあセレス」

　前を向いたままアルディスが傷心の皇女に語りかける。

「昨日も言ったが、カレンは別におまえから何かを与あたえて欲しくてそばにいるわけじゃないと思うぞ？　おまえだってそれくらいはわかるだろう？」

「うん」

　か細い声でとなりから返事があった。

「セレスはカレンのことが好きか？」

「うん」

「カレンのことが大事か？」

「うん」

「カレンはセレスのことが好きだと思うか？」

「たぶん。……そうであって欲しいとは思う」

　答えた後で、セレスは自分の気持ちを補ほ足そくする。

「カレンはセレスのことを大事にしてくれるか？」

「うん。ずっとそうだったもの」

　ハッキリと今までで一番力強く肯こう定ていした。

「昨日、俺の力は見たな？」

「うん」

「昨日の魔物程度なら、俺ひとりで同時に五体は戦える」

「うん……。へっ？」

　セレスは流れで頷いた後、アルディスの言葉が意味するところを理解してすっとんきょうな声を出す。

　思わず話し相手に顔を向けたセレスへ、事もなげにアルディスは続けた。

「襲おそってきた黒覆ふく面めんの連中なら、まあ百人くらいは問題なく撃げき退たいできるだろう」

「そ、それは……」

　国家の暗部を担になう皇こう帝てい直属の特務部隊を、取るに足らぬ雑兵のごとく言ってのけるアルディスに、セレスは絶句する。

「その気になれば帝てい都とに乗り込んで皇帝の額に落書きしてくる程度の事は簡単だ」

「冗じよう談だん……、だよね……？」

　セレスの頰ほおが引きつっていた。

　皇帝の額に落書きができるということはつまり、いつでもその命を刈かり取ることができるといっているに等しい。

　常時巡じゆん回かいする衛兵、影かげから皇帝を守護する暗部、そして城を包むように展開された結界を誰にも気付かれることなくくぐり抜ぬけられるということである。

　それを信じるか信じないかはセレス次し第だいだが、アルディスは別に噓うそを言っているつもりはない。さすがに皇帝がセレスの父親である以上、「暗殺するのも簡単」などと口にするのは憚はばかられた為ため、『額に落書き』という表現に留とどめたまでだ。意図するところはセレスにも伝わっただろうし、皇帝を殺すだけならわざわざ潜せん入にゆうなどしなくても、城もろとも吹ふき飛ばせばいい。それだけの力をアルディスは持っている。

「もちろん、猛たけり荒あらぶったどこぞの第三皇女を大人しくさせることなんて、それに比べれば大した手間じゃない」

「……」

　並べられた事例に比べれば、セレスひとりを取り押さえるのが容易に思えてしまうだろう。実際にはそれとてかなり困難なことであるはずだが、アルディスが口にすると大したことのない話に聞こえるから不思議である。

「さて、おまえとカレンはお互たがいを大事に思っていて、本当は離れたくない。おまえが姿を消そうとしているのは単にカレンの身を危険にさらしたくないから。それとカレンの人生を自分のせいで壊こわしたくないから、だろ？」

　セレスが頷く。今度はアルディスの顔をしっかりと見つめながら。

「おまえがまた正気を失ったらカレンに害が及およぶ前に俺が押さえつける。帝てい国こくから追っ手がかかったら俺が返り討うちにする。政治的な圧力をかけられたところで俺はちっとも困らない。万一お尋たずね者になったとしても、どうせ俺たちは町で暮らしているわけじゃないから気にならない。ほれ、問題なんてどこにもないだろう？」

　アルディスは指折り数えながら何でもないことのように言ってのけた。

　セレスとカレンの身はアルディスの力で守る事ができる。政治的圧力やお尋ね者の話は可能性の問題としてあるだろうが、そもそもコーサスの森で暮らしているアルディスたちにとって大した影えい響きようはない。いざとなれば王国を出て西方の国へ居を移しても構わないのだから。

「でも、それだとカレンが人並みの幸せを得られるかどうか……」

「人並みの幸せが欲しいかどうか、それはカレンが決めることでおまえが思い悩むことじゃないだろうが。結局のところ、残る問題はカレン自身が『どうしたいか』だけじゃないのか？」

　カレンの答えは聞かずともわかる。そのくらいにはアルディスも彼女たちのことを理解していた。

「確かに、そうかもしれないけど……」

「おまえは自分から袋ふくろ小こう路じに入り込んでるんだよ。『カレンのそばから離れなくては』って結論だけが先に立ってな。ひとつずつ問題点を考えてみれば、もうとっくに解決策は出てるんだ。あとはカレンの意思を確かく認にんするだけだろう？」

　それは理解できたのだろう。だがそれでもセレスは浮うかない顔で問いかける。

「だけど、もしカレンがそれを望んだとしても、今度はあなたに迷めい惑わくがかかるよね？」

「なんだ、そんなことか」

　アルディスはおもむろに立ち上がると左手で右手首を摑つかみ、両りよう腕うでを空に向けて伸びをした後、涼すずしい顔で言い放った。

「どうせ禁きん忌きの双ふた子ごを匿かくまってるんだ。ときたまはっちゃけるお姫ひめ様さまがそこに加わって、ふたりが三人に増えたところで今さら大した違ちがいはないさ」

　セレスの視線がアルディスを追って上に向く。その表情には先ほどまで張り付いていた憂うれいの影は見当たらない。

　空が次第に明るくなる。先走った太陽の光が星々の輝かがやきを包み隠かくしていった。

「カレンが人数に入ってないよ……」

「じゃあついでにカレンも加えて四人だ。さあ、文句は言わせんぞ」

「ついでって……」

　セレスの顔から苦く笑しようがもれる。

「何もかもひとりで背負う必要なんてない。自分ひとりで解決しようとするなよ。誰かに救いを求めるのは別におかしな話じゃないし、誰かの手を取ることは恥はずかしい事でもない。現にカレンとは今まで手を取り合ってやってきたんだろ？　それでいいじゃないか」

　アルディスがミシェルたちのいる方向へ視線を移すと、つられてセレスの目もそちらを向いた。

　彼らも気になっているのか、朝食の準備へ取りかかりながらもチラリチラリとこちらをのぞき見ている。

「嬉うれしい時はカレンと手を取って喜びを分かち合えばいい。カレン以外にもこれからそんな相手を少しずつ増やしていけばいい」

　だから、とアルディスはセレスに向けて手を差し伸べる。

「助けが欲しい時は俺に向かって手を伸ばせ。必ずこっちに引き戻もどしてやる。必ずだ」

　力強く断言したアルディスの言葉にセレスの頰が緩ゆるんだ。

　恐おそる恐る差し出されたその手をアルディスが奪うばい取って強ごう引いんにセレスを引き寄せる。

「きゃっ」

「その手が俺に届くまで待っていられるほど気長な性格じゃないんでな」
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　そんなアルディスの言葉を冗談だと受け取ったのか、突とつ然ぜんセレスが耐たえきれないとばかりに相そう好ごうを崩くずす。クスクスと笑いはじめたセレスに、今度はアルディスの方が首を傾かしげはじめた。

「いえ、ごめんなさい。私、アルディスってもっと冷たくて固い感じの人だと思ってたから。ちょっと意外だっただけ」

　冗談を口にしたつもりのないアルディスには不本意なことであったが、何にせよセレスが笑え顔がおを見せるようになったのはいいことだろう。

　東の空から太陽がようやく顔をのぞかせる。

　普ふ段だん森の中では見ることのできない朝日が、大岩のおかげで途と切ぎれたこの一角に降り注ぐ。見慣れたはずの光景がずいぶん懐なつかしく感じられた。

「アルディス！」

　そろそろ野営場所へ戻ろうと言いかけたアルディスに先んじて、クレンテの声が響ひびく。

「カレンが目を覚ましたぞ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、セレスが鳥かごから放たれたオオルリのごとく飛び出した。ひと息で大岩から飛び降りると、そのまま全力で駆かけ出す。

　セレスの後を追ってアルディスも走り出した。

「アルディス、はやくはやくー！」

　上体を起こしてヘレナに背を支えられたカレンのそばで、双子がアルディスを急せかしている。

　一足先にたどり着いたセレスが、飛びかかるようにしてカレンへ抱だきつく。その青い瞳ひとみから涙なみだがあふれ出す。迎むかえるカレンの瞳も潤うるんでいた。

　これからセレスがどうするのか、それはカレンの答え次第だろう。

　だがそんなもの答えを聞くまでもない。問いを投げかけるだけ無む駄だなことだとアルディスは確信している。

　ひしと抱き合うふたりの姿こそが、血のつながりよりも濃こく、主従の絆きずなよりも深く、互いが離はなれがたい存在であることを物語っているのだから。

　大岩によって生み出されたわずかな空から、まばゆい光が差し込んでセレスたちを照らす。その幻げん想そう的な光景に、アルディスは過去の自分が少しだけ救われたような気がした。
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　ようやく、そしてなんとか三巻をお届けすることができました。二巻発売からずいぶん間が空いてしまい申し訳ありません。自分が純じゆん粋すいな読者側の立場だったときは「この作者、毎回あとがきで遅おくれを謝あやまっているなあ」とかのんきに思っていたのですが、まさか自分がその立場になるとは想像もしていませんでした。世の中、先の事は分からないものですね。

　既すでに本書を読み終えた方はお分かりかと思いますが、三巻にはＷｅｂ版に出てこないオリジナルのキャラクターが登場し、展開も全く異なるオリジナルストーリーとなりました。Ｗｅｂ版を読んでくださっている方にも新しん鮮せん味みを感じていただけたなら作者としても本望です。

　パラレルワールド、アナザーストーリー、ｉｆ世界……。呼び方はいろいろあると思いますが、Ｗｅｂ版のアルディスたちと書しよ籍せき版のアルディスたちは言うなれば同じ舞ぶ台たいで異なる演目を披ひ露ろうする同一人物のようなものでしょうか。選せん択たく肢しひとつ違ちがえばこういう未来もあった、という視点で楽しんでいただければ幸いです。

　三巻目にしていよいよヒロインらしいヒロインが登場したことで、絵的にもかなり華はなやかさを増した気がします。というか商業的なことを言えば「一巻からヒロイン出しておけよ」と多方面から突つっ込こまれそうですし、それ以上に「じゃあＷｅｂ版は未いまだにヒロイン居ないのかよ」とさらなる痛い突っ込みを受けそうな気もしますが……。いやいや、きっと気のせいでしょう。このストレス社会でうまく生き抜ぬくコツは都合の悪いことだけさらりと流すスルースキルを身につけることではないだろうか、と最近しみじみ思う作者的には気のせいだったということにしておきます。

　仕事、勉学、家事育児、日々ストレス社会に疲つかれた皆みな様さまのちょっとした息抜きとして本書がお役に立てたなら、丸々書き下ろした甲か斐いがあったというものです。読者の皆様に喜んでもらえるのであれば、一冊全すべて書籍版オリジナルストーリーにするくらいちっとも苦になりませんよ。と軽かろやかに墓ぼ穴けつを掘ほっていくスタイルで今後ものんびりやっていこうかと思います。





高たか光みつ　晶あきら
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『主の幸せを願うカレン』







『セレスティア殿下には霧の庭園へとお移りいただくよう、陛下がご英断を下された。お前のお役目もこれで終わりだ。嫁ぎ先については陛下のお取りはからいで良いお話をいただいている。すぐに家へ戻って準備にかかりなさい』

　お父様から届いた手紙に書かれていたのはそんな内容でした。

「まったく、あの人は……」

　呆れて言葉が続きません。

　わたしがセレスの侍女をしているのは自分がそうしたいからであって、陛下やお父様に命じられたからではありません。かつてセレス付きの侍女をしていたお姉様もきっとそうだったでしょう。それがお父様には何年経ってもわからないようです。

　禁忌の皇女へ侍女として仕えろと言えば黙って出仕し、用が済めばさっさと帰って政略結婚の道具になる。貴族の娘とはそういうものだ──などという典型的な貴族の考え方ですね。自分の意向通りに我が子が従うと信じて疑わないその考えに、増していくのは嫌悪感だけです。

　お母様もお姉様もいない今、唯一の血縁があのお父様だけだと思うと悲しいやら情けないやら複雑な気分になります。

　いくら陛下のご意向に異を唱える事など許されない男爵だからといって、お姉様の後任に妹を喜んで差し出すなど、娘への愛情がないと言われても仕方がありません。お姉様の時ならともかく、事情が事情だけにわたしの時はお役目を辞することだってできたでしょうに……。

　もちろんセレスの側にいられることはわたしにとっても望むことですから、結果的には何の問題もないのですけれど、だからといってお父様のなさりようを許す理由にはならないでしょう。

「おっと、これはいけませんね」

　ひと通りお父様への恨み言をつぶやいた後で、自分の顔が怒りで歪んでいることに気付きます。

　いけない、いけない。侍女たるもの、常にポーカーフェイスであるべきです。感情を顔に表すのは未熟な証。

　ぷにぷにと手のひらで両頰を軽く押し表情を和らげる。手入れを怠っていないおかげで、なかなかの感触でした。

　もちろんセレスの頰をつついたときのやわらかさには到底敵いません。あの子の頰はまるで天然のカスタードプディングです。食べられないのが不思議でなりませんね。お世話するのにかこつけて毎日のように触れていますが、あの頰へ触れられるのはこの世でわたしだけの特権だと思っています。

「──それはそれとして」

　脱線した思考を修正して手紙の文面へと目を向けます。

「『霧の庭園』ですか……」

　庭園とは名ばかりのそれは、高貴な身分の方を幽閉するために建てられた高い塔です。とうとう陛下はセレスを見放した──いえ、さすがに庇いきれなくなったということなのでしょう。

　親善使節の一団として同行してきた他国の貴族子弟を傷つけたのです。相手を納得させるためにも然るべき措置が必要なのはわたしにもわかることです。

　あの時セレスは召使いの服を着ていました。当然相手は死罪を求めてくるでしょう。

　しかし今さらその召使いが、存在をひた隠しにしてきた第三皇女だったなどとは口が裂けても言えないでしょうし、言ったところで相手が信じるわけもありません。

　架空の召使いを処刑したことで表向き収め、問題の原因となったセレスを幽閉して今後誰の目にも触れさせない、というところで反皇帝派を納得させたのでしょう。

　セレスの命が助かったのは何よりですが、霧の庭園へ幽閉されれば今のように抜け出してお忍びで城下へ出ることなど到底できなくなります。

　霧の庭園でセレスの側につくのは護衛ではなく見張り、侍女ではなく世話役の召使いでしょう。端くれとはいえ貴族令嬢のわたしが世話役に任じられることはまずありません。そうすると、わたしがセレスの側にいられるのも今のうちだけということになってしまいます。

「今、なのでしょうね」

　おそらくこれがセレスとわたしにとって最後のチャンスです。

　セレスが霧の庭園へ幽閉されれば、彼女に会うことすらわたしにはできなくなるでしょう。あの子の人生が灰色のまま閉じこめられて終わるか、それともまだ見ぬ可能性を切り開くか、今動かなければ結果は分かりきっています。

　だからわたしは迷わず決断しました。セレスと一緒に逃げることを。

　受け身でいることがセレスの不幸につながるのならば、力尽くでも望む未来を引き寄せるべく行動に移すまでです。

「深夜に城を抜け出して、翌日城下で準備を整え帝都を出る。……そのあと近くの町で護衛を雇ってそのまま国境へ……」

　脳内で擬似的に状況を想定して今後の動きをどうするべきか練っていきます。

　こんな事をしでかせばきっとわたしもお尋ね者になってしまうでしょう。実家の男爵家にも累が及ぶことは避けられないはずです。

　でも今さら男爵家がどうなろうと知ったことではありません。お母様もお姉様もいない今、あの家に残っているのは血がつながっているというだけの典型的な中年貴族ひとりだけ。わたしやお姉様をただの道具としてしか見ず、他の貴族と同じようにセレスを理解しようともしない男など、家族と呼びたくはありません。

　誰も彼もセレスを禁忌の皇女として扱い、彼女自身を見ようとしないことが腹立たしくてなりません。転んだ平民の子を迷わず助け起こし、泥だらけの小さな手を握ることに躊躇しないあの子の心根を誰も理解しようとしません。民の小さな幸せを共に喜び、民の小さな不幸に心を痛めるセレスのどこが呪われた姫だというのでしょう。

　セレスは彼女にふさわしい幸せを摑むべきなのです。このまま日陰で存在すら認められずに一生を終えるなど、セレス自身が諦めてもわたしは決して受け入れられません。

　この国がセレスの幸せを奪うというのならば、わたしたちはこの国を捨てるまでです。

　問題は時間がどれだけ残されているかですが──。

「数日と残されていない、でしょうね」

　この手紙が私のところへ届いたということは、セレスの身辺を整理しておけという意味も含んでいるとみるべきです。さすがに今日いきなりということはないでしょうが、数日中には正式な通達が来るでしょう。そうなれば監視の目も厳しくなり、城を抜け出すのも難しくなってしまいます。

「今晩……。行けるでしょうか……？」

　時間が経てば経つほど監視は厳しくなります。逃げ出すのは早ければ早いほどいいでしょう。入念な準備はとても無理ですが、普段からお忍びで城を抜け出しているため変装用の衣装を用意する手間は省けていますし、脱出経路も調べてあります。

「夜間に出ようとするよりも、早朝のお役目で城下に向かう召使いを装った方がいいかもしれませんね。午前中に城下で準備を整え服装を変えて、遅くとも昼には帝都を出たいところです。近くの町ですぐに護衛を雇えればいいのですが……」

　こんな時、帝国の国土が東西に長く、帝都が国の東端にあることが恨めしい。国防上は都合が良いとはいえ、国境が北西にしかないからです。北西以外を全て外洋に囲まれた帝国から陸伝いで国を出るためには、向かう道を選択する余地がありません。当然それはわたしたちにとって不利な方へ働きます。逃亡先の偽装が困難という意味で。

　かといって海路はさらに危険でしょう。隠れる場所のない船上へ身を置くのはある意味賭けです。若い女性ふたりだけのわたしたちが悪目立ちするのは明らかですから。

　やはり傭兵や探索者に扮して陸路を進むのが無難でしょうか。それとも貴族令嬢とその侍女にした方がいいでしょうか。その方が振る舞いに無理がなく見えるかもしれません。

　あとはどれだけ相手の初動を遅らせることができるか、ですね。

「なんとか明日の夜までは不在を悟られないようにしないと……。セレスの具合が悪くて伏せっていることにしますか。早朝にわたしがそれを伝えて回れば丸一日くらいは時間が稼げるでしょうし、運が良ければ翌日の昼頃までごまかせるかもしれません」

　まずはウィッグを何とかしなければ……。これまで使っていた黒いウィッグは先日の騒ぎで存在を知られてしまいました。今は黒髪の召使いに対するチェックも厳しいと聞きます。できればありふれた茶色や薄茶色のウィッグが手に入るといいのですが。

　あとは偽装工作ですね。

　もともとセレスと顔を合わせる人数など少数です。専属の召使いたちには休みを……いえ、急に全員へ休みを取らせれば怪しまれるでしょうか。なら半数に休みを取らせ、残りの半数にはセレスやわたしへ直接会う必要がない用事を申しつけましょう。セレスに近寄りたがらない彼女たちは喜んで言う通りに動いてくれるはず。

　護衛たちは呼びつけでもしない限りわたしたちと顔を合わせる事がありませんし、セレスが伏せっているといえば姿を見かけなくても納得するでしょう。そもそも彼らはセレスに関心を持っていないでしょうから。

「普段は腹立たしいばかりでしたが、今回に限っては都合がいいですね」

　わたしはやるべきことを頭の中でリストアップすると、すぐさま行動へ移すべくセレスの元に急いだ。

　セレス。わたしの大事な家族。可愛い妹。敬愛するお姉様から託された宝物。

　あなたを傷つける者はわたしの敵。あなたを幸せにすることがわたしの存在意義。

　たとえこの先どんな困難が待ち受けていても、わたしだけはあなたの味方よ。

　お互いおばあちゃんになって大勢の孫たちに囲まれる。そんな贅沢でも豪華でもない平凡な暮らしがわたしたちにはぴったりよ。

　そこでふわふわの毛に包まれた犬を傍らに愛でながら、とびっきり辛い赤スープを優雅に堪能するのがわたしの夢。あなたの好きなイチゴのタルトもたくさん作ってあげるわ。

　小さな孫たちが我先にとタルトを平らげて、自分の食べる分がなくなったと涙目になるあなたの頰をわたしは指で突っつくのよ。きっとおばあちゃんになったあなたの頰はぷにぷにとはほど遠い感触でしょうけど、そんなのどうでも良い事だもの。

　その時には「生まれてきて良かった」と絶対に言わせて見せますからね。
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